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Ⅰ 調査の趣旨と調査概要 
  

1 目的 
 

 小山市では、生態系の頂点に立つコウノトリが

定着・繁殖するラムサール条約湿地「渡良瀬遊水

地」を擁する、都市環境と田園環境が調和したま

ちとして、小山市の現在の環境を将来にわたり維

持向上させていくため、これからのまちづくりを

「田園環境都市おやま」と呼び、SDGs の実践と

一体化したまちづくりに取り組もうとしている。 

 本調査は、上記背景を踏まえて、踏査（現地調

査）、地域の聞き取り調査、文献調査を実施して基

礎資料を作成し、小山市における持続可能な社会

実現に向けた「田園環境都市おやま」を具現化さ

せるとともに、市民・企業・市民団体・行政など

各主体に「田園環境都市おやま」を浸透させて各

種取組みの深化を図るものである。 

 

 
2 本調査の「風土性調査」としての性格付け 
 

 本調査は、地域の風土性（風土の性質、成り立

ち）に着目して行った。「気候風土」から「企業風

土」まで、人々になじみのある風土は、地域の自

然に人間が暮らしと生業を通して働きかけてかた

ちづくられる（詳細はⅡ章を参照）。 

 こうした風土の調査は、地域に暮らす市民とと

もに地域の自然と人間の関係のこれまでを知るこ

とに当たる。そして、そこから地域の持続可能な

あり方を考えてゆくことが可能となる。また、あ

る専門分野の中で行われる地域研究とは違い、調

べる対象は自然から社会、文化まで幅広く、それ

ら風土の要素を分析し、要素の間の関係を調べた

結果を総合・統合することで風土の成り立ちが読

み解けてゆくため、地域の実像を浮かび上がらせ

ることに結びつき得る。 

 このように、持続可能なまちづくりに市民と行

政が共同で取り組む際に依って立つ基盤と考えら

れる風土性調査として、本調査は実施することと

した。 

 

 
3 地域での各種調査 
 
令和 5年 11 月 15 日から令和 6年 2月 14 日ま

でを調査期間として、踏査（現地調査）、簡易社会

調査 2種（聞き取り調査、アンケート調査）、文献

調査を組み合わせて行った。以下に、概要を示す。 

 

3-1 踏査 

 絹地区及びその周辺で踏査を行い、後述する文

献調査を適宜組み合わせて、調査地区の地理や動

植物の生態、地域の歴史や民俗に関する情報を収

集し、地理的条件が土地利用、都市環境・田園環

境それぞれの市街地・集落の構成にどのように生

かされ、建築物や土木構造物の形態等にどう影響

しているのか調査した。また、これらと地域の人々

の生活や生業との関係性や、どのように地域の産

業や文化等を生みだし発展させ、現在の風土形成

にいたっているかについて調査を行った。 

 踏査は、必要に応じて市担当者と業務受託者が

共同で実施した。 
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3-2 簡易社会調査１ ̶ 地域の聞き取り調査 

 当該地区の将来のまちづくりに資するキーパー

ソンを対象に、グループインタビューとして聞き

取り調査を行った。 

 

3-3 簡易社会調査２ ̶ アンケート調査 

 現地調査と聞き取り調査をもとに、調査地区在

住の市民が知る情報等をさらに少しでも多く集め

ることと、「田園環境都市おやま」の具現化に向け

た取組みの周知を目的として、地域の現状や課題

それらに対する意見等を尋ねるアンケート調査を

行った。 

 
3-4 文献調査 

 各調査に必要な情報収集のため、当該地区に関

連する各種文献について調査を行った。なお、市

は業務受託者へ市史や調査対象地区に関した資料

を貸与もした。 

 

 

4 調査報告 
 

 風土性調査の結果を調査地区在住の市民に伝え

る報告発表を下記日程、会場において行った。 

 

・	日程 令和 6 年 2 月 15 日(木) 18:00-19:30 

・	会場 小山市絹公民館 

 

 

5 田園環境都市おやまビジョン基礎資料の作成 

 

 上記 4 で行った報告と当日の質疑応答の結果を

踏まえて、「田園環境都市おやま」を具現化させる

とともに、市民・企業・市民団体・行政など各主

体に「田園環境都市おやま」を浸透させて各種取

組みの深化を図るための基礎資料として、本報告

書を作成した。 
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Ⅱ 踏査および文献調査による報告 
 

1 絹地区の概況 
 
絹地区の位置、面積、人口と沿革 
 
 絹地区は、明治 22 年（1889）の町村制施行に
あたり田川村、延島村、延島新田、高椅村、福良
村、中島村、中河原村、梁村の八ケ村が合併した
絹村をもととする。地区の面積 17.28km2 は市の
面積の約 10.1%、人口 4,354 人は市の人口の約
2.6%を占める。（令和 2 年 10 月 1 日現在。「令和
5 年 3 月 小山市の概要」より）。古来交通の要衝
に当たる小山市の中でも、中島、福良に鬼怒川の
河岸と渡船場があり、結城より多功街道（日光東
街道）、上三川街道が通された絹地区は、鬼怒川や
隣り合う結城と関係して結城紬の生産地域の一角
を占めるなど地勢や交通が伝統産業の確立に結び
つく独特な歴史をたどってきた。 
 今日の絹地区は、旧村に由来する 8 の大字名を
擁しながら、北から延島、福良、梁の大きく 3 地
区に分かれる。このうち、工業団地（延島、梁）
が市街化区域に指定されている。 
 
鬼怒川低地の繊細な土地利用 
 
 絹地区は、西部が宝木台地の上に立地するが、
大半は鬼怒川低地に占められる。低地では、微高
地で集落と畑が、川がかつて流れた跡である旧河
道やあふれる水に運ばれた土砂が積もった氾濫平
野では水田が、それぞれ営まれてきた。 
 微高地に集落と畑、旧河道と氾濫平野に水田を
もうけてきた絹村の成立当時、鬼怒川沿いの村々
ではきわめて畑が多く、北部の村でわずかに田が、
中央部から西南部にかけての村々ではわずかに畑
が多かった。台地には火山灰に由来する黒ボク土、
低地には河川の堆積物に由来する沖積土（褐色低

地土、灰色低地土、低地水田土）が主に分布し、
全体には平坦な地形ながら微細な高低差や土壌の
違いに合わせてさまざまな作物が作り分けられ、
キウイフルーツやいちごをはじめとして新たな作
物の生産への取り組みが続けられてきている。 
 また、鬼怒川沿いと地区西部の桑地区との境に
平地林が集中し、一定の面積が確保されて肥料や
耕作に用いた牛馬の飼料その他に事欠くことがな
かったという。さらに、田川を水源として幾筋か
の用水が整えられていたことも合わせて、明治
26-28 年の米の三ヶ年平均反収は現小山市域を構
成する 10 町村の中で最高の値を示すなど、農業生
産の条件に恵まれてきた。 
 
結城紬の生産地域の一角を占めること 
 
 絹地区が隣り合う結城では古来絹糸を採って織
り物が行われてきた。鬼怒川沿岸の土が養蚕に向
き、川そのものは人と貨物の通運に使われたこと
が関係し、この条件は絹地区にも共通した。 
 鬼怒川沿岸の結城や絹地区ではクワ科のカジノ
キやコウゾがよく育ち、そこへクワの栽培を要す
る養蚕技術が持ち込まれた。絹織物、結城紬はそ
の副業に始まり、茹でた繭をほぐして作る真綿か
ら絹糸を手紡ぎし、5 世紀頃から日本で使われて
きた地機で織る伝統的製造工程を継承し、昭和 31
年（1956）に国の重要文化財指定、平成22年（2010）
にユネスコ無形文化遺産に登録を受けている。 
 ただし、結城紬の生産量は昭和 55 年（1980）
以降減少し、令和 4年（2022）に栃木県内で唯一
のクワ苗の専業生産農家が廃業した。しかし、明
治 21 年（1888）の記録によれば、農業と結城紬
の生産の展開から今日的に持続可能な地域産業群
と評価できる多種の職業が絹地区で成立し、この
点も地区の将来構想の参考とすべきと考えられる。 
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2 地域の自然について 
 

 

 
       図 1 風土の定義  
 
 実際に地域を見て歩く踏査と、地域について書かれた書籍や論文に学ぶ文献調査を組み合わせて、地
域の風土性について調査を行った。この調査は、はじめに「地域の自然について」、次に「地域の自然へ
の人の働きかけについて」、続いてそのようにかたちづくられた「地域と人々の心身の結びつき」につい
て、そして「景観から読みとれるその他のこと」を調べて記述する流れで実施した。 
 以下、その結果を市民への視覚的な説明にも用いられるようにスライドショーとして整理したものを、
順に掲載する。図 1には、再び風土の定義を示した。 
---------- 
出典｜薗⽥稔編『神道』（弘⽂堂、1988 年、総 372 ⾴）。アルフレッド・シュッツ、トーマス・ルックマン『⽣活世界の
構造』（那須壽監訳、筑摩書房、2015 年、総 634 ⾴） 
 
 なお、踏査は以下の日程で実施した。 
01 月 16 日(火) 小山東工業団地・伝河原・西高椅・小山梁工業団地・上梁・小山東部産業団地・下梁 
    19 日(金) 篠原・三夜・豆口・延島・伝河原・新川・中高椅・下高椅・上梁・西梁・下梁 
    22 日(月) 舟戸・前舟戸・延島・上福良・中福良・中島・請地・休・福良橋 
    23 日(火) 延島新田・上福良・中島・岸福・台・中河原 
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       図 2 小山市の地区区分と絹地区の位置 
                                          
 市域は、旧町村の区分に基づいて 11 地区に分けられ、当地区はその北東部に位置する。 
出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024）

 

 
       図 3 小山市と絹地区の地形。宝木台地（黄緑で着色）に絹地区西部がかかる。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024）
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       図 4 絹地区は、延島、福良、梁の 3地区に分けられる。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 

   絹地区わがまちげんき発掘事業推進委員会編『絹地区歳時記ウォーキング』2017 年 

 

 
       図 5 鬼怒川や田川がかつて流れた旧河道とその周囲に水田、微高地に集落がつくられた。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024）  
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      図 6 絹村成立以前の 8ヶ村の位置。旧河道は一部の村境に重なる。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 

   ⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III 近現代』⼩⼭市、1987 年、209 ⾴ 

 

 
       図 7 治水地形分類図より。薄い赤茶が台地、黄が微高地、緑が氾濫原、青が旧河道を表す。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 
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             図 8 治水地形分類図に陰影起伏図を重ね、角度をつけて立体的に見る。 
 
 宝木台地は、約 7 万 4 千年前から約 2 万 4 千年前にかけて川が運んだ土砂がたまり、最も寒冷であっ
た約 2 万年前までに海水を構成していた水分のうち大陸の上に氷河などとして残った分があったことか
ら海面が下がり、勾配が急になって水が流れる力が強まった川に削り残されてできた。宝木台地の東西
の川に削られた面は、その後も土砂が運ばれてたまり、川に削られる変化を繰り返しながら現在はそれ
ぞれ鬼怒川低地、思川低地をかたちづくる。 
 鬼怒川低地では、鬼怒川や田川が河道を変えながら低地を掘り、周囲の一部に土砂をためて微高地を
つくった。田川は、利根川水系鬼怒川の支流である。このことを指して、『小山市史 通史編 I』に鬼怒川
低地が「鬼怒川の営力によってできた」と書かれている。 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 
   ⽥辺晋「関東平野中央部における沖積層の基盤地形」『地質学雑誌』127 (10)、2021 年、635-648 ⾴ 
   ⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代・中世』⼩⼭市、1984 年、10 ⾴ 
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3 地域の自然への人の働きかけについて 
 

 
      図 9 絹地区の立地環境の社会的な側面も簡単に確認する。 
 
 以下、絹地区の地理的条件が整理された『小山市史』からの上記引用箇所の前後がわかるよう、まと
めて引用する。 
 
   絹地区は、小山市域の北東端、鬼怒川西岸にあり、鬼怒川によって形成された低地帯にあって同 
  地区の西部を田川が南流している。この地区は茨城県との県境を挟んで結城町の北部に接しており、 
  結城町の市場圏に属する。 
   同地区東部の県境を南流する鬼怒川には、中島河岸・福良河岸があり、それぞれに船積問屋が一 
  軒ずつあったが、船積問屋所有の船はなかった（明治十四年『栃木県治堤要』）。また、鬼怒川には 
  中島と福良に渡船場があり、それぞれには馬舟と小舟各一艘があった。（中略）対岸の茨城県小川村 
  と結ぶこの福良の渡しは小田林村・犬塚村・小山宿を通り、大行寺村・榎本村を経て、佐野・足利・ 
  桐生方面へ送られる水戸浜の鮮魚荷物が通過する道でもあったが、その荷物は福良村で継ぎ立てら 
  れていた。 
   桑村との境を、結城から多功（現上三川町）に至る多功街道が通っているが、この道は江戸時代、 
  諸侯の日光社参で日光道中が混雑した時に、それを避けるため粕壁より分岐して多功に至る裏街道 
  であった（『下都賀郡誌』）。そしてその東方には、結城町から河内郡上三川村を経て宇都宮へ通ずる 
  上三川街道が、地区内の梁村・高椅村・延島村・田川村を通っていた。また結城町から延びるもう 
  一本の道が福良村を南北に通り、高椅村で多功街道と交じわっていた。 
 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III 近現代』⼩⼭市、1987 年、206-207 ⾴ 
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      図 10 絹村成立以前の旧 8ヶ村における田畑の構成比率を見る。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III 近現代』⼩⼭市、1987 年、212 ⾴ 

 

 
       図 11 明治期の水田（黄に着色）を示した図を見ながら旧8ヶ村の田畑の比率を確認する。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 

   ⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III 近現代』⼩⼭市、1987 年、212 ⾴ 
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       図 12 栃木県道・茨城県道 35 号宇都宮結城線に沿う旧河道上から見る微高地（下高椅）。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 

   ⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代・中世』⼩⼭市、1984 年、10 ⾴ 

 

 
       図 13 水田がつくられた旧河道の周囲の氾濫原から中河原集落が立地する微高地を見る。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 

   ⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代・中世』⼩⼭市、1984 年、10 ⾴ 
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       図 14 台地斜面、屋敷林、社寺林、河畔林などとして各所に平地林が残る。 
  

 思川西部の田園部では、肥料林として台地上の平地林を確保した例があった点との違いに注目する。 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、212 ⾴ 

 

 
       図 15 明治 22 年（1889）からの市町村制施行当初、絹村は水利の面でも恵まれていた。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、212-213 ⾴ 



Ⅱ 踏査および⽂献調査による報告 
 

	

	

13	

 
       図 16 絹地区の明治 26~28 年反当り平均収量は、現市域で最も高かった。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、212-213 ⾴ 

 

 
       図 17 明治 9 年（1876）の福良、中島、梁、中河原村の物産に関した記録より。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、214-215 ⾴ 
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       図 18 近世の絹地区は、河川と街道を介した交通・物流の拠点としての性格も有した。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 

   ⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、206-207 ⾴  

 

 
       図 19 結城紬の発展には、鬼怒川の舟運が関係した。 
---------- 

出典｜⽯島滴⽔『紬の⾥結城』筑波書林、1983 年、4-5 ⾴ 
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       図 20 クワ科のカジノキやコウゾがよく育つ絹地区にクワ栽培を含む養蚕が伝えられた。 
 
 茹でた繭をほぐした真綿から絹糸を手紡ぎし地機で織る結城紬の伝統的製造工程が引き継がれてきた。 
出典｜⽯島滴⽔『紬の⾥結城』筑波書林、1983 年、2-3 ⾴ 

 

 
       図 21 結城地方の養蚕業は、5世紀には行われていたという記録がある。 
---------- 
出典｜⽯島前掲書、25 ⾴。⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、220 ⾴ 
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	 	 	 	 	 	 	図 22 享保年間から蚕業が衰退したが、栃木県は明治時代初期に蚕種製造業の振興を図る。 
---------- 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、222-223 ⾴ 
 

 
       図 23 栃木県の蚕種製造業振興計画着手 2年後、明治 6 年（1873）に桑園開発が始まる。  
---------- 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、232 ⾴ 
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      図 24 需要減に対応し、明治 7年（1874）から輸出量調節のため蚕種が廃棄されるように。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、236、585 ⾴ 

 

 
       図 25 第一次世界大戦終結後、大正 9年（1920）の蚕糸恐慌以降、結城紬も減産を重ねた。 
---------- 
出典｜安彦孝次郎「⽇本経濟における⽣⽷恐慌」『商學論集』4 (1)、福島⾼等商業學校經濟研究會、1933 年、365-394 ⾴ 

   奥澤武治「世界で稀な絹織物『本場結城紬』」『⽇本シルク学会誌』29、2021 年、5-11 ⾴ 
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       図 26 JA おやまは、2022 年廃業の農家に桑地区で試験栽培を依頼。継承への努力が続く。 
---------- 
出典｜「県内唯⼀の栽培農家廃業... 養蚕存続に桑苗確保へ ⼩⼭」2022/11/07 下野新聞 
   https://www.shimotsuke.co.jp/articles/-/653756?relatedbody (2024-02-13 参照) 
 

 
       図 27 社会福祉法人パステルは、桑園と養蚕施設を設置して技術習得を進めている。 
---------- 
出典｜「県内唯⼀の栽培農家廃業... 養蚕存続に桑苗確保へ ⼩⼭」2022/11/07 下野新聞 
   https://www.shimotsuke.co.jp/articles/-/653756?relatedbody (2024-02-13 参照) 
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       図 28 土壌の分布と栽培作物との関係について、絹地区で農業に携わる方々に聞く。 
---------- 

出典｜本資料 III 簡易社会調査による報告 3-1 絹地区グループインタビューの記録 3 農業従事者の⽅々、54、55 ⾴  

 

 
       図 29 聞き取りに基づいて台地上、旧河道、微高地の土壌を現地で確認した。 
---------- 

出典｜同上、54 ⾴ 
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       図 30 絹地区におけるイチゴ施設栽培の例。 
---------- 

出典｜同上、55 ⾴ 

 

 
       図 31 絹地区における土壌の分布状況。 
---------- 

出典｜農業・⾷品産業技術総合研究機構｜⽇本⼟壌インベストリー｜⼟壌図 

   https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/figure.html (廣瀬改変 2024) 
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       図 32 イチゴが栽培される地点を土壌図の上に記す。 
 
 今回調査したイチゴ栽培地点は、主に微高地上の中粒質普通褐色低地土の分布地に位置した。 
出典｜農業・⾷品産業技術総合研究機構前掲図 

 

 
       図 33 旧河道と灰色低地土の分布の重なりを見る。おおむね範囲が合致する。 
---------- 

出典｜農業・⾷品産業技術総合研究機構前掲図 
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       図 34 地形の発達に由来する微かな高低差や土壌の違いが、農地景観にあらわれている。 
---------- 

参照｜本資料 III 簡易社会調査による報告 3-1 絹地区グループインタビューの記録 3 農業従事者の⽅々、54 ⾴ 

 

 以下、土壌の違いのとらえ方に関して参考となる説明文を引用する。 
 
   土壌を少しミクロな視点で解剖すると、無機・有機成分からなる土粒子が土壌の骨格を形成し、 
  土粒子と土粒子とのすき間（孔隙または間隙と呼ぶ）に水と空気を含んでいる、つまり、上壌は固 
  相（土）と液相（水）と気相（空気）の三相により構成されている。林木の生育に水は不可欠で、 
  土壌中の孔隙に適度な水を保持できる上が好ましい。土壌中の孔隙に含まれる水（土壌水）には養 
  分が溶け込んでいるので、養分供給といった観点からも水の動きを左右する孔隙は重要である。孔 
  隙のうち水に占有されていない空間では 空気が移動し、大気一土壌間のガス交換が行われている。 
  こうしたガス交換は根や土壌微生物による呼吸を円滑に行うのに欠かせない。 
 
   典型的な砂や粘土を考えると、一般に砂は透水性は良いが、保水性は低く、粘土は保水性は高い 
  が、透水性は低い、という傾向がある。これらに対する森林土壌の大きな特徴の 1つとして、透水 
  性、保水性ともに良好であることがあげられる。これは、森林土壌が大小様々な大きさの孔隙をも 
  つためである。 
 
 なお、図 34 にある「排水性」は、上記引用文中にある「透水性」に対応する。 
出典｜篠宮佳樹「樹⽊医学の基礎講座 ⼟壌講座 2: 保⽔性と通気性」『樹⽊医学研究』15 (2)、樹⽊医学会、2011 年、   

   64-67 ⾴ 
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4 地域と人々の心身の結びつき 
 

 
       図 35 「絹地区歳時記」（2013 年）をもとに開催されたウォーキング大会の記録誌。 
---------- 

出典｜絹地区わがまちげんき発掘事業推進委員会編「絹地区歳時記ウォーキング」2017 年 

 

 
       図 36 「絹地区歳時記ウォーキング」に詳しく紹介される寺社を巡る。 
---------- 

参照｜絹地区わがまちげんき発掘事業推進委員会編「絹地区歳時記ウォーキング」2017 年 
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       図 37 しめ縄をなうには、材料とする稲わらの確保と技術の継承が欠かせない。 
---------- 

参照｜絹地区わがまちげんき発掘事業推進委員会編「絹地区歳時記ウォーキング」2017 年 

 

 
       図 38 しめ縄のない方は、図 37 の例と合わせてさまざま見られた。 
 
 縄自体、用途が梱包から建築まで幅広く、農業の副産物として再生産される重要な用具と考えられる。 
参照｜絹地区わがまちげんき発掘事業推進委員会編「絹地区歳時記ウォーキング」2017 年 
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       図 39 地機は、5世紀頃から日本で使われてきた。その技術も引き継がれる。 
---------- 
出典｜奥澤武治「世界で稀な絹織物『結城紬』」『⽇本シルク学会誌』29、2021 年、5-11 ⾴ 
 

 
      図 40 紬と「紬風」の織物の違いについて書かれた説明文を引用する。 
---------- 
出典｜奥澤武治「世界で稀な絹織物『結城紬』」『⽇本シルク学会誌』29、2021 年、5-11 ⾴ 
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      図 41 結城紬の生産においては伝統的製造工程が継承され、このことが稀有であるという。 
---------- 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、607 ⾴ 
 

 
      図 42 結城紬が登録されたユネスコ無形文化遺産の保護の目的を確認する。 
---------- 

出典｜外務省「無形⽂化遺産の保護に関する条約」和⽂テキスト (訳⽂) 、2003 年 

   https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/treaty/treaty159_5.html (2024-02-14 参照) 
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      図 43 「無形文化遺産の保護に関する条約」第 2条（定義）を続けて引用する。 
---------- 

出典｜外務省「無形⽂化遺産の保護に関する条約」和⽂テキスト (訳⽂) 、2003 年 

   https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/treaty/treaty159_5.html (2024-02-14 参照) 

 

 
      図 44 無形文化遺産は、自然、歴史に基づく人類の創造性の発揮を継続して支え得る。 
---------- 

出典｜外務省「無形⽂化遺産の保護に関する条約」和⽂テキスト (訳⽂) 、2003 年 

   https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/treaty/treaty159_5.html (2024-02-14 参照) 
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      図 45 結城紬の製作工程と、それが基づく自然、歴史と人々の関係を考える。 
---------- 

出典｜「『⽥園環境都市おやま』ビジョン 絹地区⾵⼟性調査 アンケート・グループインタビュー概要報告」2024 年、4 ⾴ 

 

 
      図 46 絹地区各村の諸職人（明治 21 年/ 1888 年）についてまとめた表を引用する。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、208-209 ⾴ 
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      図 47 引用した論文は、昭和 35 年（1960）に発表されている。 
 
 同年に比べて需要は大きく減るが、結城紬が地域経済の持続に貢献する可能性がここから読みとれる。 
出典｜川崎 敏「結城機業の農村⼯業地帯」『⼈⽂地理』12 (5)、1960 年、393-412, 469 ⾴ 

 

 
      図 48 社会福祉法人パステルが管理する桑園から発生したクワの剪定枝。 
 
 地域の物質循環に組み込むことで地域経済は持続可能に。結城紬は、その軸の一つになり得ないか。 
出典｜絹地区グループインタビュー (養蚕関係者の⽅々) 記録 (2023/11/29)  
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5 景観から読みとれるその他のこと 
 

 
      図 49 写真左の撮影直後、大型車が目の前を横切ったのでシャッターを押した（写真右）。 
---------- 

出典｜絹地区グループインタビュー (⾃治会リーダーの⽅々) 記録 (2023/12/13) 

 

 
      図 50 上の図 39 と同じ主要地方道 146 号に通じる市道を、結城市との市境を背にして見る。 
---------- 

参照｜「『⽥園環境都市おやま』ビジョン 絹地区⾵⼟性調査 アンケート・グループインタビュー概要報告」2024 年、4 ⾴ 
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      図 51 公共空間と公共空間、社寺境内が結ばれ、生活道路につながる絹地区の歩行者空間。 
 
 生活道路が、公園と公民館外構、農産物直売所と遊歩道・河川・史跡、公民館や消防施設が集約され
た広小路のような空間形態を持つ神社境内、神社と公共施設に囲まれた辻などと集落内で密に連絡する。 
 

 
      図 52 河川氾濫時の減災を目的とした設えが、個人宅に見られる。 
---------- 

出典｜⼤熊 孝「⽔害防備林の再興に関する⼀考察」『⼟⽊史研究』17、⼟⽊学会、1997 年、135-147 ⾴ 
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      図 53 越冬に訪れるタゲリの他にも、絹地区を渡りルートに含む鳥類はいよう。 
---------- 

出典｜⽚⼭直樹・熊⽥那央・⽥和康太「⿃類の⽣息地としての⽔⽥⽣態系とその保全」『応⽤⽣態⼯学』24 (1)、応⽤⽣態⼯学会、2021 年、127-138 ⾴ 

 

 
      図 54 各集落に薬師堂が建つことを踏まえて、今日の保健医療の問題を考える。 
---------- 

出典｜嘉納恵⼀郎『⼼のふるさと』⼩⼭市、1991 年、88 ⾴。「『⽥園環境都市おやま』のまちづくり 絹地区 ⾵⼟性調査  

参照｜本資料 III 簡易社会調査による報告 3-1 絹地区グループインタビューの記録 4 ⾃治会のリーダーの⽅々、66 ⾴ 
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      図 55 寺野東遺跡の遺構の分布と水場の用途を振り返る。 
 
 上記の説明の参考とした論文の部分を、以下に引用する。 
 
   （前略）遺構では自然の河川を南北約 200m、幅約 10m にわたって改修し、水場に関連した様々 
  な施設が作られていた。（中略）水がゆっくり流れる川か、よどんだ湿地であったと推測される。（中 
  略）湧水点から流れ出た水を集落内の営み、生業などに活用した湧水利用遺構であると考えられる。 
  この水場遺構は縄文後期から晩期にわたるもので、木組遺構の中や周囲からトチの実などの種や皮 
  が見つかったことなどから、周辺で豊富に実ったトチ、ナラ類、カシ類などの木の実のアク抜きを 
  していたと考えられる。発掘された河川遺構は大きく分けて、以下の 3種類に大別できる。Aタイ 
  プは約 3,200~2,500 年前、Cタイプは約 4,000 年前の遺構であったと推測されている。 
    A タイプ: 木を組んだ施設  14 基発見 
    B タイプ: 河川自体を掘削、整地した施設 
    C タイプ: 河川斜面を掘削して、谷の流水を利用した施設 
   発掘された遺構のほとんどが Aタイプに属するものであった。（中略）構成材の多くはクリ材であ 
  る。（中略）隙間には裏ごめ状に土器や礫を挿入していることが確認されている。遺跡はムラの中央 
  に浅い谷があり、ムラのまわりは森となっていた。森には食料となる木の実をたくさんとることが 
  でき、ムラ人は木の実を加工して食料とするための作業場を小川の脇に作っていた。 
 

   遺構をめぐる技術体系は、周囲の再生産可能な自然物や廃材（土器）、自然の動力（静かな水流） 
  を用いたものといえ、結城紬の製作工程と構成要素にも通じて「持続可能な経済」的と考えられる。 
出典｜末次忠司「縄⽂遺跡と河川—遺跡で⾒る河川考古学」『⽔利科学』43 (1) 、⼀般社団法⼈⽇本治⼭治⽔協会、1999

年、41-59 ⾴ (廣瀬改変 2022)  
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１ ⽬的と実施概要 
 
１-1 ⽬的について 
 
 絹地区で暮らす⼈々の⽣活や意識をできうる
限り実情に近いところで把握すること。特に、過
去と現在の⽣業や⽣活の様⼦、地域をどのように
認識しているか、絹地区で暮らしながら、⼤切に
守っていきたい地域の宝や、逆に解消したい困り
ごとなどについて、どのような考えを抱いている
かなどについての把握を試みる。また、それらの
関係性を読み解くことで、絹地区および⼩⼭市域
全体での⽥園環境都市おやまビジョンの⼿がか
りを得ることを⽬的とする。 
 
1-2 実施概要について 
 
 令和 5 年 11 ⽉から令和 6 年 1 ⽉にかけて、下
記の 2 種類の簡易社会調査を⾏った。 
①座談会形式のグループインタビュー 
②⾃治会加⼊全世帯を対象としたアンケート 

⾃治会への説明や広報周知は下記の通り。 
・９⽉ 28 ⽇：⾃治会⻑会議の後に時間をいただ

き説明会を実施（絹公⺠館にて） 
・広報おやま 11 ⽉号の回覧時に：⽥園環境都市

推進課より「⾵⼟性調査に⼊る」ことの説明
と周知 

 
1-3 座談会形式のグループインタビュー 
について 

 
⑴ 特に考慮したこと 

アンケート調査では、本調査で⽴てた⽬的達成
のためには、設問や提⽰する選択肢が、住⺠が「⽇ 

 
 
 
頃考えていること」「伝えたいこと」「語りたいこ
と」に沿っているかどうかが重要になる。そこで
グループインタビューを先⾏して⾏い、そこで語
られたことをもとに、アンケートの質問における
選択肢を設定することを基本としている。スケジ
ュール的に⼀部のインタビューがアンケート作
成には反映されない場合もあり、⾃治会⻑を対象
とした説明会において、地区での困りごとや⼤切
に守りたいものなどについてご意⾒を聞かせて
いただいた。 
  絹地区においては、⾃治会役員の⽅々より、「こ
れまでのアンケート⽤紙の使⽤は A3サイズより
A4 に変更した⽅が答えやすい」と⾔うご指摘な
どもいただき、絹地区での調査から改善した。 
 
⑵ 実施時期と対象者について 
 次の４つのグループで実施した。 
①養蚕・絹織物関係の⽅々：11 ⽉ 29⽇ 
栃⽊県本場結城紬織物協同組合から２名、織元の
⽅１名（⼥性）、養蚕家１名、元養蚕家１名の合計
５名に参加いただいた。 
②⼦育て世代の⽅々：12 ⽉ 4 ⽇ 
絹地区こども会育成会連絡協議会より、⼩学⽣・
中学⽣・⾼校⽣のお⼦さんがいる家庭から⼥性５
名・男性１名、合計６名に参加いただいた。 
③農業従事者の⽅々：12 ⽉８⽇ 
⼩⼭市農業委員会から４名、農業従事者の⽅４名、
合計 8名に参加いただいた。 
④⾃治会のリーダーの⽅々：12 ⽉ 13 ⽇ 
絹⾃治会連合会から３名、絹地区まちづくり推進
協議会から２名、元わがまち発掘事業推進委員会
から２名、合計７名に参加いただいた。 
 
⑶ 全ての聞き取りにおいて、共通の質問内容 
①⾃⼰紹介として〜絹地区とのご縁、仕事や地域
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での活動、⽣活圏について 
②地区の昔と今。変わったこと変わらないこと 
③地区で暮らすなかで感じる、解消したい困り事 
④地区の⼤切に守り、未来につなぎたいもの 
⑤都市部と⽥園部は、これからどんな関係を築い
ていくと良いか等、これからの⼩⼭市のまちづく
りへの意⾒ 
以上に加えて、それぞれのグループの特性に即

した質問（⼦どもたちの帰宅後や休⽇の過ごし⽅、
農業の今と昔、など）を加えて聞き取りを⾏った。 
 
⑴ アンケート調査（紙の調査票） 
絹公⺠館、絹地区⾃治会にご協⼒をいただき、

紙の質問票によるアンケートを下記のような⽅
法とスケジュールで実施した。 
 
広報周知 
・９⽉ 28 ⽇：⾃治会⻑の皆様への説明会で、ス 
 ケジュールの相談。ご意⾒をいただき決定。 
・広報おやま 12 ⽉号の広報回覧時に、アンケー
ト調査実施のお知らせを回覧 
配布 
・11 ⽉ 24 ⽇：ワンタッチ封筒に質問票と依頼書 
 を⼊れ、⾃治会（および班）ごとに仕分けした 
 ものを絹公⺠館に納品 
・広報回覧とともに、各⼾に配布していただく 
回収 
・12 ⽉ 19⽇までに各⼾から班⻑へ提出 
・12 ⽉ 22 ⽇までに班⻑は⾃治会⻑へ提出 
・12 ⽉ 27⽇までに⾃治会⻑は公⺠館へ提出 
 
⑵ インターネット回答 

紙の調査票でのアンケートと並⾏して、グーグ
ルフォームを利⽤したインターネットでの調査
も⾏った。 
告知については、絹地区在住者のみの回答と

するために、ウェブや S N Sなどで不特定多数
に向けた案内はせず、⾃治会の回覧及び、調査

票とともに封⼊する依頼書にQ Rコードととも
に「２⼈⽬以降からの回答について各世帯にお
きまして、紙のアンケートにご回答された⽅以
外にもご協⼒いただける⽅は、右のＱＲコード
よりスマートフォンやパソコンからもご回答い
ただけます」と記載した。 

 
⑶ 回答数/回答率について 
・紙の調査票による回答：948 
  調査票での回収率：70.0％ 
・インターネット回答：21 
・合計 969 件の回答 
 

２ 結果整理の⼿法について 
 
グループインタビューにおいては、下記の３種

の記録を作成し、③を本報告書に掲載している。 
①書き起こしデータの作成  
②個⼈情報を残した形で、座談会の時系列に発⾔
内容をまとめたもの  
③個⼈情報を抜き、発⾔内容を、時系列ではなく、
いくつかのテーマやトピックごとに編集した記
録。発⾔内容に関連した史実や、少し曖昧な記憶
に基づく参加者の話を裏付ける記録などを、脚註
の形で、各種⽂献から転載し補⾜する。 
 アンケート調査については、単純集計と、主要
な質問において属性との相関をみるクロス集計
を⾏った。概要版を次章の調査結果に掲載し、全
データは、別添資料（アンケート調査集計結果報
告書）に掲載する。 
  グループインタビューと、アンケートの結果に
ついては、個々の検証に加えて、得られた情報の
関連性などを読み解き、ビジョン策定に向けた報
告会やワークショップなどの基礎資料として活
⽤していく。 
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３ 各調査の結果報告 
3-1 グループインタビューの記録 
 

この章ではグループインタビューで⾏った聞き
取りの成果を、開催順に掲載する。初めに、語ら
れたことを概観するために各回記録の⾒出し⼀
覧を掲載し、次に各調査で語られた内容を掲載す
る。 
------------------------------------------------ 
１｜養蚕・絹織物関係の⽅々 
------------------------------------------------ 
１：参加者の⽅々の養蚕・結城紬、地区との

関わり 
２：結城とのつながり 
３：養蚕業の昔と今 
全盛期の状況 
桑の木の品種について 

４：農業：養蚕からの転換 
現在の概況 

５：結城紬の後継者育成の昔と今 
織の後継者について：昔と現在の研修制度 
栃木県本場結城紬織物協同組合 

６：社会福祉法⼈で養蚕 
７：絹義務教育学校での体験指導 
８：これからの絹地区 
文献や映像でなく、 
人から人へ伝えることの大切さ 
化粧品と医療での利用 
小山市の和服の日 
 

----------------------------------------------- 
２｜⼦育て世代の⽅々 
------------------------------------------------ 
１：参加者の⽅々の地区との関わり 
２：⼦どもの頃からの絹地区の変化 
水辺の様子や生き物 

３：⼦どもたちの遊び場 

遊び場が少ないし移動も心配 
４：習い事・病院がない 
５：公共交通と買い物 
６：⾃治会や育成会の⾏事や祭り 
    どんど焼き 
  ぼうじぼ 
育成会の行事 

７：絹義務教育学校 
少人数の難点と良さ 
義務教育学校での養蚕体験 

８：未来の絹地区に向けて 
〜市街化調整区域の問題 

 
------------------------------------------------ 
３｜農業従事者の⽅々 
--------------------------------------------------------- 
１：参加者の⽣産物や地域活動について 
２：絹地区の農業の歴史と現状 
  結城紬あっての農業だった 
３：絹地区の農業が直⾯している課題 
農業人口の高齢化と耕作放棄地 
非農家市民からのクレーム 
赤字前提の厳しさ 
「水田活用の直接支払交付金」の厳格化 

道路環境の整備の遅れで危険な状態に 
農耕者優先のはずの農道、通り抜けの普通 
車とポイ捨て問題 
絹地区での獣害や生き物 

４：絹地区の農業⾯での良さ 
５：市街化調整区域の問題 
限界集落への不安 

６：30 年後の絹地区・⼩⼭市 
 
------------------------------------------------ 
４｜⾃治会のリーダーの⽅々 
------------------------------------------------ 
１：参加者の⽅々と地区の関わり 
２：地域の概況 
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福良地区・梁地区・延島地区 
水害への不安 

３：超少⼦⾼齢化が進む状況と、祭りの衰退 
子どもが減り、祭りが成立しなくなる 
お囃子 
ぼうじぼ 

４：過疎化が進み、⽣活環境が悪くなってい 
る状況 
農業の衰退・生活インフラがない 
高齢者の移動や買い物の問題 
～社協の取り組み 
医療・病院 

５：市街化調整区域と道路の不備で、過疎化 
が進む 
地域に福利をもたらす道路がない 
市街化調整区域の弊害と上下水道の問題 
若い人の流出～地域活動の負担 
空き家への移住者が地域に馴染んでいる 
例も 

６：絹地区をどう活性化していくか 
〜都市部との交流 
公共施設やイベント会場を都市部に 
集中させない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

------------------------------------------------ 
１｜養蚕・絹織物関係の⽅々 
参加者：栃⽊県本場結城紬織物協同組合から２名、織元の

⽅１名（⼥性）、養蚕家１名、元養蚕家１名の合計５名 

実施：2023 年 11 ⽉ 29 ⽇ 18 時〜19 時 30 分 

場所：絹地区公⺠館 

------------------------------------------------ 
 
１：参加者の⽅々の養蚕・結城紬や 
地区との関わり 
 
◎絹地区で⽣まれてずっと絹地区に住んでいい
ます。進学のときは普通科に⾏って⼤学⾏きた
いと⾔う希望は親に伝えていたが、祖⽗が「そ
れだと家から出てしまうからダメだ」と⾔うの
で、近くの実業系の学校に進んで、終わってか
らはずっと紬の仕事をやっている。 
迷いなく紬の道に進んだと⾔うわけではなく、
ある意味、洗脳されたようなもの（笑）。今
は、紬の栃⽊県の理事⻑になって６年⽬。私で
４代⽬になる。地域では、⻘年団、消防団、野
球の監督などをやってきた。⽣活圏はやっぱり
近いから結城市になってしまう。 
◎昨年度まで、地区のまちづくり協議会の副会
⻑をしていたり、地区のことはある程度把握し
ているつもり。昭和の時代まで養蚕をやってい
たが、次第に低迷してきて、何かほかの作物で
農業経営をしなくてはならない、ちょうど⼦ど
もたちにお⾦がかかる時期で、収⼊を得ないと
いけないので。 
それで、養蚕に代わって花を始めた。花を 20年
ぐらいやって、⼩⼭の花き園芸組合という⼩⼭
市農協の管轄にある組織で 20年。組織に⼊る
と、いろいろな⾏動が広範囲になるが、⾼齢に
なってきて部会を抜けて、次は、地区の直売所
の開設を率先してやろうと考えていたといこ
ろ、市の⽅でも直売所の構想があり、⽴ち上げ
た。その「絹ふれあいの郷」の運営に毎⽇関わ
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っている。直売だけでなく、畑にさつまいもを
植えるなど、都内の⼈たちとの交流事業として
やっていたりする。スタートしてもう 17年にな
る。運営にかかわるメンバーも皆、⾼齢になっ
てきたので、いろいろ考えたい。 
◎絹地区で⽣まれ育て、⼤学とその後 3 年間は
よそにいたが、その後に戻ってきて、消防団な
ど地域の活動にできるだけ参加してきた。 
普段の⽣活圏でいうと、やはり私も梁地区なも
のですから、⽣活圏はほとんど結城。買い物に
⾏くにしても、⼩⼭市内に⾏くのだったら結城
に⾏ってしまったほうが近かったりするので。
⽣活圏では結城になる。 
◎⽣まれも育ちも絹地区で結城紬の仕事をずっ
とやっているので、その世界しか知らない。先
ほどの理事⻑のその下の専務理事という組合の
役員。地区との関わりとしてはやはり結城紬の
仕事の上で⼩⼭市で紬織⼠という職員をうちで
教育係というか、教えて 11 年に。 
普段の⽣活圏もやはり皆さんと同じで結城市で
す。仕事が結城の問屋とかそういうのが多い
し、機屋さんもみんな結城とかなので。でもう
ちの家内は買い物はイオンに⾏っちゃう。結城
は⾏かないようです。 
◎織元の家に⽣まれて、学⽣時代から⼀度は都
会へ出ていたが、Uターンして、結局は仕事を
継いでいる。⽣まれてずっと親の仕事を⾒てい
ると、⼤変さばかりが⽬に写って、⾃分のうち
の仕事があまりよく思えなかった。織り⼦さん
も住み込みで何⼈もいて。いつも忙しいし。だ
から⼀度は離れたんですが、こちらに戻ってき
て、⽣活のために家業を継いだという感じ。今
の⽣活範囲は結城。橋を渡れば結城。そんなと
ころです。 
 
 
 
 

２：結城とのつながり 
 
◎絹地区は 3ブロックになってて、梁（やな）,
福良（ふくら）、延島（のぶしま）。 
絹地区は延島という北のほうは⼀部⼩⾦井と下
野市が近いところもあるがほとんどが結城市と
の関係が強い地区。⾼齢者に限れば、7割が結
城の病院というか診療所というか、そちらに⾏
っている。 
◎⼩⼭市史には合併の歴史のところで、絹地区
は桑でなくて結城と合併したい意思があり揉め
た経緯もあると・・・。 
◎そう⾔う話は祖⽗⺟から聞いたことがある。 
◎今も、中島と⾔う地域までは、電話の市外局
番は結城と同じ 0296 になっている。 
◎私が⼩学校 1 年のときに結城の⼩学校に⾏く
⼈と、絹の⼩学校に⾏く⼈と分けられると⾔う
騒動があって、⼦どもながらに覚えている。 
 
3：養蚕業の昔と今 
 
全盛期の状況 
◎養蚕は全盛が昭和 40年から 50年くらい。も
ちろん紬も。だから私どもの⻘年のころは、⽣
活状況を⾒ると、⾮常に差があった。⻘年団で
あちこち地⽅で交歓会があって出かけていく
が、そのとき、絹地区の⼥性の着るものと、ほ
かの地域の着るもの、これはもう極端に違う。
紬で絹地区は潤っていたので、極端な話、⼥性
は地元で⾐類なんかを買わない。⾞もあまり乗
れなかった時代にタクシーを呼んで駅まで⾏っ
て、それから東京あたりへ買い物に⾏って、着
ているものがブランド物。 
◎今では考えられない。 
◎50年じゃきかない、もっと前。だからそうい
う親にだまされて、後を継いじゃった。 
◎外貨を稼ぐのには繭は⼀番いいと⾔われてい
た時代でもあった。 
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◎⽣活そのものだって、もうすごい贅沢してい
た。ほかで⾞なんて乗らない時代に、⾞を持っ
て、住まいも⽴派に改装したり新築したりし
て。 
◎養蚕家も天皇杯というのがあったんです。栃
⽊はずっと質が良いものを⽣み出していた。全
盛期は、養蚕の会議と⾔っても県庁の⼀番いい
ところで会議だった。普通はなかなか農家は県
庁の会議とか⾏かない時代に、養蚕家の我々
は、われわれは若いときから会議と⾔っても喜
んで⾏った経験がある。それだけ養蚕というの
は存在感があった。 
◎うちの親⽗も、世界遺産の富岡製⽷場の中
で、昔は会議やったんだと⾔っている。養蚕と
いうのはやはりそれだけ強かったというか、す
ごかったという、そういう時代があったという
こと。繭の出荷量は今も群⾺県が⼀番多いんで
すよ。次が栃⽊で次は福島という感じ。栃⽊は
⼀応 2位です。 
◎今もそうだが、やはり⽇本の繭は、海外に⽐
べると質がとてもいい。ただ、海外から⼊って
くるものは安く⼊ってくるので、価格競争でど
うしても太⼑打ちできない。 
◎農地の状況なども随分と変わった。堤防の向
こうに畑がいっぱいあって、全盛期は、そこは
もうすべて桑の⽊だった。今はもうがらっと⾒
えちゃう。何もないから。 
◎昔はほとんど畑はもう全部桑だった。 
◎今はもう絹地区で桑畑はない状況になってし
まった。 
 
桑の木の品種について 
◎ところどころ道端に桑の⽊があったりする
が、あれは野⽣の桑。桑は結構強いので、⼀回
植えてしまえば、この時期になると葉っぱは全
部落ちるが、また暖かくなってくるころには芽
が出て、その繰り返し。桑の⽊は放っておく
と、本当に何メートルにも⼤きくなる。 

◎⾃然に⽣えるのは実⽣から発芽して⽊になっ
たものだが、養蚕に使う桑は、決まった品種の
桑しか植えない。収量が多い、つまり葉っぱが
多い品種。 
◎桑も種類が多い。 
◎今は、お茶に向く品種は緑茶にしたり、そん
な加⼯もしているが、⾃分がやっていた頃は 2
品種ぐらいしかなかった。「新⼀ノ瀬」と「改
良⼀ノ瀬」。葉っぱがザラザラしたやつだっ
た。 
◎⼀ノ瀬は実がなる。昔われわれが⼦どものこ
ろ⾷べたような。 
◎⾷べると、唇が真っ⻘になる。昔の⼦どもは
他に⾷べるもの何もなかったから、それでも平
気だった。 
◎それを我々は「ドドメ⾊」っていう。⾷べる
と、唇とか⾆に⾊がつくのですぐバレちゃう。 
◎久しぶりに聞いた、ドドメ⾊。 
◎今では、例えばララベリーという品種も実が
なる。 
◎それは⼀ノ瀬より実が⼤きい。ただ、⾷べる
と味はちょっと薄いです。 
◎桑の⽊もたぶん全部ひっくるめれば、200ぐ
らい種類がある。 
◎桑や⽣井や、養蚕が盛んな地区で植えていた
のは、実がなる品種かどうかではなく、基本的
には葉を蚕に与えるわけだから、葉が⼤きい品
種が優先。 
◎品種によって 1 本の枝につく葉の数が結構違
ったりする。⼀ノ瀬などは枝が細い割に葉っぱ
がいっぱい付く。だから養蚕農家としては枝が
そんなに重くないから作業の時に楽で使い易
い。 
◎葉の⼤きいやつも良い。あとは、畑での桑の
葉の仕⽴て⽅もある。畑に本数を数多く植える
⼈もいれば、扇状に作る 、そういう作り⽅もあ
る。 
◎⼀時、桑の収穫も機械化に⼀部なった時期が
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あるが、あまり効果が上がらず、とにかく⼀
番、養蚕で⼤変なのは桑の葉取り。私も別に⾃
慢するわけじゃないが絹地区で⼀番、3 トン取
った時もあった。 
◎だいたい繭 1個が、⼤きくて 2ｇ、平均する
と 1.6 から 1.8 グラムぐらい。それで桑の葉 3
トンとはすごい量。 
 
4：農業：養蚕からの転換 
 
現在の概況 
◎桑畑には沖積⼟のほうがいい。特にこの絹地
区は河川敷が多いから⼟⼒はあまりない。だか
ら、肥料もかなり投⼊しないと。うちは肥料代
でかなりつぎ込んだ。 
◎今はもうその肥料代が上がっちゃって、⾼い
ですよ。桑専⽤の肥料というのがやはり何種類
かあるが。 
◎今は結局、農家の形態そのものが⼤きい規模
で機械化している⽅々に⾃分の農地を委託をす
るような状況になってしまっているので、⼩さ
い農家の⼈はなかなか、農機具も買えないよう
な状況になってしまっている。私らも桑畑だっ
たところをかなり持っているんだけど、みんな
今、貸してしまっている。昔は農家も⼈に貸し
たりなにかすると、⼩作制度というのがあっ
て、お⾦が若⼲もらえたんだけども、今は全く
そういうのはなし。ただ、耕作しなくても草を
⽣やさなければいいやみたいな感じで、あまり
肥沃な⼟地ではないから。今⾒ると、⻨を作っ
たりしている。 
◎⻨の冬作。あとはこの地区もだいぶ、いちご
とネギを結構やってるいる⼈が増えてきた。 
◎絹は野菜作りはあまりいない。やっていると
すればネギ。今年は温度が⾼かったので、ネギ
などもあまりよくなかったけどね。⽔分不⾜
で。かつては桑の⽊なども、⽥んぼに植えたと
きもある。 

◎休耕⽥に。国策で⽶の増産も終わって⽶は停
滞してきてしまって、それに代わってというよ
うな形で、養蚕家の⼈は⽥んぼに桑を植えなさ
いというような⽅針も出て、植えなさいという
か、⾃主的にやった⽅もいたが。それも。⼀時
やったこともあるんだけど桑の場合は⽊になっ
ちゃうから、あとが⼤変。もう変えられないか
ら。 
◎今はいちごが、後継者などもだいぶいて、絹
のいちごは品質も結構評判がいい。 
 
5：結城紬の後継者育成の昔と今 
 
織の後継者について：昔と現在の研修制度 
◎機織りをやる⼈はほとんどが⼥性。機織り機
に乗って（織り機に座っていて）なんぼの世
界。反物まで織りあげないとお⾦にならないと
いうことなので。だから下りちゃうと全然、稼
がないということになってしまう。昔はよく、
機屋さんは男の⼈がお勝⼿仕事をやっていると
聞いたこともある。 
◎織りもやることが細かい。⼯程が結構あっ
て。⼈が取った⽷を扱うから、結局全てがいい
⽷ばかりじゃないし、それをなんとか機織れる
状態にするまでの⼯程がそれなりにいろいろあ
る。 
◎親たちも年中、肩凝った肩凝ったと⼝癖のよ
うに⾔ってた。 
◎織りの⼿法などについても、その家その家で
いろいろやり⽅があって。今はセンターという
のがあるが、昔から、みんな親のを⾒てやって
きたわけだから、それぞれで、何が正しいって
わけではないと思う。最後に製品になったもの
が良ければそれで全て良しということで。 
◎その⼯程が、細かい⼯程がいっぱいあるので
本当に⾯倒。⼤変な仕事。あれを結局 1 反分織
るということ⾃体、細い⽷でずっと 13メートル
ぐらいかな。最後まで柄をつけて、⼀本⼀本織
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っていくということ、⾒ているだけでとても⼤
変だなとわかるはず。個⼈差もあると思うんで
すけど。 
◎昔は、住み込みで修⾏が基本で、うちは、織
るだけで、2 年で⼤体⼀⼈前。住み込んで⾷事
も全部⼀緒に。織るまでの⼯程がまた⼤変だ
が、⼀⼈で⾃宅へ持ち帰っても、ある程度何か
あってもなんとか織りこなせるというまでにな
るのに、うちは住み込んで 2 年はかけていた。 
◎トラブルあっても⾃分で処理できないと。織
元から⾏かなくてはならなくなってしまうの
で。それだと⼤変だから、トラブルを⾃分で⽚
付けられるようになるのは、やはりそれぐらい
かかってしまいます。 
◎今は個々⼈の織元の家に住み込みで修業する
のではなく、県の⽀援センターで習って、その
修了⽣を織元が受け⼊れる流れです。 
◎県では、最低 6 ⼈とってくれとは⾔ってい
る。申し込みはあるみたいだが、毎年⾯接する
と、話を聞いてやめたいという⼈もいるし。な
かなか難しいです。 
 
栃木県本場結城紬織物協同組合 
◎協同組合という組織があって、品質を保証す
るための検査も⾏っている。そこの理事⻑をし
ていますが、これは栃⽊県が作っている組合で
⼩⼭市以外に南河内とか下野市に織元さんがい
る。15軒くらい。組合を抜けても織りを続けて
いる⼈もいるので、正確な数が把握できない⾯
もある。 
◎基本は組合員が織元、その下に織り⼦さんた
ちが何⼈かいる。 
◎織元という形ではなく⼀⼈でやっている⼈も
いる。 
◎織り⼦さんを抱えているところを基本的にわ
れわれは織元と⾔っていたので。 
◎結城市だと、栃⽊県全体の倍くらいはある。 
◎後継者の話で⾔えば、織元の家庭内で⼦ども

が継ぐ例もなくはない。多くはないが、織をや
っている娘さんの夫が、勤めながら始めている
という話を聞いたことがあるが、その後、続い
ているかどうかは把握していない。 
◎⾼校なり学校が終わって、すぐに修業したい
という例はほとんどなくて、社会⼈になってか
らという⽅がほとんどだと思う。 
 
6：社会福祉法⼈で養蚕 
 
◎仕事は桑地区にある社会福祉法⼈に勤めてい
る。障害者の⽅、主に知的障害者の⽅たちにお
仕事をしていただいて、お給料を払う。その中
の仕事の中の⼀部で、９年前から始めて、養蚕
をやっている 。養蚕は、飼育の数はそんなに多
くないがど、なるべく質のいいものを取れるよ
うにということで、障害者の⽅と⽇々、努⼒を
している。 
元々教員だった、うちの法⼈の理事⻑が桑中で
教員をしていて、そのときにやはり結城紬にと
ても興味を持ち、⽣徒さんなどと⼀緒に中河原
とか⾃転⾞などでぐるぐる回っていたそうだ。
昔に⽐べるとやはり桑畑も少なくもなって、養
蚕⾃体が衰退してしまっているところもあり、
それで調べてみたら養蚕農家がもうほとんどな
い状況で。もしかしたら障害を持った⽅でも養
蚕できるのか、と、始めた。うちのほうで始め
れば、後継者問題は解消はされる。職員から職
員に引き継いでいけばいい話なので。 
 昔は、家庭で養蚕をやって、それで結城紬も
家庭の中でという感じで、ご家族みんなでやっ
ていたのもあったのですが、やはり今、養蚕も
⾼齢化で後継者がいないところが⼀番の課題
で、そこはうちの社会福祉法⼈でやればとりあ
えずクリアできる。このままでいくと⼩⼭の養
蚕がなくなってしまう。それはちょっと寂しい
なと。 
◎せっかく桑地区という名前もあって、絹地区
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という名前もあって。そこから南に下がれば結
城というシルクロードもできているので、⼩⼭
の養蚕もなくなってしまうのはちょっと寂し
い。われわれもそういう形で社会に、ある種の
貢献。そんなところもできないかなと始めたの
がきっかけの取り組み。 
◎やっていることは養蚕農家と⼀緒で、稚蚕を
預かって、⼤きくして、繭にして出荷する。 
桑の葉とかも⾃前で準備する。敷地に桑畑があ
るので。養蚕は本当に仕事が豊富なので、分業
制もできるし、⼀貫してやることもできる。基
本は年に４回の飼育。昔の本当にピークの頃は
年に６回、７回も飼って回していた⼈もいたそ
うだ。 
◎⾍なので、嫌いな⼈は嫌いなので。仕事とは
いえそういう⼈にやれというのはちょっとでき
ないので。⾍⼤丈夫な⼈だけが携わる。好きな
⼈は可愛いねなんて⾔ってくれるが、嫌いな⼈
は飼育しているところにも⼊ってこられないぐ
らいの⽅もいる 。 
◎養蚕家そのものがもう数⼈しかいないですか
ら。⼩⼭市だけでなくて国分寺のほうまで。 
 
（⾵景社より質問：現地調査で桑地区を歩いた
時に、その法⼈の施設を通りかかった時に、桑
の枝がきれいに摘んであった。この利⽤は？） 
◎これは、やはり蚕が⼩さいときは枝ごと葉を
与えるわけに⾏かない。枝の重さで蚕が死んじ
ゃうので。なので、このときは葉っぱだけ。枝
を切って、蚕の上に葉っぱだけザカザカっとか
けて、その残りの枝です。これは使い道として
何かあるかなと思っても特にないので、今はも
うこれを機械チッパーにかけて、チップにし
て、畑にまいてしまっている。 
◎別の施設では、この桑の枝を使って和紙づく
りをやっていて。ある程度できてはいる。それ
が将来的には⼩⼭市の卒業証書とか、そういう
のに使ってもらえるといいと考えてもいる。 

◎昔は、みんな幹や枝を剥いた。葉をとった桑
の余ったやつ。⼦どもたちに剥かせる。だから
結局、和紙にしていたと思う。 
（⾵景社：和紙の原料になるカジノキとかヒメ
コウゾは桑の仲間。いわれてみればそうです
ね） 
◎あれはずいぶん⼦どもらは剥きました。特に
春産の太い枝のとき。⼦どもに剥かせて。昔は
⼦どもらの⼩遣いぐらい与えていたから⼦ども
らは⼀⽣懸命だった。 
 
7：絹義務教育学校での体験指導 
 
◎絹には⼩中⼀貫の絹義務教育学校註 1がある。
そこでは、養蚕指導員や養蚕家、紬に関わる⼤
⼈が先⽣になって教えている。１年⽣で養蚕か
ら始めて、⽷紡ぎ、そして最後は織まで体験註 2

している。 
◎私も元養蚕家として参加しているが、最初の
頃「この地区の⼤切な仕事だった養蚕や紬を⼦
どもたちに教えてあげたい」と⾔う話があっ
て、私は「⼤丈夫ですよ」と軽く受けた。た
だ、最初の先⽣たちの考えは、ただ校⻑室で何
匹か飼って、そこで⼦どもに教えるような話だ
ったと記憶している。それじゃ駄⽬だというこ
とで、飼育室なんかも作ってもらったり、温度
管理もできなくては駄⽬なんですよと整備して
もらったり、桑の⽊を数本、とりあえず学校内
に植えて・・・。現在もだいぶ成⻑して、2、3
年前にまた少し増やしている。 
◎だから、学校では養蚕から⽷紡ぎから、⽷紡
ぎの⼯程までずっとやる。織まで。だからいい
プログラムだと思う。 
◎コースターかなんか作って卒業⽣にプレゼン
トする。 
◎絣縛りとかもしている。 
◎学校に何台か織り機もあって、地機（じば
た）を少し改造して簡単なもの。それで⾃分の
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ところでは機をやめたような⼈が教えに⾏って
いる。染めも学校内ではやれないけど、ちゃん
と頼んでやっている。 
◎絹地区の歴史だから、関わる⼤⼈たちもずっ
と後世に伝えていってもらえばと思って、⼀⽣
懸命やっている。 
◎もう何年だ、10年以上になりますよね。 
◎全て⼯程を体験する機会になっている。蚕を
飼って繭を作るだけじゃない。 
------ 
註１︓平成 29 年に福良⼩学校、延島⼩学校、梁⼩学校

と絹中学校が統合されてできた。統合されるまでそれぞ

れの学校でも⾏われてきた養蚕と結城紬の学習が、統合

後も引き継がれている。 

--- 

註２︓蚕を提供している JA おやまのホームページの記

事（2020/07/17）より転載 

授業は、養蚕から⽷紡ぎ、染⾊、機織りまで段階的に、

体系的に楽しく学べるよう⼯夫しています。１・２年⽣

が繭の飼育・収繭、３年⽣が煮繭・真綿かけ、４年⽣が

⽷紡ぎ、５年⽣が絣くくり・墨付け、３年⽣が作った真

綿を染⾊、６年⽣は、５年⽣で染⾊した真綿を横⽷にし

て地機織りを体験し、「結城紬のコースター」を織り上

げます。さらに７年⽣は、本場結城紬の着⼼地を体験

し、８年⽣は、１・２年⽣が育てた繭を使って９年⽣へ

の卒業記念品「コサージュ」を作製。９年⽣は、桑の葉

と桑の実を使った「桑の葉まんじゅう」を調理して味わ

うという流れです。体験を通じ蚕や繭の魅⼒、養蚕の意

義などを学び、児童にとっては思い出深い授業となりま

す。 
 
◎繭は、絹義務教育学校の⼦ども達が育てたも
のを品評会に出している。毎年 11 ⽉ 23 ⽇に茨
城の笠間稲荷神社で献穀献繭祭（けんこくけん
けんさい）と⾔って、穀物を献上するのと、繭
を献上する部⾨というのがあって、その品評会
でずっと⼊賞している。 
◎よく新聞に載るね。 

◎評価の観点は、繭の⼤きさ、粒がそろってい
る。光沢がいい。あとは解舒率（かいじょり
つ）と⾔って⽷にしたときの切れてしまわない
こと。繭は⼀本の⽷です。⽷にしたときに途中
で切れてしまわない。そういうのを検査する。 
◎⼀つの繭で⽷の⻑さが⼀般的には 1000ｍ。だ
けどそれが 1500、1700というのがある。それ
だけの品質。それは調べて分かる。 
◎我々⼤⼈も、⼦どもたちも励みにはなってい
る。 
◎表彰式の会場も⼦どもらがいると「また絹の
⼦どもたちが来たな」みたいな感じで、いい雰
囲気になっている。 
◎学校として品評会に参加してるので、表彰式
には⼦ども 2 ⼈かな、だいたい毎年⾏くので。 
◎1 年⽣と 2 年⽣に養蚕を教える時に、やはり
⾍だから、中には⽑嫌いする⼦もいるけど、最
後の繭を作るころにはもう馴染んじゃう。逆に
愛着が湧くようだ。⾍でも、⽑⾍のようにウジ
ャウジャじゃないから。「よく⾒ると、ここに
頭があるよ」という話もすると⼦どもらも興味
津々に⾒て、だんだん慣れるようになってく
る。 
◎着物とか⾐服の繊維の⽷が、こうやってでき
るというのは、なかなか知る機会はない、⼤⼈
でもあまりないと思う。 
 
8：これからの絹地区 
 
文献や映像でなく、 
人から人へ伝えることの大切さ 
◎養蚕は、もう（産業として）なくなっちゃっ
てるからね。 
◎⼩⼭の養蚕農家はうちを⼊れて 4軒註３。下野
で 1軒、壬⽣で 1軒。この６軒が J Aおやまの
管轄になる。おやまにはもう１軒あったが、昨
年、廃業されたので・・・。 
----- 
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註３︓⼀般社団法⼈⼤⽇本蚕⽷会 栃⽊県の養蚕事業

（2022 年４⽉発⾏）より⼀部転載 

「最盛期には 22,349 ⼾(昭和 8 年)であ った養蚕農家

⼾数は、平成 3 年には 995 ⼾ まで減少し、令和 2 年

には 19 ⼾となって います。収繭量は平成元年の 

809t から、令 和 2 年には 13.9t となっています。」

https://silk.or.jp/wp-content/uploads/silk73.pdf 
 

◎これはね、養蚕を絹地区で復活というのは、
正直かなり厳しい。養蚕って、道具も結構必
要。私どもが始めた 9年前も、養蚕の道具はた
またま農家がとっていたという、それを譲り受
けてというのがほとんどで、今、養蚕の道具を
買うこと⾃体が、作っている業者がまずないの
で。それがまず厳しいのが⼀つある。 
さっき⾔ったように、外国から安い繭が⼊って
きてしまっているので、養蚕だけで⾷っていく
のは無理。なので、たぶん、桑地区でお話を聞
いた養蚕農家さんも、養蚕のほかに別にごぼう
作った、⼤根作ったという⽅がいるということ
だったので、⽣活をする⾯で考えると、養蚕だ
けというのはまず厳しい。 
◎基本的にね、お⾦にならなくちゃ駄⽬。経営
だから。お⾦になれば、若い⼈でも年齢問わず
やると思う。 
◎紬なんかいい例だ。やりたい⼈はいっぱい来
るんだよ。センターとかでも機を習いたいとか
来るでしょう。最終的に⽣活できないから辞め
るしかない。それが現実。 
◎趣味でやってるわけじゃないから。 
◎そう。われわれは、どこにもいけないから、
しょうがないからやっている。同級⽣は皆、
悠々⾃適な⽣活で遊んでる。 
◎だから、⼦どもたちに継がせてないわけ。 
◎⼦どもを最初から継がせる気ない。だって、
⽣活できない。 
◎だから、絹地区で養蚕と結城紬を残すべと⾔
ったら、国家レベルの予算で持ってきてやらな

くてはできない。市役所とかでいくら騒いで、
そんな 1 ⼈ 2 ⼈育てたって続かないよと話した
こともある。 
◎予算がないから事業も中途半端になる。やる
んならもっと徹底的にやらなくては残せませ
ん。そのぐらいのものです。養蚕だって同じで
すよ。このくらいのレベルで⽀援してくれない
と残せない。この地区はどんどん過疎化してい
るし、せっかくできていたコンビニも無くなっ
てしまった。あれはみんなすごいがっかりして
る。２つのコンビニのうちの１つが廃業。利⽤
者も少なくはなかったのに。 
 
化粧品と医療での利用 
◎経営として養蚕でやるんだったら、繭は普通
に⽷屋に出荷するのではなくて、医療関係に売
ったほうが、今は⾼い。 
◎⽷にするには、やはり先ほど⾔った⽣⽷量歩
合とか、そういう検査とか必要だが、医療⽤は
関係ない。 
◎今は、化粧品と医療にいってしまってる。 
◎繭になっていればいいので。そこからタンパ
ク質を取ったりするので。 
◎⽷はやはり取るのに途中で切れてしまったり
すると良くないが、医療関係は、⽷を取るわけ
ではなく繭からタンパク質が取れればいいの
で、繭のいい、悪いは関係ないことになる。 
◎⽷を採ると、繭の中にさなぎがいて、そのさ
なぎって使いようがないわけなので、コイのえ
さに利⽤するところもある。 
◎コイのえさか、あと、⻑野に⾏くと佃煮にし
て売っているところもある。 
◎イナゴの佃煮に似たような感じ。 
◎今は、結城紬とかで使っている繭も、実はこ
の辺で取れたものでなくて、福島から⼊れてい
るというのが現状。 
◎⼩⼭で取れた繭は群⾺に全部いっている。全
部 JA管内で出荷といって農家が集まって出して
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いて、それは群⾺の碓氷製⽷というところへ J A
から出荷になる。⼤きな製⽷場はもう⽇本で２
つ、３つぐらいしか残っていない。その１つ。 
◎この公⺠館で「真綿づくり」というワークシ
ョップをやっていますが、そこから（JA から群
⾺に送る分から）ちょっと⼩⼭市で紬に使うや
つを、出荷の時に分けてもらっている状態。 
◎もう少しそれを増やしてもらいたいと（働き
かけなど）やっているところ。 
◎うちの施設は別にそれでも構わないんですけ
ど、農家さんはやはり⽣活かかっているところ
もあるので。なかなか難しい。 
◎だから、医療⽤に売れば⾦にはなる。さっき
⾔ったように。ただやはりそことの契約という
か、つきあいというか、そういうのもあったり
するので。そっちに（JA）出している。 
◎JA福島が化粧品とか医療の売り先を⾒つけて
きている。 
◎福島、たぶん向こうのほうが繭代はいい。 
◎群⾺は県から補助⾦が結構⼤きいのが出てる
んです。栃⽊はない。⼩⼭市から少々頂いてい
る。 
◎繭は全国、県ごとに値段が違う仕組みになっ
ている。 
◎繭格というのがあって、その品質によって、
⽜⾁と⼀緒で 5Aまであるんです。1Aから始ま
って、2A、3A、4A、5Aというのがあて、掛け
⽬があって、それで 1キロプラス、1個上がる
ごとに 200円だか 300円だかという感じで上が
っていく。その検査によって 5Aになれば、１A 
格よりは全然いい繭代になるところもあるが、
それでも正直安い。 
 
小山市の和服の日 
◎制定はされていてありがたいことだが、⼩⼭
の街って着物が似合わない（笑）。 
◎⾔っちゃった（笑）。 
◎栃⽊市とか結城市とか、古い街並みを⼤切に

残しているような、着物が似合う街ともっとイ
ベント的なものを⼀緒にやったりするとか、普
段も着物を着て歩いてもらいたい。でも街を歩
くのに⼩⼭は似合わないんだと思う。 
◎⼩⼭市の場合は、着物の⽇は結城紬の振興と
いうことでやっていて、栃⽊市の着物の⽇は景
観、まちを⾒てもらうためにという、ちょっと
⽬的が違うところがある。 
◎これからの希望としては、公⺠館に隣接して
いる⽀援センター註 4、そこがやはり県の建物な
ので、そこを利⽤したいというのはわれわれの
気持ちの中にあるが「県のほうもできたばかり
の施設を「はいよ」とあげちゃうわけにいかな
いと思うが。 
-- 
註 4「⽷つむぎ の⾥」 

https://www.city.oyama.tochigi.jp/sangyou-
sigoto/sangyosinko/dento/page001529.html 
 
◎これも申請して何年もかかってできた。 
◎問題点としては、伝統⼯芸などの専⾨職では
ない事務員さんばかりが県から派遣されている
ので、事務員さんに⽀援センターって名乗られ
ても、事務員さんは何もできない状況で、なか
なか活⽤がうまくいっていない。 
◎県知事がもっと積極性がなくては駄⽬だと思
う。栃⽊県は那須御⽤邸などで天皇が来るとこ
ろでもある。そのときお出迎えにちゃんと紬の
着物を着て、出迎えるような気迫がなくちゃ。 
◎栃⽊県の考え⽅として、新しいものは新しい
もので、先にすごくいくようだがが、過去から
続いてきた伝統的な産業、養蚕にしろ益⼦焼に
しろ紬にしろ、そういうものをもっと底上げで
はないが、そういうものはやはり必要。それが
やはり⾜らないような気がします。 
◎こういうものは、無くなったらもう終わり。 
◎地域の伝統産業というのはあるわけだから。
そういうものを継承してやっていくのは公的な
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援助がなくちゃ駄⽬。 
◎なくなるのは放っておけばなくなってしまう
のですが、それを復活させるのはかなり⼤変。
なくならないように、それを持続していかなけ
ればいけないなと思う。 
◎紬が⼀回なくなったら完全復活できない。
私、紬できるわって⼦は多いよ。でも昔からの
伝統的なやり⽅を習得している⼈はとても少な
い。 
◎真岡⽊綿もそうでしょう。⼀回きれいになく
なっちゃって復活させたけど、何かで読んだ
が、今やっているのは本当の昔のやり⽅ではな
い。 
◎結城も⼀回途絶えると同じになると思う。 
◎伝統⼯芸は、腕で覚えている、⼈間が覚えて
いるものだから、いくら⽂献を残した、ビデオ
を残した、それで復活させようとしても、無
理。もう⼩⼭市から知事に圧⼒かけてもらうし
かないな。 
◎今の紬が⼀回途絶えちゃったら同じ形で再現
するのは無理で、養蚕もたぶん同じだと思う。
養蚕も結局は今、会社が⼯場で蚕を飼っている
というのも結構ある。 
◎⼯場では桑を使っていない。⼈⼯飼料だけで
できちゃうが、桑っ葉で育てたやつより、やは
り繭は⼩さい。でもそれは⽷に使わないで医療
⽤に出してしまえば、それで済んでしまうわけ
だから。 
◎桑の葉の摘み⽅にしても、⼯程にしても、時
代の移り変わりとともに変わってきた。 
◎私がやっていた頃は、全部、下っ葉、下っ
葉、葉っぱだけを摘んだんです。 
◎だから技術のいい⼈はすぐにだーっと摘む。
うちなんかは葉が⼤きいんで、⽬⽅で 1キロい
くらと払った。そうすると⼀⽣懸命、早い⼈は
どんどん取る。 
◎孵ったばかりの蚕には柔らかい葉だけを摘ん
であげる。そのあと、次第に⼤きな葉に。 

◎みんな葉っぱをぴっぴぴっぴ摘んだ。それを
⼤きなかごで摘んで。5、60キロあったんじゃ
ないか。本当の⼤きいかごにぎっちり積むん
だ。 
◎葉っぱだけ取るようになって、指にはめるよ
うな道具があった。指輪みたいなもので、それ
ですっとやると、ザカザカと採れる。 
◎そういう歴史があって、今はもうだんだんや
はり労⼒を軽減できるように、ある程度育った
蚕には、枝ごと採って蚕に与えるというものに
変わってきた。 
◎完全復活させるのは、養蚕もたぶん同じで、
養蚕農家の技術が基本にあるわけで、それを⼈
伝えで伝えていかないと、⽂献で残したところ
で、全く同じようにできるかといったら、それ
は無理。経験が必要だし。その⽇の気候みたい
のを⾒て判断するという、そういうのも必要な
ので。⼀回途絶えてしまうと同じものの再現
は、養蚕もやはり無理だと思う。だからやは 
り、今が正念場ではないか。 
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------------------------------------------------ 
２｜⼦育て世代の⽅々 
絹地区こども会育成会連絡協議会より、⼩学⽣・中学⽣・

⾼校⽣のお⼦さんがいる家庭から⼥性５名・男性１名、合

計６名に参加いただいた。 

実施：2023 年 12 ⽉ 4 ⽇ 18 時 30 分〜20 時 

場所：絹公⺠館 

------------------------------------------------ 
 
１：参加者の⽅々の地区との関わり 
 
◎絹地区で⽣まれ育ち、今も絹地区在住です。
⾃営業をやっていますが、その店は、⼈の縁が
あったりして結城市で開業を決めて７年前から
やっている。家から店までは⾞で 15分から 20
分。そういう関係で地区の消防団などは参加で
きてないが、少し前に地区の体協に関わってい
た。普段の⽣活圏は絹地区だったり、職場が結
城市なので結城市だったり、あとは⼩⼭市のま
ちなか。上三川にも⾏くことも。 
◎私は⽣まれは古河市で、18 年前に絹出⾝の夫
と結婚したこちらへ。それからは夫の仕事の都
合で出たり⼊ったりの感じで、夫は今の勤務地
が埼⽟なので単⾝赴任。だから⽣活圏は、こち
らの地区と埼⽟を⾏ったり来たり。 
◎⽣まれ育ちは間々⽥で、嫁に来て、かれこれ
20年で⼦どもが 3 ⼈。⾷関係の訪問販売の仕事
をしていますが、そのセンターが結城で、だか
ら普段の買い物とかも結城が多い。仕事の上
で、結城でも地元でも⾼齢の⽅々と話す機会は
多く、昔のことをいろいろ学べている。 
◎⽣まれも絹地区です。⼤学で埼⽟まで出て、
結婚して戻ってきている。仕事は⼩⼭市内の都
市部に勤めている。普段の⽣活圏はやはり結
城、⼩⼭、宇都宮、上三川とかですかね。 
◎もともとここが地元で⽣まれも育ちもずっと
この絹地区。ひとり親世帯なので、⼦どもの⾯
倒とかは両親に⾒てもらって、仕事は⼩⼭の⻄

⼝で事務の仕事を。ほとんど役員をやることな
く、今までやってきた感じなので、育成会の役
員は今回が初めての体験。⽣活圏というと結
城。結城、筑⻄、上三川だったり、会社の近
く、市役所の近辺とかで、買い物をしたりとか
して帰ることが多い。 
◎地元は⽮板市で、こちらにお嫁に来て 12 年に
なる。職場は、下野市の⽯橋。活動は、育成会
と、あと体協は今年、係にはなっているのです
が、何もしていない。普段の⽣活圏は、会社が
ある下野で買い物をする。あとは家から買い物
に出る時は、交通の便的に、結城が多くなる。 
 
２：⼦どもの頃からの絹地区の変化 
 
水辺の様子や生き物 
◎⼦どもの頃、⽤⽔路とかあるじゃないです
か。学校からいつも⽤⽔路を⾒ながら帰ってく
るんですけど、⽤⽔路の⽔がすごくきれいだっ
た。ちょっとのどが乾いたら、飲めそうと思う
くらい（笑）。 
◎いや飲まないでしょ、ふつう（笑）。 
◎きれいだし、いけるんじゃないかみたい
な・・・。 
◎いろんな⽣き物もいた。ザリガニもタニシと
かもたくさん。ザリガニを取ったりとかやった
よね？ 
◎⽔は飲んでないけど、でも確かに、ザリガニ
釣りとか、⿂採りとかやった。中島橋のところ
とか。つかみ採りの体験⾏事もあったような記
憶がある。 
◎まだ全然きれいでした。でもたぶんそれが、
⼩学校低学年とかぐらいで、興味があって⾒る
じゃないですか。 
◎昔の梁⼩学校の前にあった⼤きな⽤⽔路に降
りて⽔に⼊って遊んだ。 
◎場所によっては、今でもホタルがいる。 
◎いるいる。夫は⾒たって⾔っていた。 
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◎ホタルいますよね。 
◎ええっ、本当ですか。 
◎⻤怒川の⼟⼿のほうは昔はいたって。 
◎⾈⼾にもいた。 
◎どこか 1カ所、ミズホの近くに⾒えるところ
があるって⾔われて、何回も⾒に⾏った。 
◎最近は⾏ってないので分かんないけど、10年
くらい前は確実にいた。 
◎わざわざ宇都宮の「みずほの⾃然の森公園」
というところに、ホタルを放し飼いだかするの
で、そこでは⾒ましたけど。地元では⾒てな
い。 
◎ホタルなのかな。ホタルを⾒てるのに気づか
ないだけなのかもしれないけど。 
◎すごく⽬を凝らさないと⾒えない。 
◎⼦どもたちも、今までのところ、ホタルを⾒
た経験がないので、地元で⾒せたいと思う。 
◎他には、キジとウズラとタヌキがいる。 
◎お札に載ってそうな⿃とか。 
◎タヌキは、うちの外ネコのエサを⾷べに来て
いる。 
◎たまに⾞に轢かれて道に転がっていること
も。 
◎ヘビも轢かれてますね。 
◎イノシシは、こっちはイノシシですね。思川
のほうは困っているみたいだけど。 
◎⽩いフクロウらしき⿃をみたことがある。⼟
⼿沿いの道を通って帰っていた時に⾒たので、
親に話したら、昔は、いたみたいなことを⾔っ
ていた。 
◎コウモリとかはまだいます。 
◎⾃宅の上で⾶んでいる。 
◎隙間から家にも⼊ってくる。 
◎昔の家って、密閉性がなくて隙間があるか
ら、そこから実家の⺟屋に⼊ってきて７匹も丸
まっていて。さすがに頼んで駆除してもらっ
た。 
◎それから、庭にクヌギかな、⽊があって夏に

カブトムシとクワガタがくるので、⼦どもたち
は、それを⾒ている 。ただ、男の⼦だけど、苦
⼿のようでさわれない。 
◎うちも⾍は全然駄⽬、苦⼿で。 
◎うちの⼦は、網を持ってザリガニとりや⿂釣
りには⾏っている。 
◎うちは、路上を歩いていたザリガニを捕まえ
てきたことがあった。 
 
３：⼦どもたちの遊び場 
 
遊び場が少ないし移動も心配 
◎今の⼦どもたちはとにかく遊ぶ場所がない。 
◎私たちが⼦どもの頃は、学校が終わってから
も⼩学校の校庭で遊んでいた。 
◎あとは、神社の境内とか。 
◎今は、中島は昔から⼩さい公園があって、そ
こに遊びに⾏ったりしている。遊具は限られて
しまっているので、⾊おにしたりとか、⻤ごっ
こしたりとか。 
◎⾼椅神社も⼟⼿のところに、あれはどこの所
有のものか分からないが、そこの⾃治会の公⺠
館みたいなところにブランコがあって、そこで
集合して、でもやはり遊具はそれしかないの
で。やはり同じように⻤ごっこしたりとか、⾃
転⾞で⾛り回ったりとかしてる。 
◎今は、私たちの頃と違って、放課後、学校で
遊ぶのはダメと⾔われているようだ。多分、学
校が統合して絹義務教育学校になってから？ 
◎広いところで遊ぶということができない。う
ちは野球をやっているので、野球をやりたがる
のですが、思いきり打てないというのは、いつ
も嘆いてる。 
◎親も時間に余裕がある時は、結城の公園に⾞
で連れて⾏くこともある。 
◎友達の家に遊びに⾏く時も⾞で送迎。 
◎低学年は家の周りしか⾃分で⾏動してはいけ
なくて、ほかは保護者同伴。中学年になったら
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旧学区まで、⾼学年になったら・・・と、動い
ていい範囲のルールが決められている。 
◎⼦どもの移動で不安なのは、⼣⽅になって薄
暗くなってくると、農道なので街灯がないので
暗いこと。 
◎⼤通りは、街灯があって明るいけど、⾃転
⾞、⾞が多くて危ない。かといって、裏道の農
道は暗過ぎて怖い。 
◎⾞はすごく通るけど、⼈間が歩いていないの
で、何かあった時に、⼦どもも怖いと思う。 
◎確かに。歩⾏者とか⾃転⾞の⼈とかを全然⾒
かけないぐらい⼈がいない。何かあったときと
かは⾒てくれるというか、⾒ていた⼈とかはき
っといないだろうと思う。それも⼼配。 
 
４：習い事・病院がない 
 
◎塾に⾏かせようとなったときに、結城だと市
外だから進度が違うし、下野も同様だし。⼩⼭
の町中まで⾏くとなると、20 分以上かかる。働
きながらはきついなと思うことがある 。 
◎絹には英語の塾が１つだけ。 
◎絹地区には、病院が１軒もない。病院に⾏く
にも、⼩⼭市内の病院にいけば、窓⼝での⽀払
いが助成で無料。でも遠いし、混んでいるとこ
ろも多いので、結城に⾏っちゃうとお⾦がかか
る。⻭医者なんか特に近くにないので。結城へ
⾏っても、いったん⾃分で⽀払っておいて、⼩
⼭市に申請すれば戻ってくるからいいが、その
申請がまた⾯倒くさい。全部書類を書いて、領
収書を⼀緒に出して・・・と。 
◎忙しい時には忘れる。 
◎微々たる⾦額だけど 
◎損した気分になる。 
◎本当はタダだったのにと思うと。やられた
と。それは本当、昔から思っている。何か仕組
みを考えて欲しいけど、ずっとなんにも変わら
ない 

◎昔は、⻭医者さんとかあったけど・・・。看
板だけ残っていたり。 
◎特に⼩児科が困る。 
◎普通の内科は、⼦どもは診られませんという
病院もある。4歳以下は⼩児科⾏ってください
と⾔われる。 
◎うちが⾏っている下野市の病院は、8 時から
がネットで予約開始で、8 時 1分でもうその⽇
の予約が埋まってしまうこともある。８時３分
で完全にアウト。 
 
５：公共交通と買い物 
 
◎バスなくなっちゃいましたね。 
◎おーバスが通らなくなっちゃって。 
◎⾞、何かの事情で乗れなくなったら、もう何
もできない。 
◎そう。お年寄り多い地区なのに。 
◎ちょっと前までは⾛ってたはずなんです。⾛
ってたと思う。 
◎最初はおーバスが絹地区に回っていた。でき
たときは。何年前だか分からないけど、でも乗
らないから、要はなくなっちゃってデマンド
に。 
◎⼀⼈暮らしのお年寄りの⼈がだいぶ増えてき
ているので、たぶんいずれはそういうのもない
と厳しくなるのかなと。 
◎⽇常的なスーパーも１軒もない絹地区は、コ
ンビニだけ。 
◎コンビニができてまだ 10年たたないぐらい。 
◎２軒あったけど、つい最近 1 つなくなりまし
た。 
◎買い物に来る⼈、普通にいたと思う。多かっ
た。 
◎お年寄も多かった。 
◎つぶれたわけじゃなくて、移転らしく、宇都
宮に。 
◎みんな、ショック受けてる。 
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◎私たちが⼦どもの頃は、⽂房具屋さんとか、
ガス屋さんで何か売っていたり、今は、学校の
前で体操服とか名札とか売っているお店だけ。 
◎⼦どもたちが学校で使うノートとかは、結城
の⼭新か TSUTAYAに買いに⾏く。 
◎10年くらい前には、移動販売のトラックが⾳
楽鳴らして来ていた。トラックダメになったの
か、⼩さい⾞に変わって、そのうち来なくなっ
ちゃった。 
◎おばあちゃんたちが利⽤していた記憶があ
る。 
◎下野から来ているって聞いた。 
◎今は COOPとかは使ってるけど。仕事しなが
らは近くに店がないと買い物は⼤変。 
◎でも慣れましたね。それが当たり前に。 
 
６：⾃治会や育成会の⾏事や祭り 
 
どんど焼き 
◎福良橋では⾃治会で「どんど焼き」をやって
いる。私の⼩さいころはやっていなくて。そう
いうのはやはり⼦どもにとっていい経験だなと
思う。地域の⽅との関わりが出てくるので。今
は、特に引っ越して来た⼈などは「どこのどな
たさん？」ってなっちゃう。うちは夫が地元だ
からいいけど、祭りやイベントで地域の⽅と関
わりが出てくるのはいいと思う。 
◎中河原も毎年の恒例⾏事でやっている。他に
もあるかも。 
◎7⽉に⻑い⽵に⽩い紙もあれ（紙垂？）を何
⼗本も付けて、しゃんしゃんやって、⼦ども会
で⼀軒⼀軒回って、ご褒美にお⼩遣いもらって
というのを今年初めてやった。しばらくコロナ
でやっていなくて。やめた⼈も多いんですけ
ど、やりたい⼦も多くて、お⼩遣いもらえるか
ら。やりたい⼦だけ⾏って。やっぱりそうする
と、どこの誰だみたいな。ああ、〇〇さんちか
みたいな感じで顔を覚えてもらえるし。こっち

もここまでが◯班だよとか地区のことが詳しく
分かるから、それはいい習慣なのかなと思う。 
 
ぼうじぼ 
◎⼗五夜の「ぼうじぼ」をやっている集落もい
くつか・・・。 
◎⾃治会よりもさらに⼩さい単位でやってい
る。 
◎延島下の場合は３つに分かれていて、その１
つの単位でやっている。 
◎うちの⾈⼾地区は全部、全員⼀緒にやってい
る。 
◎わら鉄砲といわれるものをつくって、地⾯を
叩きながら回る⾵習。私が⼦どものころやって
ないで、よく分からないんですけど。 
◎わら鉄砲は、うちはおじいちゃんが作ってく
れている。 
◎みんなが集まって作るというわけではなく、
各家庭で作る感じ。 
◎豊作を願う⾵習ですが、⼦どもたちは、単に
お⼩遣いが⽬当て。 
◎⾼学年の⼦はやる気ない。 
◎うちは歌ったりするのが苦⼿なので、ついて
いくのがやっとみたい。最後にお⼩遣いを⼭分
けするときはみんな元気。 
◎各家庭で包んでくださる⽅もいるし、そのま
ま⼿渡してくださる⼈もいるし。 
◎結構いいお⾦になる。 
◎⼦どもも少ないから、もう１⼈当たりの額が
⼤きい。 
◎お年⽟みたいな。 
◎⼤⼈は何もないですけど。 
◎付き添って疲れるだけ（笑） 
◎⼦どものための祭事ではないけれど、夏の中
島の神社の茅の輪くぐりでは、⼦どもが⾏く
と、来てくれたご褒美に花⽕をくれたり、⾃治
会で何か⽤意してくれて。そのときに⾃治会で
保管している太⿎をたたいて健康成就みたいな
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ことをやっている。 
 
育成会の行事 
◎育成会としては、ボーリングに⾏くところが
多いかな。 
◎50号線沿いのボーリング場が参加⼈数が 10
⼈以上だとバスで送迎してくれるので。 
◎うちは、昨年は 10⼈切ってしまったので、来
てもらえなくて・・・ 
◎参加する⼈だけで 10⼈必要だから。付き添い
の⼈は含まれなくて。 
◎前は育成会旅⾏といって、地区ごとにどこか
⾏くとか、夏祭りやるとか、その年その年でや
ること違うんですけど、やっていた。コロナに
なってからはぴたっとなくなっちゃった。うち
の福良橋では⾃治会⻑さんがゴミ拾いを兼ねて
夜に花⽕⼤会をやってくれている。その組み合
わせの理由は、お年寄りと⼦どもたちの交流を
深めるということで、午前中はゴミ拾いをし
て、⼣⽅から花⽕⼤会というのを。それは毎年
恒例。 
◎育成会の加⼊率は、絹は 100％だと思いま
す。⼩さい地区だから、⼊らないと疎外感味わ
うだろうし、やっていけないですよね。 
 
７：絹義務教育学校 
 
少人数の難点と良さ 
◎１学年 30⼈平均で、６年⽣が 35 ⼈かな。そ
れがマックス。 
◎⼈数が少ないから、役員もやらざるを得なく
なってくるので。 
◎７年⽣、中学１年ですね、その時に私⽴とか
⾏かれちゃうと減っちゃう。そういうのはある
けど、数⼈。 
◎クラス替えもなし。⾃分が⼩さいときは他の
地区のマンモス学校に⾏っていたので、同級⽣
に会っても、誰だっけとなりますけど。ここは

みんな顔馴染み。 
◎私たちの頃、絹中は、たぶん 2クラスくら
い。 
◎私の時は、3クラス。 
◎すごい！ 
◎⾃分たちのときから 2クラスに減った。 
◎部活も少ないし、選びようがなかった。 
◎今の義務教育学校は部活は少なくて、消去法
で残ったのを選ぶ感じ。 
◎5 つくらいかな。 
◎それでも男⼥で⼊れるの決まってるから。 
◎⼥⼦バレーがなくなって。 
◎テニスは男⼦だけとか。 
◎野球は合併で。⼤⾕中とだったかな、⼀緒
に。 
◎少⼈数だから良いこともあって、先⽣の⽬も
⾏き渡るし、いいなってそこは思う。先⽣にも
よるけど、やはりいき届く範囲内の⼦どもたち
の⼈数だし、⼦どもたち同⼠の関わりが増える
から、その点はいいなとやはり思う。 
◎学年が違う⼈の兄弟とかまで把握ができてい
るというところもすごい。 
◎すごく知ってる。⼦どもたち同⼠で。 
◎先輩から後輩への⾯倒⾒の良さもある気がす
る。 
◎男⼥間の仲の良さも、学年によるし、思春期
になってくるとそれなりだけど、1、2 年⽣と
か、幼稚園から上がってくる⼦が多いじゃない
ですか。ここはどうしても 2カ所ぐらいしかな
いので。街中に⽐べると、⼩さいときから知っ
ている⼦どうしが多いので、親としても安⼼。 
◎絹地区の⼦どもたちは、みんなとても素直だ
と思う。先⽣から「おじさん、おばさんとか外
で会ったときに、誰にでも挨拶しなさい」と⾔
われたら、そうするし。 
◎⾃転⾞で乗ったまま横断歩道を渡ってはいけ
ないルールがあって、必ず降りて押す。 
◎朝、通学の時、ボランティアのおじさんがと
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めてくれると、ちゃんとあいさつして、⾃転⾞
から降りて押して渡っている。 
◎⼦どもたちが⼩⼭の街中とかで、乗ったまま
さーっと渡っている⼦どもを⾒ると、「なんで
っ」とか⾔っている。 
◎⼀回、⾞で⽌まった時かな、「ありがとうご
ざいます」ってすごい⼤声で⾔われたことがあ
って。ちょっと感動しちゃう。 
 
義務教育学校での養蚕体験 
◎とてもいい体験をさせてもらってると思う。 
◎蚕は 1、2 年⽣が育てて、3 年⽣はそれをゆで
る。うちの⼦は、それを知らなくて、初めて育
てていた蚕さんをゆでるみたいなのを知ったと
きはショックで、参加できなかった。可哀想、
怖い・・・と思ったみたい。 
◎育てた繭が表彰されたりしているので、達成
感とか満⾜感とか、あると思う。 
◎昔はよく近所で機織りやっている⼈がいまし
た。ガシャンガシャンって⾳が聞こえていた。 
◎あとは⽷を紡いだりね。 
◎今は 3 ⼈いても、たぶん全員が桑畑を知らな
いと思います。 
◎うちは蚕を飼ってました。おばあちゃんが。
蚕もいたし機織りもしてた。 
◎機織りは記憶にあっても、桑畑を⾒たことが
ある⼤⼈も少ないかも。 
◎畑は分からないけど、家で蚕を飼っていたん
ですよね。 
◎桑の⽊が畑にバーっと並んでいるという⾵景
の記憶は全くない。 
◎というか桑の⽊⾃体がどういうものか、私は
知らない。 
◎学校にある。東校舎の前ですよね。 
◎芝⽣のところかな。⼦どもたちは、たぶんそ
の葉っぱを取って蚕にあげている。 
◎ああ、今度⾒てみます！ 
◎桑茶もありますね。 

◎すごい体にいいらしい。 
 
８：未来の絹地区に向けて 

〜市街化調整区域の問題 
 
◎息⼦本⼈はここに残りたい。ここがいいっ
て、都会やまちなかは嫌だ街中はうるさいって
⾔っていう。⼩６ですけど、「俺、ここに残る
から」と⾔っている。 
◎かっこいい！ 
◎うちは⼥の⼦なんですけど、絹から出たいっ
て⾔っている。今、都内に住みたいとは⾔って
います。絹は住みづらいよ、と。 
◎憧れもあるのかな。 
◎私⾃⾝もずっと絹地区で、⼀度も外で住んだ
ことがないので、⼀度は外に出た⽅がいいのか
どうか、わからないけど・・。 
◎やっぱり、職場が少ないので、もっと選択肢
が増えるといい。 
◎もともと住んでいた⽅って、（義務教育学校
がある）福良以外は⼩学校がなくなっちゃった
わけで、それって気持ち的に悲しいとか寂しい
とか、そういうのはありますか。このまま⼦ど
もが減っていって、絹義務もなくなっちゃった
ら、⼦どもたちは将来、すごく寂しいんじゃな
いかと思って。学校が残って、30年間とか残っ
ていたらいいなと思う。 
◎学校がなくなるって、寂しいことだと思う。
でも厳しそう。⼦どもがうちも⼀番下が 2歳
で、たぶん同級⽣もいない。今は⾈⼾地区は結
構いるんですけど。廃品回収とか、あとはそう
いう役員の、例えば育成会の役員⼀つ取っても
⼈がいないと実感しているので、そういうのが
どうなっていくのかなというのは、本当に不
安。 
◎ここは市街化調整区域で、外から来た⼈が家
を建てられないところですよね。それがあるか
ら、なおさら⼈は増えない。それはなんとかな
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らないか。 
◎地元にいて、⾃分たちの⼟地だけど、家を建
てるのは、結構⼤変でしたよ。いろいろクリア
して申請していけないといけないことが多く
て。 
◎うちの、家建てるのに 1 年かかった。 
◎農地から宅地に変えるのが本当に⼤変。 
◎しかも、お⾦も結構かかる。100万ぐらい。 
◎そう。厳しすぎる。 
◎規制をゆるくしてくれると、⽥舎に住みたい
⼈もいるかもしれないと思う。 
◎空き家だらけになりそうな気がしていて。 
◎もうすでに空き家が増えていて、怖
い・・・。 
◎隣接する下野市って、この何年かで、どんど
ん住宅地になっている。下野市の仁良川註１のあ
たりって調整区域になっていない？ 
◎今は、仁良川はなってないと思う。昔は調整
区域だったのかもしれないけど、市街化区域に
編⼊と⾔って、それで区画整理やっている。 
◎今、めちゃくちゃ家が建っている。昔は、何
もなかったのに。 
 
註１ 

下野市の地区計画制度について（下野市ホームページ） 

https://www.city.shimotsuke.lg.jp/0036/info-

0000000479-3.html 

 

◎あとは、これからの移動というか、交通の問
題。⾃動運転があれすれば、死ぬまで乗って買
い物にも病院にも⾏ける。 
◎家を⾃由に建てられないのは、なんとかして
ほしいけど、のどかな環境も守りたい。 
◎私は⼟⼿が好き。⼟⼿沿いに住んでいるの
で。ヤマフジが咲いたりする。そういうのを⾒
ると、やはり季節感が感じられる。寒くなれば
紅葉するしとか。⽝の散歩に歩いていると、落
ち葉がドバッと畑にあると、ああ、⼼が癒やさ

れるなと。 
◎まあやっぱり⾃然っていいなと思います。 
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------------------------------------------------ 
３｜農業従事者の⽅々 
⼩⼭市農業委員会から４名、農業従事者の⽅４名（うち２

名は法⼈）、合計 8 名に参加いただいた。 

実施：2023 年 12 ⽉８⽇ 18 時〜19 時 30 分 

場所：絹公⺠館 

--------------------------------------------------------- 
 
１：参加者の⽣産物や地域活動について 
 
◎元 JA職員なので⽣産ではないほうで農業に関
わってきたが、退職してからは家の農業を引き
継いで、⽶、⻨、⼤和芋などをつくっている。
昔は消防団もやっていた。 
◎家の農業を継いで、⼟地利⽤型農業をやって
いる。⽶、⻨、⼤⾖、ソバ、ハトムギ、ネギ、
かな。 
◎営農集団、集落営農組織に認められていて、
最初は 6 ⼈ぐらいでスタートしたが、今はだん
だん⾼齢でできなくなって、2 世が出てきてい
るんですが、だいたい２〜３⼈ぐらいで、なん
とか現状維持。私が集団⻑ということで、⽶と
⻨をやっている。周囲でも、だんだん⾼齢でで
きなくなってきたから、耕作してくれという相
談は少しずつ出ている状態。 
◎家業を継いで、作付品⽬は、いちごと⽶と
⻨。学校を終わってからそのまま就農というこ
とでやって、今は消防団にも⼊っている。 
◎農業委員をやっている。私が就農したのは 52
歳。これは親が急に亡くなって、2 年後に会社
を辞めさせてもらって、それから始まった。知
り合いの助けもあってどんどんやってるが、も
う年齢が年齢で、これ以上は⼿を出せないと、
広げることはできない。今、農業委員の⽅で
も、貸し借りの件がかなり多く出ているので、
そのほうで頭を悩ませているところ。つくって
いるのは⽶⻨のみ。⼀番問題はなんでも⼀⼈で
やっていること。5町歩やるのには、ちょっと 1

⼈だけでは⼤変。これからそういう年代になっ
てくる⼈がかなりいるので、その⼟地の問題と
いうのが今⼀番悩むところ。 
◎⾃分も今年から農業委員。親の代から⽥畑は
あって⽶だけは作っていまして兼業農家という
ことでやっていたが、定年になったので、今年
から新規に就農。初めてやる畑なので、⽟ねぎ
とナスをやってみている。 
◎梁で⽣まれ育って、16 だか 17のころから学
校⾏くの忘れちゃって（笑）、家業の農業やっ
ている。いちごと⽶⻨と、ナスとかを少々。あ
と加⼯品、六次産業のほうをやっている。8 年
くらい前に、法⼈化して、今、全部で 23 ⼈、い
ろんな地域の⽅を雇⽤している。 
 
２：絹地区の農業の歴史と現状 
 
結城紬あっての農業だった 
◎絹は、特異な地域だと思う。今は廃れてきた
が、結城紬の⼤産地だったので「結城紬があっ
ての農業」だった。昔から⼟地の集積は相当前
からほかの地区よりは進んでいたと思う。昭和
58 年のころから営農集団できていた。その⼀⽅
で、桑地区と絹地区では養蚕農家が主流に。桑
畑も相当多かった。 
◎⼟はだいたい沖積⼟。⽥川に近いほうが粘⼟
質、⿊ぼく⼟まではいかないけども、沖積とは
また違う。養蚕の桑園の多かったところは、ほ
とんど沖積。それなので、こんな⼟地どうしよ
うかということから始まったような 35 年くらい
も続いてきた。 
◎結城紬が衰退する、それのせいで、もう蚕も
やる⼈がぱたっといなくなる。その桑畑が何に
なったかというと、今多いのは⻨を作ってい
る。これはどちらかというと⻤怒川沿いの⼟
地。 
◎本来は⽔⽥では⻨は昔はやらなかった。 
◎ほとんど。8割ぐらい⽥んぼかな。 
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◎だいたい絹地区の有効利⽤の農地では 8割は
⽔⽥。⼟地改良でかなり⼤きくやった経緯があ
る。 
◎桑は、桑畑の後、⼤根やゴボウをつくってい
たようだが、絹地区は野菜作る⼈が少ないん
で、畑があっても⻨しか作らない。 
◎野菜作っても味はいいんだけど、⾒た⽬が悪
い。 
◎絹はあんまり働き者じゃないんだよ。野菜は
⼤変だから。 
◎結論から⾔うとそこだよな。 
◎たぶんそこだと思う。野菜は⾦になるときも
あるけど、⼤変だからね。やればいいのは分か
っているんだけど。博打だから。 
◎⻤怒川流域は畑が多いので、みんな桑畑だっ
たんだけど、それをやめてどうするかというの
で、みんな抜いて、機械で刈れるから⻨になっ
てしまったみたいな。⼤⾖とかそういうのもや
っていますけどね。 
◎⻨は昔から多い。 
◎野菜作る⼿間暇をやる⼈がいない。 
◎⼟地柄だよね。 
◎ネギなんかも減ってるんじゃないか。ネギ農
家も減ってる、やってる⼈もいるんだけど。昔
よりは減った。 
◎昔は、みんな紬やりながら⽚⼿間だものね。 
◎紬が良すぎた 
◎そうそう。その良かった頃の記憶が残ってい
るから。 
◎体質が抜けないんだよな。 
◎いちご栽培については、古い⼈は古い。平成
に⼊ってから徐々に⼤きくなって、件数も増え
てきたんですけども、1⼾当たりのいちごの産
⾯積は、おそらく栃⽊県で⼀番になっていると
思う。 
 
 
 

３：絹地区の農業が直⾯している課題 
 
農業人口の高齢化と耕作放棄地 
◎耕作辞めて荒れ始めているところは、若⼲あ
る。ただ、これから本当に⼀気に増える可能性
が⼤きいが、今のところ受け⼿がいない。 
◎2、3、頼まれているのがあるんだけど、でき
なくなったから⾒つけてくださいって⾔われて
いる。話をしたら、もういっぱいだからできな
いって⾔われて、そのままになっている。そん
なことも増えてきているのが現状。 
◎やめる⼈というのは、完全にできなくなって
から、それまで全然騒がなくても、できなくな
ってからぱたっとやめる。そうなると、農業委
員会としては、もうどうにもならない。前もっ
ての準備ができてないから。 
◎やれるところまではやる、そしてもうどうし
ようもなくなったら、突然やめる、という感
じ。 
◎例えば、77までやって、それで旦那が死んじ
ゃって、⺟ちゃん⼀⼈じゃ何にもできないでど
うしたらいかんべと来られても困るんだけど、
前もって話がないと急には対応できない。ほと
んどがそういう状況。 
 
非農家市民からのクレーム 
◎周りの市⺠（⾮農家）にしても、協⼒的な⼈
が 2割ぐらいいて、無関⼼の⼈が 7割ちょいい
て、ほんの⼀部だけ、何かあるともうすぐクレ
ームじゃないけど、それがとにかくやりにく
い。 
◎例えば夜に作業していたら「うるさい」とか 
◎ホコリだったり、圃場から出たときの⼟が道
路に落ちているとか。 
◎⽇が暮れるのが早いから、7時 8 時くらいに
トラクター乗ると、⽂句⾔いに来るんだから。
うるさいとか。 
（⾵景社：同じような問題が、他の地区でも出
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ていて新しい分譲地に引っ越してきた新住⺠か
ら農家へのクレームが市役所や警察に⾏く） 
◎そういうのは、市も住宅メーカーも不動産屋
も悪いと思う。もともとの農業地帯で、農家の
作業は⾊々あると説明しないといけない。 
◎開発だけしちゃってさ。住⺠に説明しないん
じゃトラブルだって増えてくるし、農業への理
解もできない。 
◎⻨とかダイズガラだとか燃やしていたら、通
報されて、消防⾞が来た。 
◎⻨というのは燃やすんですよ。燃やしたほう
が次の作のときにいいので。通報されてきた消
防署も「いいですよ」というぐらいの感じのこ
とだが。 
（⾵景社：その反⾯、アンケートとかで、都市
部とかそういうところからの声は、⾷料⾃給率
が低いから⼼配とか、農家さんをみんなで⽀え
ていかなきゃと書いてくださる⽅も少なくはあ
りません。他に農業に関してお困りの問題
は？） 
◎余っている⽶⾷えば、⾃給率上がるはず。あ
れも計算の仕⽅がおかしいのでは？ 輸⼊した
⼩⻨⾷わないで⽶を⾷べれば、おのずと⾃給率
は上がる。考え⽅も計算の仕⽅もおかしい。 
 
赤字前提の厳しさ 
◎⾦にならないし休みもない。それで農業やる
⼈は増えない。 
◎みんな年間 4000時間ぐらい働いている。いち
ごやって⻨やって。 
◎そこまで⾏かなくても、みんな 3000時間以上
は働いている。 
◎15 年ぐらい前は、頭のいい⼈はこれからは農
業だと⾔っていたけれど、今は誰も⾔わなくな
っちゃったじゃん。これから農業だなんて。企
業は撤退していっちゃう。 
◎問題は経費がすごく 値上がりして、経費が
かかっているのに、うわものが値下げみたいな

状態。だから魅⼒がないんだよね。後継者がや
るかと⾔っても、息⼦がいても勤めていてやれ
ないし、友達なんかも⼈を雇って給料払えない
と⾔っている。だから、⾃分たち夫婦でやれる
ところまでやるしかない 
◎とにかく機械が⾼くなっていますよね。だか
ら、やろうと思っても結局、機械代が⾼すぎ
て、それに⾒合った上のもの（販売価格）が⼊
ってこないと、⼦どもに後を継ぐか？と⾔えな
い。結局、⾚字になっちゃってつぶしちゃう。
そうするとなかなか進まないのが実情。 
 
「水田活用の直接支払交付金」の厳格化 
◎ああ、今回みたいに耕作してない⽔⽥にも⽔
を張らなくてはいけない註 1。ああいう余計なこ
とをやると、またややこしい 
◎耕作できないから⽔を張らなかった分で、そ
こに今さら⽔張れって、誰が張るんだって話。 
◎いつでも⽔⽥に戻せるようにという形だろ
う。 
◎そう。だから基準は 1 年に 1 回、⽔張りをし
ましたかというやつでしょう。 
◎それで⼀番困ったのが陸⽥。 
◎これはもともと畑に桑とか何かということ
で、⽥んぼを増やせ増やせということで、国
で、陸⽥という形にした。陸⽥という地⽬はな
いんです。⾏政のほうの地⽬。 
◎地⽬は畑だな。 
◎⽥として⾒るわけね。 
◎それで、陸⽥って⽥として⾒て補助⾦をもら
えた。ところそれが今はもうない。 
◎⽥を休耕しているのでそれに対して補助⾦、
⽶を作らないからって補助⾦が出ていたが、そ
れを減らすという政策が出てきた。 
◎今度はそれそのものがなくなる。 
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註１の１︓⽇本農業新聞・2023 年 12 ⽉ 29 ⽇ 

⽔⽥政策議論の難航必⾄ 

https://www.agrinews.co.jp/news/index/205837?fbclid=IwAR2yuz5F5W7mnDC5aO

j3XMnFEiukFIqDn8utsiqvynACC5M3W2Ud2VnTKIQ_aem_Aediy2AGVPKefvS1Mfs0KL

RSaDpRp7D1EWxc73GsUZJC1KAWc8Z4z_PIwe1SwfLyAw89WoAgR4By1NGoFNpUVg

GU 

. 

註１の２︓農⽔省・説明資料 

https://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/attach/p

df/230731-34.pdf 

. 

註１の３ 

説明が分かりやい真岡市ホームページより（更新︓

2023 年 09 ⽉ 15 ⽇）「⽔⽥で転作をされている農家の

⽅へ 5 年⽔張りルールの具体化について」 

https://www.city.moka.lg.jp/kakuka/seisanchosei/

gyomu/20796.html 

 

道路環境の整備の遅れで危険な状態に 

◎農家としても住⺠としても困ることは、絹地
区はインフラ整備がいつでも遅いということ。
後回し。道路の路肩は崩れちゃうし、要望した
ってやってもらえないし、⽥川の橋はいつ崩れ
てもおかしくないボロさのまま。 
◎絹地区は全部川に囲まれているから、橋を渡
らないとどこにも⾏けない。橋がボロくそ過ぎ
てさ。⼤型⾞はあそこしか通らないし。インフ
ラがいつでも後回し、それで市道ばっかりなん
ですよ。これ東⻄が。 
◎南北は県道あるんですけど、東⻄が市道ばっ
かりで。だから全然。歩道もないしトラクター
も通⾏に危ないし。絹地区は何回要望しても、
全然インフラ⼿を付けてもらえない。 
◎絹地区は本当は⼤型通⾏禁⽌だから、この地
域は。なぜこんなことになってるんだかと思う
くらいですよ。 
◎轍ができるばっかりで。 

◎いや、危ないよね。本当に事故る。という
か、実際事故っている。 
◎メインの通りが 1 本しかないから結局、朝、
通勤帯の時間などだと、⾃治会の部落の中とか
を⼤型⾞がすごい勢いで、⼩学⽣とかがいる
中、⾛っていく。 
◎⼤型が通る道路が 1 本しかないから。全部そ
こへ集中しちゃうから。だから、ある程度、ど
こでもこれだけの道路なんだ。今、路肩が悪い
とかいろいろあるけども、道路的に広いんだか
ら、広い道路ぐらいは通⾏してもいいような気
がするんだけども。それにしても危ない。 
◎萱橋までは歩道あるのに、絹地区になって歩
道なくなっちゃって。トラクターの⾛⾏でも⾃
転⾞を避けるのに神経使うし、お互いの危ない
し。本当に絹地区はインフラが全然進まない。 
 
農耕者優先のはずの農道、通り抜けの普通車と
ポイ捨て問題 
◎道路事情では、農耕⾞優先道路という幹線道
路なのだが、そこがもう乗⽤⾞の通⾏がすご
い。 
◎朝昼はつくばナンバーばっかりで、通勤で使
っているようだ。 
◎⼀時停⽌なんかしないし、⾶ばすし、農耕者
が優先の道なのに。 
◎逆に危ない、本当に。 
◎農道が通勤道路になっているから。 
◎ゴミのポイ捨ても半端ない量ある。 
◎通勤途中に飲み物飲んで、ペットボトルや⽸
や瓶を投げ捨てていく。 
◎パンパースまで落っこってるからね。 
◎なんで⽸酎ハイまで落ちてるのか。 
◎⽥んぼや畑の中にも投げ捨てていく。 
◎家庭ごみをぽんと捨てて⾏っちゃう。 
◎瓶の割れたガラスが⼀番怖い。いろいろなド
リンクのビンとか。ああいうのをポイ捨てだ。 
◎ハウス際に捨ててあるやつ全部、中島橋上が
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っていくところ。あそこに道から捨てられたん
だから道に返そうと、全部返したこともある。 
◎袋に⼊った状態で、家庭ごみを捨てているの
は、たぶん毎回同じ⼈だと思う。同じところに
捨てていくから。 
◎ゴミ出し場に出すのが⾯倒だから、投げてい
っちゃう。 
◎分別も⾯倒だから。 
◎あまり⼈がいないところの農道はひどい。 
◎古いトイレの便器、冷蔵庫・・・。 
◎あと、銅線を剥いたもの、あれすごくまとめ
て捨ててある。 
◎銅線を盗むでしょう。銅線を盗んできたら⽪
を剥いて、まとめて捨てて⾏っちゃう。中の銅
はピカ銅っていうんで、売れるんだよね。ただ
の銅と、⽪剥いたやつは中がきれいだから、そ
れはピカ銅って⾔ってスクラップ業者が買い取
る。値段が違う。キロ 1200円ぐらいか。それ 
で盗んだものをバイトか誰かに剥かせて、ビニ
ールの⽪、あれを丸めてその辺に捨てていく。
そういうのもある。 
◎銅線は、太陽光発電が、もう少しで開業する
というときに盗むんだよね。 
 
絹地区での獣害や生き物 
◎イノシシはいない。 
◎ハクビシンとかタヌキとかが多いかもしれな
い。アライグマもいる。そこらへんが多い。 
◎キツネがみんな⽳掘っちゃっているところも
ある。 
◎キツネが道の下をみんな⽳ほじくってちゃう
から、そのうち上、落っこちちゃう。 
◎キツネは⽳掘りがすごい。掘って巣を作る。 
◎⼊り⼝こんなもんだよな。そこから先がどれ
だけ掘ってあるか分からない。 
◎イタチもいる。 
◎交通事故はタヌキが多い。アライグマも去年
は１匹いたな。 

◎イナゴも⼀時いなくなったけど、また出だし
てきたよね。農薬が弱い農薬になってきちゃっ
たから。 
◎イナゴ、ザリガニも出てきた。⼀時いなくな
ったのに。 
◎ホタルはもういなくなった。 
◎延島⼩学校のところに、今から 8 年ぐらい前
までいた。たまたま隣にお墓があって、そこに
ある排⽔溝だった。 
◎⽔⽥が⽔流さないからな。どこも流さないか
ら⽣き残らないんだろうな。川がないもの。そ
の間がないから。 
◎ハクビシンやアライグマは増えている。いち
ごの被害がある。 
◎ハウスのビニールぶっ裂いて⼊ってきちゃ
う。 
◎対策しても引っかからないんだよ、頭いいん
だよな。 
◎農政課で罠を貸し出してるけど、わざわざこ
っちから取りました。どうしたらいいですかっ
ていうと、処分してくださいで終わり。 
◎⾃分は、去年、罠で取った。餌は、コンビニ
とかで売っている、ジャーキーというか、硬い
⾁系の。 
◎罠にかかったら⾃分で処分しなきゃいけない
ので、それが気が重い。はじめは⽣きているか
らなかなか。怖いのもあるし。 
◎だからちょっと息絶えてからやってましたけ
ど。本当は早めに処分した⽅がいい。なぜな
ら、ハクビシンやアライグマの⼦どもが⾒たと
き、「これ、つかまるよ」と、そこで分かっち
ゃう。だから、本来であれば、はやく処分した
いけど、何があるか怖いなというのと。 
◎死ぬときって暴れるじゃないですか。それが
フックみたいな指で、罠にひっかけてるから抜
くとき抜けない。そうすると、⾃分の⼿でこう
やって⼿をかけて外さないといけなくて、いや
だなこれって。 
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◎ただし、道路、市道の道路に死んでいますよ
と連絡すれば、環境課で取りに来る。 
◎⽣きてるのは持っていかないんだ。 
◎ハクビシンやアライグマは、⻤怒川沿いの草
地や藪のなかに棲んでる。 
◎2キロ、3キロ夜中歩いたり。 
◎たまに⺠家の屋根裏で⼊り込んでくる。農家
の納屋に棲みつくのが多い。 
◎いちごだか⾷べた後は、うんこもツブツブが
いっぱいあるんだ。 
◎それでハクビシンがいるなとわかる。 
◎川沿いの⾃治会なんか、これが⼤変なんだ
よ。 
◎とうもろこしかじられちゃったり。そういう
被害が出ているんだけど。どんどん増えちゃて
いる。 
 
４：絹地区の農業⾯での良さ 
 
◎絹地区は、今のところイノシシの⼤きな被害
もないし、農業はやりやすいかもしれない。⽋
点は、いいものは、うまいものはできるが、⾒
た⽬がみんな悪い。⻑持ちがしない。野菜なん
かは。みずみずしくていいものなんだけど、お
店なんか出すと、すぐしおれちゃう。そういう
のは⼟地がよすぎるからというのもある。 
◎味は、なんでもいい。 
◎⼟地改良は進んで、平坦だから。 
◎鍵の形をしているとか扇形とか、そういう形
状の農地は少ないと思う。 
◎農業者間でも、ほかの地区と⽐べると結構協
⼒していることは多いと思う。 
◎それはある。 
◎協⼒し合うことを⼤事にしていることは確か
だ。 
◎同じ品⽬だったらその品⽬同⼠、作っている
⼈同⼠でいろいろ情報を交換したり。 
◎会ったときとかに、「これどうしてるの」と

⾔うと、お互いが。うちはこうやっているよと
かというのはやはり、仲間同⼠でも情報交換は
している。ただ、それが⾃分のところでぴった
り使えるかどうかは分からないじゃないです
か。圃場の⼟地の関係、位置とか向きとか。あ
とはそこの⼟の問題もあるし、⼟の質など、い
ろいろあると思うので。 
◎部会でもいろんな話をする。 
◎平均は 60なんぼとか 70なんぼです。 
◎60 代はいない？ 間をとって平均は 60にな
っちゃうかもしれないけど、60 代は⼀番少ない
んじゃない。50 代、60 代は。 
◎多いのは、70とかになっちゃう。 
◎平均も 70近いかもしれない。 
◎下の世代、30 代 40 代もいるに⼊るけど、数
は多くない。みんな違う職種に就いている⽅が
多いので。 
◎70代は、会社勤めして勤めして定年して家業
ついで農業やってる⼈も多いけど、これから
先、そういう⼈は減るのかもしれない。 
◎これからはいないのでは？ なぜかという
と、新しく機械を買うお⾦。1000万、2000
万、すぐなくなっちゃう。それに対する売り上
げを回収するのに何⼗年かかるんだということ
になる。 
◎それに勤めていた⼈は今の夏は耐えられな
い。百姓できない。絶対やめていくと思う。 
◎年々、夏は、きついきつい。 
◎いちごは脱サラというか、そういう⼈も結構
いる。制度資⾦も利⽤したりで、若い⼈はい
る。30 代、40 代とか。 
◎でも⾃分の資⾦ではハウス建てられないでし
ょう。 
◎それまでみんな親がやっているものを引き継
ぐとか、農地とか機械あればそういう⼈もやっ
ていけるけど。 
◎完全新規では難しい。 
◎⽶⻨はたぶんいない。⽶⻨を真剣にやると⾔
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ったら、資⾦がとてもとても。 
◎1000万、2000万じゃ機械とか調達できな
い。 
 
５：市街化調整区域の問題 
 
◎絹は、そういう⼈材の話をする前に、市街化
調整区域で新しい家を建てられないことをなん
とかしないと。農家の⼦どもでも他所の⼈で
も、もうちょっと家を建てやすく考え直してく
れないと、⼩⼭市も。 
◎⾏政の問題として、空き家が出てくるわけ
で、空き家に来ればいいんだけど、若い⼈は空
き家はやはり嫌なんだと思う。それで、集落に
くっついてるような畑。地⽬が畑のところにう
ちを建てたいというと、それは駄⽬なんだよ。 
◎それをもっと緩和してくれないと、どんどん
⼈が減る。 
◎家を作るにしても、集落排⽔をつなぎたいと
⾔ったらそれは駄⽬だと。合併槽じゃなくちゃ
駄⽬だと。 
◎合併槽って浄化槽をつければいいですよ。そ
れでもそういう⼈も買って⼊ってくる⼈もいる
んだけど。 
◎それだけで⾒積もり上がっちゃうからさ、⼩
⼭のマンション買ったほうがいいやとか、そう
いうことになってしまう。 
◎⼟地は安いから来たいんだけれど、集落排⽔
つなげない。そういう問題。空き家だったらつ
なげるんだけど。 
◎同じ税⾦払っても、絹地区はメリットの受け
られていない、なんにもない。 
◎市街化調整区域の線引きなんかも、ある程度
緩和していかなかったら。 
◎みんな出ていっちゃう。 
◎本当そう。 
◎だから、本当の後継者はいいんだけど、農業
の後継者もいなくなっちゃうでしょう。逆にこ

れが農家の実際の後継者もいなくなってくるか
ら、そのときにやはり考えると、ある程度、ほ
かから⼊ってこられるような形を取らなかった
らば。 
◎それが結城は簡素化というか、簡単に緩和し
ているのではないかな。だからもう⼀気にアパ
ートとかできて、ヨークベニマルの前なんかす
ごかったですから。ものすごかった。 
◎⼦どもを⾒ていても結局、絹地区だけで⼀ク
ラス 30⼈いかないとか。これ、普通に考えたら
おかしいですよ。僕らのときは、三つ集まって
ようやく 3クラスできていたんです。90⼈ぐら
いはいて。それが全部合わせて⼆⼗何⼈。これ
がずっと続いていたのでは、明らかにもう先細
りだと僕は思うので。簡素化じゃないけれど、
そこをちょっと何かないと、呼び込むにして
も、排⽔の話、集落のこともそうですけど、そ
こも⼀緒にセットで考えていかないと、⼈は結
局、減る⼀⽅。 
◎⼦育て世帯は持ち家が欲しいわけだよね。そ
れの魅⼒がないと増えないから。 
 
限界集落への不安 
◎70歳以上の⼀⼈暮らしというのはものすごく
増えていますね。どこの地区でもそうだろうと
思うけど。後継者が帰ってこない限り、そのう
ちはボツになっちゃう。そうすると年々これが
増えてくるということは、集落⾃体が成り⽴た
なくなってくる。 
あと、学校の学区というのも、もう今だとなく
なってしまう。だからやはり⼈の交流、⼈が⼊
ってこられる、そういう形はやっていかない
と、この地域は⼩⼭市の中でも⼀番早く限界集
落がきてしまうのではないかと思う。 
だって、開発できないんだもん。昔は⽥んぼ地
帯だったから、開けていてよかったねという⾔
葉もある。明治時代も⼤正時代は。⼭ばかりだ
った桑地区とかそういうところは、昔は⼤変だ
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ったかもしれない。 
今は逆じゃないですか。開発が楽だから。全部
⼭を平らにして、⼯業団地なり住宅地なり作っ
て。ここは昔から⽥んぼだったから、線引きが
⽥んぼしかできないということになっていたか
ら、全然開けないわけです。ここらへんはやは
り考えていかなくてはいけないのではないかな
と思う。 
今、⼩⼭の城南地区だってあんなの雑⽊林ばか
りのところだったんだ。⼈なんか住んでいなか
った。それをああいうふうにやってきたわけで
す。でも、⼟地の制度があったからできたのだ
ろうけど、この⽥んぼ地区については、そうい
う制度が駄⽬なんだよね。だから⼩⼭市は、こ
このところを考えないといけない。 
◎うちのところも、うちの集落は最⾼で 80軒ぐ
らいあったときに、今は 13軒くらい空き家と
か、そういうふうになっちゃって。空き家問題
ということで⾃治会もその問題というか考えて
いるんだけど、これもなかなか⾏政の縛りか何
かがあって、許可が下りない。それなのでなか
なか増やせない。過疎になっちゃうよとみんな
⼼配している。 
◎本当に限界集落だ。だいたい 3分の 1 は⼀⼈
暮らし。 
◎そうだね。そこに⼀⼈暮らしが 10軒以上い
て、⼆⼈暮らしがもっとあって。 
◎あと、あれも多くない？ 
◎今後は絹地区に家や実家があって、⻑男は近
くにいるけれども別のところに家を建てている
とか、それも結構増えている。 
◎かつては、中島は中島銀座と呼ばれていたの
に、今は⼩学⽣もちょろっとしかいない。 
◎何年か前までは⼩学⽣すごくいっぱいぞろぞ
ろいたのに。何だ、これしかいないんだ。 
◎⼀集落 2、3 ⼈でしょう。⼦どもがいるのが。 
◎うちの⾃治会はもう 10年ぐらい⼩学⽣がいな
い。 

◎百姓も⾃治会に 1 ⼈か 2 ⼈しかいないから
ね。 
◎そうそう。いないところはいないし。 
◎俺で終わりだから。 
◎やはりあと問題なのは、農業者、今の話だと
⾃治会に 2 ⼈いれば本当にいいくらいなんです
けど、1 ⼈となってしまうと、その⼈が、他の
⼈が辞めちゃった耕地を、⼀⼈で背負っちゃう
ことにもなりかねない。その段階にきている。
そこにきてさらに今度は⾏政も、では若い⼈
を、例えば農業委員とかにやってもらいたいと
いう話になったとしても、正直、今ある仕事を
するのが実際、めいっぱい。⾃分が動かなくな
ったら回らない。そのために、奉仕まではでき
ないって僕は思う。 
◎無理なんです。やってくれと⾔われるのはい
いけれど、もうさすがに僕もそこは限界だなと
思うのは正直あるなと。 
◎規模が⼤きい農家にやってもらえばという安
易な考え⽅では、基本はよくない。というか、
絶対に、問題を根本的に解決できない。 
◎地主さんが⼟地を貸すから、⼩作と⾔っても
らうじゃないですか。じゃなくて、貸すのでは
なくて管理をしてもらうから管理費を地主さん
が払っているというところはあったね。 
◎今は⽯橋あたりも増えてきたんですよね。 
◎法⼈が絡むと⾯倒なケースも出てきている。
現状の認識は、⾼齢者は⼩作に貸したら⼩作料
をもらいたいというのがだいたいの本⾳。そこ
に借りるほうと貸すほうのズレがついてきてい
るから、難しい⾯もあるんだけど。 
◎地主だからって持っている時代じゃないから
ね。 
◎農地が⼀番の不良債権だ。 
◎若い⼈は相続することが不良債権をもらうこ
とだと⾔う⼈がいる。⾃分はやっていないか
ら。親の⽥畑を受け継ぐことは不良債権だと、
固定資産税がずっとくるから。それで、⼟地改
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良費払わないとか、そういう⼈もいるし。 
◎いくらでもいいから買ってくれないかなんて
話も出てくる 
◎司法書⼠に聞いたが、親が⽣前の相談で息⼦
に⼟地を分けてあげるからとか、娘に分けてあ
げるとか⾔っても絶対要らないって。⾦は残し
ておいてくれてもいいけど、⼟地は残さないで
くれ、と。これが先にきちゃうと⾔っていた。 
 
６：30 年後の絹地区・⼩⼭市 
 
◎30年後、農業の経営もどうなっているか。た
くさん⼈を雇ってすごい⼈もいるんだけど、み
んながそうできるわけでもない。そうすると、
これから先、維持していくのが⼤変かなという
気がする。やはり⼈を使うことが⼀番⼤変だ。
⾃分⼀⼈で仕事しているのが⼀番楽だ。やりい
いからね。⼈を回していくというのはすごく⼤
変だから。たぶんかなり苦労している。 
◎都市部と⽥園部で考えると、街の中の御殿広
場ばかりでイベントやるんじゃなくて、絹地区
とかでもイベント会場に利⽤してくれないと。
商⼯会議所あたりでそういうこと考えて。みん
な⼩⼭の街中ばかりでやっていて、もうちょっ
と絹地区とかにも持ってこないと。 
◎この地域は⽣活するのにあたっての、できな
い⾯というのがものすごくある。特に多いの
が、⾒て分かるように、絹地区にガソリンスタ
ンド⼀軒もない。 
◎だから、今度は⽥川全部埋めちゃって。⽥川
なんて要らないから。 
◎セブン-イレブンなくなったからよけい真っ暗
だよ。防犯上よくないな、これはと思っちゃっ
た。危ない。 
◎いや、本当だよ。タクシーで帰ってくると、
10時ころ帰ってくると、街灯⼀つついていな
い。 
◎バスがこなくなっちゃったでしょう。同じ税

⾦払っているのに、みんな絹地区だけバス廃⽌
されちゃって、年寄りがタクシー呼ばないとい
けない。あんな⾼いのに。 
◎静かなところはいいんだけど。 
◎⾼椅神社とかそういうお祭りの予算つけてく
れたりとか、⾏事とかだってできるはず。 
◎ああいうところでマルシェみたいのを開けれ
ばいい。せっかくあんな素晴らしい環境があ
る。イベントはなんでもかんでも⼩⼭のまちな
かばっかり。 
◎絹は、⼤型バスが⼊ってこれないから観光の
⾯でも⼈を呼びようが無い。 
◎なんでこれだけの道路が⾛ってるのに、⼤型
通っちゃ駄⽬なんだ。 
◎⻤怒川の河原にゴルフ場をどうか、河川敷
に。あとオートキャンプ場。 
◎中島の橋の下なんか、勝⼿にキャンプだかな
んだかやっているのがたくさんいる。 
◎⻤怒川の河原。橋の真下の北側の林の中だ
ね。 
◎林の中でやってるんだよ。 
◎あと、⼩⼭市は、オーガニックビレッジ宣⾔
とかしたけど、これから先、あちこちでオーガ
ニックとかやられると、（慣⾏農法の）百姓が
やりづらい。オーガニックの特定地域を作って
くれと⾔いたい。オーガニックにこだわる⼈は
今多くなってきているけど、隣は農薬使わな
い、でもうちは多少は使うとかなると、いろい
ろやりにくい。⼀⽅では空から薬まけ、⼀⽅で
は⼿間かけて有機でやれ・・となっているの
を、どうするのか。 
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------------------------------------------------ 
４｜⾃治会のリーダーの⽅々 
絹⾃治会連合会から３名、絹地区まちづくり推進協議会 

から２名、元わがまち発掘事業推進委員会から２名、合計 

７名に参加いただいた。 

実施：2023 年 12 ⽉ 13 ⽇ 18 時〜19 時 30 分 

場所：絹公⺠館 

------------------------------------------------ 
 
１：参加者の⽅々と地区の関わり 
 
◎⽣まれも育ちも絹地区、50 代 
◎71歳。60ぐらいまでは勤めていて、リタイア
してから家が⽥んぼとか持っているので⼈にや
ってもらいながら、地域のことなどやってい
る。 
◎20歳まで桑に住んでいて絹に移ってきた。62
歳で定年退職して、今は週２⽇ほどアルバイト
に⾏きながら地域のことをやっている。 
◎まちづくり協議会の事務局の⽴場でもあっ
て、絹地区は絹地区全体のまちづくりを進めて
いこうということで全地区対象とした協議会。
市内ではたぶん地域が⼀つのまちづくり協議会
というのは、この地区だけだと思う。そういう
意味ではやはり今回のこの⾵⼟性調査とまちづ
くり協議会の構想づくりとうまく⼀体となるよ
うな構想ができればいいと思う。 
◎⽣まれも育ちもこの地域。60まで教員として
埼⽟のほうに⾏っていて、地元にほとんど何も
貢献をしていなかったので、辞めてから⾃治会
⻑をやることから、いろいろな役を頂いて、今
でも活発に活動して貢献したいと思っていると
ころ。 
◎地区との関わりとしては中河原地区のまちづ
くり活性化や絹中学校の後援会会⻑とか学校評
議員とかをやらせてもらい、その間に平成 18 年
に「絹ふれあいの郷」という農産物直売所の運
営に携わっている。 

２：地域の概況 
 
福良地区・梁地区・延島地区 
◎ここに育ちながら、いいところはいっぱいあ
るのにだんだん寂れていくこの地域を⾒てい
て、⾮常に危機感を持っている。こういういい
機会を持っていただいて、今後本当にどうした
らいいのか。絹地区の皆さんの⼀⼈⼀⼈が、こ
の先この地域が取り残されてしまっているよう
な、⾮常に寂しい思いをしておりますので、な
んとか活性化していくための努⼒をみんなでし
ていく必要があるのかなと思っている。 
◎福良地区は学校があり、それで出張所もあ
る。福良地区はそういった形でにぎやかなとこ
ろです。梁地区は梁⼩学校の跡地がベースボー
ルビレッジということで、活性化に役⽴ってい
るかなと思うが、私が⼀番懸念しているのは、
延島地域。延島⼩学校の跡地が、地域のための
活性化していただけるようなものになるかなと
思っていたが、跡地が今のところ、私たちと全
く無縁の（企業が⼊っている）状態になってし
まっていまして、再三にわたって地域のために
なるようなものにしてほしいということで、前
市⻑さんにもいろいろな要望を出したが、全く
それが実らず、今のような形になってしまって
いる。それが⾮常に残念でなならない。 
◎延島⼩跡地は、中でたぶん向こうの梁⼩のほ
うのゴールデンブレーブスですかね、そこの会
⻑の⽅がこちらを使って、⿊⽟ねぎというか、
⽟ねぎを⿊く、栄養⾷品でしょうか。そういっ
たものを作っているみたいだが、全く私たちは
外からだけしか⾒ていないので、中で何をやら
れているかも全く分かりません。本来ですと、
私がやっているような社会福祉協議会の会議な
どにもそこを使わせていただきたいが、どうい
った形でそこを使わせていただくようにしたら
いいのかとか、それも分かりませんし、あそこ
を使えるのはたぶん体育館を選挙のときに使う
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とか、後はなにか催しのときに使うぐらいで、
校舎内は私たちは全く⼊ってもいませんし、ど
ういう状況になっているかも全く分かりませ
ん。本当に私もここに育って、あの学校でずっ
と過ごしてきましたので、こんないい学校をこ
ういう形で埋もれさせてしまっていいのかなと
いうことで、⾮常に悲しい思いであそこの前を
通っている。⼦どもたちが集まったリ、お年寄
りが集まってにぎやかにいろいろな楽しみをす
るとか、そういった場所にしてくれたら、もっ
とにぎやかな地域になったのになという気持ち
がある。 
 
水害への不安 
◎平成 15 年の関東東北豪⾬による⽔害、平成
19年の台⾵ 19号による⽔害もあった。そして
今現在そこに、⽥川と⻤怒川の合流地点に⽔⾨
を作っている。われわれとしては、⽥川整備促
進協議会でポンプを付けておくれと要望してい
たが、それもままならずなってしまいまして。
もしも⽔⾨を閉めた場合に、上から流れてくる
⽔が⾏き場を失ってしまう。今後、⽥川の⽔害
から地元地区を守るために、整備事業を進めて
いくことが必要な状況。 
 
３：超少⼦⾼齢化が進む状況と、祭りの衰退 
 
子どもが減り、祭りが成立しなくなる 
◎そしてやっぱり、⼦どもが少ない。その原因
は過疎化。過疎化で若い⼈たちにとって魅⼒が
なく、外へ出ていく。⼦どもがいなければ、当
然、祭りごともできない。ほとんどの祭りがな
くなってしまいまして。 
◎⼦どもみこしだなんだと、昔はそういったも
のもやっていたが。 
◎延島銀座に神輿もあったりしたので、それを
出したりとか、お囃⼦もやったとか。あること
はやったのですが、そういうのは全部なくなり

ました。 
◎コロナが五類になってから、中河原ですが、
今年、4 ⽉第⼀⼟曜⽇か、⽇曜⽇やったのか
な、神明宮という神社があって結城七社の⼀つ
になっているのですが。その例⼤祭ということ
で、そのときに神社で⼦どもたちを集めて、お
囃⼦をやって、神社の中だけを⼦どもみこしを
担ぎました。 
 
お囃子 
◎お囃⼦も以前は、いろんなところでやってい
た。ありましたよね。 
◎中川原でも⼦どもたちとは別に若連といっ
て、もう 25 年か 30年になるが、今⽉の 8 ⽇に
若連の解散式をやった。⼈が減ったので、今度
は中河原⾃治会全体の⽒⼦⾃治会と⽒⼦中⼼の
お囃⼦会ということで 1 からまとめて出直し。
それを今度始めるようになって、今度は始める
ところで 14 ⽇に⾃治会の呼びかけで、⼦どもた
ちと⼀緒にお囃⼦の練習会をやることに。た
だ、⼦どもが少ないので・・・。 
◎⼈がいなくなるから解散ということでは、伝
統が消えてしまうということで、お囃⼦の存続
ができないということで、これから若い者と⼀
緒にお囃⼦を作ってもり⽴てていかなければい
けないのではないかという⾃治会⻑さんの提案
から始まって。ではそうしようということで、
われわれもそれに賛同して、若連は解散して、
⾃治会が主体となってお囃⼦を継承していこう
ということ 
 
ぼうじぼ 
◎⾈⼾の北の⽅では、⼦ども会、育成会で⼗五
夜のときだったかな、わら鉄砲で「ぼうじぼ」
をやっている。地⾯に向けて「⼤⻨あたれ」
「⼩⻨もあたれと」「三⾓畑のそばあたれ」と
⾔いながら地域を回る。庭先でポンポンやっ
て、お駄賃をもらって帰っていくような、そう
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いう⾏事も私の⼦どものころからずっと。それ
が、私のころは⼦どももいっぱいいましたの
で、30⼈ぐらい⼀挙に回っていたのですが、今
は本当に保護者が⼊って保護者のほうが多いく
らいで、⼦どもが本当に 6 ⼈か 7⼈くらいし
か。だから、あまり活気もなくて。回ってきて
くれるのはありがたいが、ちょっと寂しいなと
いう感じがして。でも、そういうのは残してい
きたいもので。 
◎延島は下のほうでやっている。 
◎下⾼椅もやっている。 
◎冬の時期、⼗五夜と⼗三夜というのもあるん
ですよね。そういうときにやっている。 
◎わら鉄砲は、基本や各家庭で親が作って⼦ど
もにというのだったが、今は若い⼈でそういう
のができる⼈がいなくなってしまって、お年寄
りに作ってもらったりしている。でもその、お
年寄りでも、昔はしめ縄も神社にやるやつも、
地域の中でできる⽅がやってくれているんです
が、最近はやれる⼈がいなくなってしまって、
⿃居のところにさげるしめ縄なども、できたや
つを買ってきてさげるようなことになるところ
も。 
 
４：過疎化が進み、⽣活環境が悪くなってい
る状況 
 
農業の衰退・生活インフラがない 
◎⾵習が廃れていくのは、⼦どもがいないとい
うのは⼀番の原因かもしれないが、やはり昔も
⼦どもは、わら鉄砲は作れなかった。みんな親
たちが、おじいちゃん、おばあちゃんが、おば
あちゃんはやらなかったかもしれないけども、
作ってあげていた。ところが今は、⼤⼈たちも
忙しいし、⼦どもたちとなかなか関われない。
だから、そういった伝統⾏事的なものも、親が
⼦どもたちに関われないから廃れていくという
原因もあると思う。 

だって、育成会にしても PTAにしても、親たち
が⼦どもになかなか関われない時代になってき
てしまっている。そういう意味では本当に、ま
つりごとにしても、親たちが⼤⼈たちが⼤変だ
からみたいな、そういう意識が強くなってしま
っているとも私は思っているところもあるのだ
が。 
それが時代なのかもしれませんが。農村地域は
ほとんどが専業農家ばかりではなく、兼業農家
を含めると、ほとんどの家庭が農業に関わって
きた。ここは特に。それと、結城紬があったも
のですから、今でも少しは残っていますけど
も。ですから、この地域の経済は農業と結城紬
で、いわゆる農村地域としては、結城紬があっ
たことで出稼ぎに⾏ったりというのは、今もほ
とんどない地域なんですよ。ですから、経済的
には同じ農村地域の中では恵まれている地域だ
った。 
◎そういう地域柄もあった中で、今はもう農業
がご案内のように、国の政策もそういう⽅向だ
からだけども、要するに、⼤型農業、⼤型経
営、集約して、専業農家だけに農業をやらせて
いこうというような国の政策があるから、ここ
で⼟地を持っていても、その⼟地を守っていく
という、そういういわゆる⽂化というか、そう
いうそれぞれ⼟地を持っている⼈たちがそうい
う意識がなくなってきてしまっている。全部、
耕作してもらっている。そうなると、ここに住
む必要がない。⼟地があるからここに住んで、
⼟地を守ってというのが、私などはその⼝だっ
たが、そういうものだった。 
◎今はもう、⼤きな専業農家に⾃分の⼟地をほ
とんど耕作してもらってしまっていると、ここ
に住んで⼟地を守る必要もなくなってきてしま
う。そういう悪循環的なところも、この地域の
中の今の寂れていく⼀つの原因なのかなと思っ
ている。 
◎ましてここは、⽣活圏がほとんど結城なんだ
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よな。 
◎⽣活全てが、買い物もなんでも主流は結城。
ガソリン⼊れにいくのも結城。⼩⼭までは⾏か
ない。そういった環境も含めて・・・。ここが
潤っていれば、お店があれば、そんなことにな
らないんだけど。 
◎セブン-イレブンもなくなっちゃった。 
◎今のスタンドの話だけど、農協もなくなっ
た。ATMが 1台だけ残っている。今⽇も⾃治会
のいろいろ⽀払いで、農協へ⾏ってきたんです
けど。 
◎なんとか要望書を出したりして、ATMだけは
残ったが、農協もいわゆる⺠間といえば⺠間だ
けども、ここは本当に農業が多くの⽣業の地域
ですから、農協も⽀店なり出張所なり、なにか
の形で地域には残るようなことにして欲しかっ
た。ライスセンターがあるんですから。そうい
う意味では、農協は⺠間とはいえ、半分官的な
ところもあると私は思っているのだが。 
◎あと、福祉の⾯でいうと、ここの地域には医
療機関がない。ほとんど結城のほうとか、ある
いは下野市とか、そういったお医者さんに⾏か
なくてはならなくて、これから先のことを考え
ると、⾃分も年取ってきますから、そんなとき
に近くにお医者さんがいてくれて、何かのとき
にちょっとでも⾏けるとか、来てくれるとか、
そういった⽅がいらっしゃったら、すごくあり
がたいなというのはある。とても不安。 
◎お店であるのは⾷堂１軒、2軒か。あとは床
屋さんは何軒か。 
◎床屋さんは全部で４軒か。 
 
高齢者の移動や買い物の問題～社協の取り組み 
◎免許返納する⾼齢者の移動の問題もある。そ
れは絹の社協の⽅で今、検討しているのです
が、まずお年寄りで病院に⾏けない。⾏きたい
けれど、デマンドを頼んでも時間どおりに来な
かったり、何⼈か乗せないと⾏かないとか。あ

と、病院が終わってすぐに戻ってこられるので
はなくて、何⼈か乗っているので、グルっと回
ってくるから時間がかかるとか。 
あとはタクシーなどを頼むと、例えば市⺠病院
に⾏くのに 5,000円ぐらいかかるんですね。そ
うすると、診察料よりもはるかにかかってしま
う。だからばかにならないのでということで、
⼀応、社協のほうで、最初は無料ボランティア
で病院に移動⽀援をするようにしていた。かな
り今、利⽤する⽅が増えてきている。 
ただ、ボランティアで運転してくれる⽅、それ
が少ない。皆さんお勤めしているので、本当は
50 代とか 60 代とか、私などは 70を超えている
のにやっているんですけど、そのうち、逆に乗
せてもらうほうにならなくてはいけないのです
が、いまだに運転して、病院まで届けたりして
いる。そういったところもお年寄りからすると
⼼配なところがあるかなということですね。 
◎はじめは無料だったが、乗せていってもらう
利⽤者さんのほうが、タダだと申し訳なくて乗
り⼼地が悪いと⾔うんです。では、ワンコイン
の 500円ぐらいだったらどうかなというのでお
話したところ、それでも少ないくらいだけど取
ってもらったほうがありがたいというので、⼀
応 1 回につき 500円。距離はどこでも同じなん
ですが。 
◎今、それ、運転⼿が不⾜ということで。 
◎そうですよね。そうそう。 
◎今の話なんですけども。私は今⽇、たまたま
福祉協議会の総会が中央公⺠館であったんです
ね。今、話をした 500円。ガソリンは⾃分も
ち、保険も⾃分もちということで、ではそれで
やる⼈いるんですかという話になり、⼩⼭市内
だと今、8 ⼈、そんな数少ない。 
◎ええ。ただ、私どもは保険は個⼈というわけ
ではなくて、⼀応、市のほうの社協で、全て団
体に⼊ってもらっていまして、利⽤者さんもこ
ちらで⼊ってもらっているから、何かあったと
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きにはそこから出せるような形にはなってい
る。 
◎地区社協が、この地域もやってくれているの
ですが、今、⼩⼭市の地区社協は法的裏付けが
ないんです。⼩⼭市社会福祉協議会の下部組織
のような組織に地区社協もしていかないと、事
業も限られてしまうし、要するに事業できない
ですからね。そこはこれから⼩⼭のいわゆる社
会福祉協議会が、地区社協を下部組織にするよ
うな動きをしていかなくてはならないのだろう
と思っているのですが。なかなかそれが⼩⼭の
場合には・・・。 
◎地区社協は法的裏付け全くないですから。 
◎そうなんです。社会福祉法⼈を取っていない
んです。NPO組織でもないし。⾮常に⼤変な状
況の中で活動している。 
◎市の社協から⼀応、活動費ということで年間
10万ちょっとぐらい頂いている。 
◎それで結局、1 回ガソリン代といっても 500
円を利⽤者さんから頂きますけど、1 回につき
1000円にするようにして、活動費からあと半分
500円をだし 1000円という形にで 1 回につきお
⽀払いするような形に。 
◎あとは会⻑がよく市役所に会議だなんだで⾏
きますが、やはり⾞で⾏きますが、そういった
ときに、1 回につきいくらというお⾦も⼀切取
っていない。そういうのにかけてしまうと、ほ
とんど活動費がなくなってしまうので、それも
できない。そんな中で、なんとかボランティア
をやってくれる⽅の募集とチラシを出しても、
やりますよという⽅はなかなかいないですよ
ね。 
◎病院だけでなくて買い物とか、あるいは役所
に届け出に⾏くのに、やはり⾜がないから⾏け
ないので、乗せていってほしいとか、そういっ
た要望も今、利⽤していらっしゃる⽅から多く
出ている。私は⺠⽣委員もやっているのでよく
回るのですが、お年寄りからはそんな要望が出

ているが、ただ、今は病院に⾏く、送っていく
だけでも、やってくれる⼈が数⼈でやっている
ものですから、買い物も、それ以外のこともな
かなか難しいので、本当はやりたいですが、
今、病院への移動⽀援だけということで進めて
る状態。 
◎昔は移動販売も来ていた。⾖腐屋、⿂屋。刺
し⾝などは庭先で切ってくれたり。納⾖屋さん
もきていた。今は全くない。 
◎そういうことをやってくれる個⼈のお店がな
くなっちゃった。みんなスーパーばかりで、酒
屋さんがなくなり、⿂屋さんがなくなり、ガソ
リンスタンドがなくなり。農業もそうだけど、
要するに個⼈の⼩さい商売なんか、みんな淘汰
されてしまっているわけ。 
◎昔はこういう⼩さな地域にも、洋服屋さんも
あり、酒屋さんもあり、⾷堂だって何軒かあ
り、みんなそういうのがなくなってしまった。
酒屋さんはいろいろな配達までしてくれた。 
◎あと、お年寄りの中に買い物に⾏けないの
で、われわれが乗せていってあげればいいんで
しょうけど、それもできていないので、移動で
販売してくれるような、⾞でどこかのコンビニ
で始めたところがあるのですが、そういう形で
回ってくれる、そういったのができれば、また
それも⾼齢者の⽅にとってはありがたいことか
なと。 
◎全てのものを持って歩くことはできないの
で、特に必要なものを前もって注⽂を受けて、
それを配達してあげるとか、そういった形のも
のができないと、お年寄りが⼀⼈暮らしなどを
していらっしゃる⽅もいますので、⾮常にこれ
からは困ったことになるのかなと思う。 
◎今は、ほとんどが結城の店に買い物に⾏く。 
◎結城に⾏く路線バスもないから⾞が頼り。 
◎延島などは結城にも⾏きますけど、下野市が
多い。 
◎絹は、南北に⻑いからな⽣活圏も変わってく
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る。 
 
医療・病院 
◎絹の⼈が病院にいくのは、7割⽅、結城とか
下野だと思う。 
◎だから病院では、窓⼝での⼩⼭市の助成の現
物⽀給ができない。 
◎結城に⾏ってしまうとそれができない。下野
は県内だからできるんですが、結城は県外なの
で、現物給付ができないんです。これが問題。 
◎問題だよな、これがな。親御さんたちは⼤変
だ。 
◎われわれもインフルエンザの注射をやるの
に、⼩⼭だと 1500円でできるんですけど。 
◎結城だと 4000円ぐらい。 
◎差額は、改めて⼩⼭市に請求して戻ってくる
が、⾃分で申請しないといけない 
◎市内の病院だと申請しなくていい 
 
５：市街化調整区域と道路の不備で、過疎化
が進む 
 
地域に福利をもたらす道路がない 
◎農業も、今は、いちごだけではないか。 
◎あとは、ねぎ。 
◎林だったところも、太陽光が作られちゃった
り、増えてきた。 
◎かなり前から進んでいますよね。 
◎みんな林は持っていても、管理はほとんどし
ていないから。 
◎あとは、⽥園地帯といっても、⾥⼭があると
か、棚⽥があって、そういった皆さんが来て、
⾒てもいいなと思うような景⾊ではないですよ
ね。ただ⽥んぼがあるだけの話で。特別何かを
やっているわけでもないし、そういうところが
ちょっとね。昔と違ったところなんですかね。
確かに⾃然はいっぱいありますけど、⽊がいっ
ぱい⽣えているからいいというものでもない

し。 
◎この絹地区という全体的に、⽥園環境にはあ
まり向かないように思う。農業⼀本で⽣活して
いける⼟地がまずないですよね。⻄のほう、向
こうのほうの地域とは、全く別だと思うんです
ね。農業で⽣活はしていける地域ではもともと
ない。昔は先ほど出た結城紬が、機があったか
ら養蚕を含めて⽣活できていたんだけれども、
今はここで⽣活は無理ですよ。 
◎なぜかというと道路がないんです。まっすぐ
な⼤きな道路がないから、⼈が⼊ってこない
し、発展しない。 
◎市街化調整区域が⼀番原因。その調整区域を
外せば。 
◎⻄のほうへいくと⽥んぼの中にいい道路があ
ちこち。全ていい道路です。ああいう道路がな
いから、よけいこれが発展ができない。まず発
展するには道路だと思う。 
◎道路の問題と市街化調整区域の問題。 
◎ここから⻄、1kmも離れていないですよ。結
城市に茨城県に⼊るでしょう。アパートがどん
どん今は建っている。駅から近い遠いは今は関
係ない。 
◎こっちはもう全然、昔から⼀つも変わらな
い。 
◎そのまんまだ。われわれ⼦どものころと。 
◎私たちが⼦どもの頃と何が変わったかと⾔え
ば、うちが建て替わったぐらい。道路がよけい
にできたわけでもないし、病院ができたわけで
もない、分譲地ができてもアパートができても
いない。 
◎私のところは北のほうなんで、下野市にもく
っついている。あそこは道路の整備は今もやっ
ているが、住宅はどんどん増えているし、本当
にここ何年かの間にまるっきり変わってしまっ
た。 
◎こっちは、⼤型⾞が中に⼊ってこれない。 
◎うちの地区は県道はあるが、⼤型⾞は⼊れな



Ⅲ 簡易社会調査による報告   

 
 

69 

い。県道がそういう状況。 
◎⼩⼭のほうに、街のほうに抜ける東⻄の道路
は、県道は⼀本もなくて市道だけ。そういう道
路事情はこの地域は⾮常に悪いですよね。だか
ら、整備がなかなかできない。市道だから⾦が
ない。 
◎運動公園、⼩⼭⾼等専⾨学校の前の道は、こ
の地域では⾼専道路と⾔っているんですが、こ
れは⾮常に交通量が多い。でも、途中、整備さ
れていないんです。この地域だけ。 
◎結城まではいいんだけどな。⼩⼭市のほうが
駄⽬。整備されていない。 
◎これが市道なんですけど、⼩⼭市道で⼤型⾞
の交通量が⼀番多いと思うんです。50号のバイ
パスになっちゃってる。 
◎抜け道です。 
◎今はその整備を市には要望しているが。本当
は県道に格上げをしてもらえれば。 
◎あとは 11 号な。東⻄に⾛る 
◎地区のまちづくり構想の中でも、東⻄の道路
は 11 号と 19号、やはりそれの拡幅は⼊れよう
という話が出て、縦の県道がなんとか⼀本。 
◎これ、何回⾔っても駄⽬。 
◎集落が張り付いちゃっているから難しいそう
だ。 
 
市街化調整区域の弊害と上下水道の問題 
◎それに、ここは調整区域だから集合住宅はで
きない。若い⼈が⼊ってくるのも無理。⼾建て
の空き家を貸してとかというのはできるけれ
ど、貸す⽬的では新築はできない。 
◎⼀時期、下梁のほうで家ができたことがあっ
た 
◎増えたのは私の⾃治会。昔の旧家は⼤きな⼟
地を持っていて、全部宅地なわけです。そこを
結城に⼀番近いところなので、50 ⼾連担といっ
て、開発ができた。それで⼤きな宅地を分譲し
て、⼆⼗数軒ですか、平成 2 年、3 年、4 年。そ

こらへんで。 
◎そこからすると、30年ぐらいたつんですか。
空き家になっているところもあるのですが、空
き家でも新たに求めやすいわけですよ。なの
で、その空き家が逆に売却できてしまって、移
り住んできた⼈は、地域の⾏事とかにはなかな
か出てこない。 
◎空き家が増える⼀⽅ですから、その空き家の
利⽤もここの⼤きな課題だ。 
◎あと、絹のここの⼟地が買えたとして、新し
く家を建てる⼈がいるだろうか。 
◎下⽔道も⼊れないしね。 
◎ここは、集落排⽔だから⼾数が⼋⼗何⼾とか
決まっていて。 
◎ああ、決まっているからね。 
◎それ以上の能⼒がないということで、駄⽬に
なっちゃうの。集落排⽔。 
◎仮に新築して引っ越してきても、なかなか許
可になれないんだ。 
◎排⽔の処理能⼒が決まっているから。だか
ら、多くはできないんです。 
◎必ず浄化槽を設けて、そこで処理するよう
に。 
◎上⽔道は、簡易⽔道。 
◎うちのほうはみんな地下⽔を使う。 
◎悪いものが中に⼊っていたりするとまずいの
で、結構きれいな⽔はくみ出しているんです
が、時々保健所に持っていって、⽔質検査をし
てもらって。 
◎1カ⽉に 1 回やっている？ 
◎1カ⽉に 1 回ぐらいしないと、やはりどこで
染み込んでくるか分からないというのもあるか
ら。市の⽔道がこっちにきていないというのが
ね、まず危険だろうなと思う。 
◎中島は、⼾数が多いので、だからあそこは多
いので、保健所のそういった関係で飲料⽔規定
が厳しいんだって。1カ⽉に 1 回では駄⽬、週 1
回ぐらい保健所に届けているらしいよ。 
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◎それはお⾦は⾃⼰負担？ 
◎⾃治会で。 
◎それもひどいんじゃないかという話をしてい
る。 
◎個数によって違いがあって、うちは、2 年に 1
回、3 年に 1 回は 50項⽬をやるのかな。 
◎50項⽬。 
◎うん。毎年は 10項⽬だか 11項⽬の検査。そ
れは保健所でやってもらいますけど。50項⽬は
業者に委託すると 12、3万かかるんです。 
◎延島は共同⽔道が無い。 
◎各世帯で、井⼾。 
◎結構ね、いちごの農家が増えてきていて、汲
み上げるんですよ。たくさん上げられちゃうと
出なくなっちゃって、逆にもっと深くしないと
家庭の井⼾は⽔が出ない。 
◎そうなんです。何回も取り替えなくちゃなら
ない。⼤変。 
◎全体的に⽔位は下がってる。 
◎⽥川の⽔が相当少ないな、浅かったからな。 
◎悪いところばかり。 
◎うちのほうの⾃治会では、もうかなり年数た
っているんです。簡易⽔道を始めたのが早かっ
たから。そういった関係で、もういつまでもつ
か分からない状態です。 
◎1 基だけなんですか？ 
◎１基だけども、ただ、ポンプは余分にあるん
だけども。 
◎ポンプは、停電では⽌まっちゃう。 
◎モーターが動かないですから。 
◎市の⽔道は⽥川の向こうまでしかきてないか
ら、絹ふれあいの郷は？  
◎きている。ただ、⽥川を越えてないからね。 
◎⼯業団地は造成するので、⽔道を県道まで引
いている。 
◎⻄⾼椅は唯⼀、市⽔なんだ。 
◎⾼いでしょう。農家の⼈、市の⽔では⾼くて
使いきれないって⾔っていた。⽔いっぱい使え

ば、今度は排⽔にも⾦かかる。⼤変だろう。農
業は⽔がなければ仕事にならない。 
 
若い人の流出～地域活動の負担 
◎若い⼈は、結局、⼤学を出て就職は主に東京
になってしまうと、ここに戻る必要はないし、
でもここから通えるところに勤めていても、不
便なところよりはうちを作るのだったら結城に
つくってしまうとか。今はもう同居をする⼈は
本当に少なくなっていて、例えば、親と⼀緒に
といっても敷地の中に⽴てて、⼆世帯という⽣
活形式になってしまっているから。 
◎うちのほうの⾃治会では、若い⼈がいなくな
っている理由の⼀つに、⾃治会で毎年いろいろ
な役を決めていくわけですが、その役が結構多
い。若い⼈は、できるだけ、そのような地域の
役は避けたい。仕事も忙しいし、仕事を⼀⽣懸
命にやるから、地域の会合にもあまり出られな
い。しかし、⼈が⾜りないので、住んでいる限
りは無理⽮理でも何かに就かなければいけない
と、１⼈、若い⼈から決めなくてはいけないと
なったら、誰かやらなくてはならない。そうい
うことが負担に感じて、地区の外に出て、ある
程度の年になるまでは帰ってこなかったりと
か。あとは両親がかなり⾼齢になってからでな
いと来ないとか。⾃分の⼦どもがある程度⼤き
くなって⾃⽴してから、では戻ってこようかと
か、そんな感じになっちゃっている。 
◎⾃治会の総会を開いたって若い⼈はいない
し、本当にじいちゃんとかばあちゃんだけで会
議を開いているような感じ。 
◎消防団の話が出たけど、今年、消防団員への
⼿当ての補助が半分になった。 
◎この間もその集まりがあって話したときに、
それではよけい団員が集まらないという話をし
ていた。 
◎消防団も、地域によってはだんだんなくして
いく⽅向でもいいのかなと思う。消防団とし
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て、⽕の⽤⼼と⾔って回るとか、その程度はで
きるにしても、仕事をやっているときに、正規
の消防職員ではないから、⽕事があったってす
ぐに招集して来られるわけでもない。ただそこ
に消防⾞があって、それで⾒回りとか何かをす
る、休みの⽇にやるとか、そんな感じだけだか
ら、さほどの負担や仕事量はないかなと思うん
ですが。ただ、それでも負担に思っている⼈が
多いみたいで、やり⼿がないのが実情・・・。 
 
空き家への移住者が地域に馴染んでいる例も 
◎タイプにもよると思う。空き家を買って外か
ら移り住んだ家族で、お⽗さんが社交的な⼈が
いて、40 代かな、この夫婦は地域に最初から溶
け込んでいる感じで、性格的にも社交家なの
で、地域とも交流も積極的だし、消防団も⼊っ
てくれた。 
◎うちの⽅にもいるな。やっぱり空き家を買っ
て、そのうちそこに新しく家を建てて。地域と
の交流も積極的で、すぐに絹に馴染んでくれ
た。 
◎市街化調整区域でも、空き家を買って、そこ
に移住してくる事はできるわけだから。 
◎市でも空き家バンクでやっていますけども、
なかなかやはり情報が⾏き渡っていないのか
な。 
◎空き家は増える⼀⽅。新たに分譲で新しい家
ができると、その分、空き家ができてくるわけ
ですから。本当に空き家対策は⼤きな課題で
す。街中だってかなり空き家があるわけですか
らね。 
 
６：絹地区をどう活性化していくか〜都
市部との交流 
 
◎うちの近くの下野市のほうですが、農協の倉
庫だったところ、あそこをレストランにして、
地元の野菜や何かをふんだんに使ったメニュー

があったりとか、遠くからも客が来て、⾞がい
つもいっぱいなくらいに、にぎやかになってい
る。 
吉⽥村ビレッジ https://yoshidamura.com 

 
◎そういったものを誰か進めていければいいの
だが、⼝コミでおいしかったよなどということ
があれば、どんどん⼈が集まってくる時代だか
ら。 
空き家なども使って、そういったビジネスをや
ってみるとか、そういう⽅も出てくれば、もっ
とにぎやかな活性化した地域になっていくとは
思う。なかなか、やりたくても、私がもう少し
若かったらやってもいいのになと思うのだが。
延島⼩学校の跡地も、もっと若かったら買い取
って、地域の活性化のために⾃分でやってもい
いかなと思っていたのだけれど、それもかなわ
ないことになってしまった。 
◎「歳時記ウォーキング」という資料も、私た
ちは「わがまちげんき発掘事業」という事業が
ありまして、そのときにここに会⻑がいますけ
れども、⼀緒にこれは作ってきたものなんです
が、いい場所はたくさんある。でも、そこに外
部から来て、⾒に来たりだとか調べに来たりだ
とかしているのはほとんど⾒たことがない。私
も息⼦も作成に携わったが、⼀緒に回って、⼀
つ⼀つ細かく調べたりもしたんです。いいとこ
ろはたくさんある。有名なのは⾼椅神社だが、
それ以外のところでもあるのに、絹地区の中で
もそんなところがあるのかなというような感じ
で、ほとんど埋もれてしまっているような気が
する。そういったところもなんとか外部の⼈た
ちを寄せて、せっかくウォーキングのコースを
作ったわけで、そういったところに外部の⽅に
来ていただいて、楽しんで回っていただけるよ
うなものをぜひ残していきたいという気持ちが
⾮常に強くある。 
◎未来のビジョンについてというところで、都
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市部と⽥園部はこれからどんな関係をというの
ですが、都市部の⽅は⽥園のほうにそんなに来
ていると思わない。思えないんです。向こうは
新幹線に乗ればどこも、東京でもすぐ⾏けちゃ
うし。ただ、やはりにぎやかにするためには、
⼩⼭市に住んでいる都市部の⼈が⽇曜⽇とか休
みのときにこっちに来て、何か楽しんで帰って
いくとか。あとは地産地消ですね。こちらで作
っている野菜なども新鮮なものがいっぱいある
わけですから、そういうものをどこかで買って
いってくれるとか。そういった形で、市内でも
う少し交流ができるようになっていかないと、
⽥舎は⽥舎、都会は都会と線引きされてしまう
と、ますますこういうところは開けていかない
というか。明るい未来にならないというよう
な、そんな気がしている。 
（⾵景社：⼩⼭地区のインタビューでは、⾸都
圏から⼩⼭駅前のマンションに移住してきた⽅
が、地元の農産物を買ったり、いろんな楽しみ
で、絹のふれあいの郷によく⾏くとおっしゃっ
ていました） 
◎そうでしょう。あそこは、農村と町の交流と
いうことで、その⽬的で作ったところなんで
す。 
◎私は今年の寺野東遺跡の「縄⽂まつり」に担
当でちょっと関わったが、100mくらい先にあ
る思川桜、あそこへ歩いて⾏ったが、ちょっと
草が⽣えていて寂しい限り。あそこはたぶんキ
ャンプ場をやったら⼈が来ると思うのだが。 
◎担当するのがどこになるか⺠間なのかはわか
らないが、筑波⼭は⾒えるし、前はいい景⾊。 
◎景⾊いい、眺めが最⾼だと思う。 
◎茂⽊の⼭の中の⽅だって、キャンパーの若者
が来てる時代だから。 
◎昔、散歩道にするという話があったじゃない
ですか。 
◎あれは⽌まっちゃった。 
◎⽝連れて散歩する⼈もかなり来ている。公園

の中でなかなか⽝を散歩できるところがない。
あそこだけは本当に⼣⽅、朝、散歩が多い。⽝
連れて。あそこをもっと何か売り込む⽅法がな
いのかなと思う。 
 
公共施設やイベント会場を都市部に集中させな
い 
◎あとは公共の施設というか、そういう場所が
都市部のほうにばかり集中していますから、い
ろいろなところに、⼩⼭市のどこに住んでも同
じように⽣活できるように、そういった施設を
もっと分散すべきかなと思う。 
◎博物館にしても何にしても、間々⽥のほうの
あっちに⼀つだけですけども、この中にそうい
うものを作ってもいいかもしれないし、何かも
っともっと⼈が集まるような。 
◎ただ、ちょっと⼼配なのは、寺野東遺跡の縄
⽂まつりしましたけど、あそこにも展⽰してあ
る施設はあるんですけど、⾏っても⾒学に来た
⼈の名簿を⾒ても、１年に本当に何⼗⼈ぐらい
しか来ていないようなところ。場所もよく分か
らないような状態で。ああいう状態になってし
まったら、せっかくそういう施設を作っても意
味がなくなってしまうのですけど。もうちょっ
となにかそういった施設を、公共の施設を、な
かなかこういう農村地帯に作っていくのも⼤変
かもしれないんだけど、⼈が交流するためには
やはりそういったものがないと、こちらがただ
⾏くだけ、向こうからは来ないというのだと、
お互いがそのよさが認められないのではないの
かなと思う。 
◎花⽕を思川のほうでやっていますが、あれを
3カ所に分けてやったんですが、ああいう形で
やると、またこちらのほうの⼈は、あれで結構
⾒に⾏ったり何かしていましたけど。 
◎あの花⽕は⼈気あった。どこへ⾏ってもあれ
はよかったよかったと。結局、年寄でも今まで
は⾏けない⼈が⾒られたわけ。それがよかった
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と、あの花⽕⼤会は評判よかった。 
◎今の話のように、いつも同じ場所でやるので
はなくて、今年は向こうの思川の⻄のほうと
か、今度は東のほうでやろうとか、そういった
場所をいくつか作っておいて、ローテーション
でやっていくのもいいことだと思う。 
◎きぬの⾥という⽼⼈施設があるのですが、そ
の少し奥のほう、⽵やぶになっているんです
が、こんもりとした古墳らしきものがある。そ
れを調査に⾏ったが、あそこは⽵やぶになって
しまってもう相当根が張ってしまっています
が、かなり珍しい上円下⽅墳といって、下が四
⾓で上がマルになっているそういう形の古墳な
んですね。⾼椅神社の前⾝というか、⼤元があ
そこにあって、それでこちらに移したという説
もある。掘り出すと何か残っている可能性もあ
るので、なんとかちゃんと調査ができないもの
か。 
◎中河原と福良橋では、どんど焼きもやってい
る。うちの⽅では、10⽉にわら集めをやって、
今、わらを保管してあるが。ついた餅を各家庭
に 5個ずつ配って餅を持ってきて焼いて⾷べて
病気にならないようにということをやってい
る。コロナを早く退治しましょうということ
で、そういう趣旨を持って今、どんど焼きをや
っている。うちのどんど焼きは今までは育成会
が主体でやっていたが、育成会が⼈数が少なく
て、育成会ではできなくなってしまった。今、
ここ４年ぐらいは、5 年かな、まちづくりが中
⼼となってやっている。 
今は、思川でも、どんど焼きやっている。どん
ど焼き。あれは前の市⻑が、うちの地区へどん
ど焼きを⾒に来て、それで思川の道の駅のどん
ど焼きが始まった。うちのほうは昔から、われ
われは⼦どものころからどんど焼きをやってい
たから。かなり⻑い伝統がある。 
◎この前、市⺠フォーラムというのがありまし
て、市⻑さんをはじめ、部⻑さんたちがいらっ

しゃったんですが。最後に市⻑さんのお話があ
って、その中で⾮常に印象的だったのが、地域
でこうしてほしい、ああしてほしいという要望
をだけ出すのではなくて、私たちもこういう地
域にしたいという努⼒をしているから、なんと
か市のほうでも協⼒してほしいという要望の仕
⽅はいいけれども、ただ、これをやれ、あれを
やれと⾔うだけでは、難しいと、そういった類
いの話をなさったと思うんですね。私は全くそ
のとおりで、その気持ちはあっても、みんなが
⼀つになってこうしたくて今はこういう努⼒を
みんなでやっているから、なんとか助けてくだ
さいとか、そういったものがないと、なかなか
達成しないと思う。市⻑さんはいいことをおっ
しゃったなと思って。私は最後のまとめでそう
いうお話が聞けたので、今後本当に地域のみん
なが、このままだったら⼤変な地域になってし
まうという危機感を持って、本当に頑張ってい
かないとならないのかなと痛切に感じました。 
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3-2 アンケート調査結果（概要と考察） 

 
絹地区で実施したアンケートについて、ここで

は、主要な設問の結果について概要と考察を掲載
する。設問内容によっては、既に調査を終了した
他地区の結果との⽐較も⾏う。 
 質問票と、単純集計・クロス集計の詳細、⾃由
記述を書き出したデータは別添資料（アンケート
集計結果報告書）に掲載する。 
 
回答数/回答率について（再掲） 
・紙の調査票による回答：948 
  調査票での回収率：70.0％ 
・インターネット回答：21 
・合計 969 件の回答 

   
 
１：回答者の属性について 
 
1-1 設問【１】の集計結果 
 
-1 性別 
男性 62% :604 名    ⼥性 31% ︓297 名 

その他 2 名 無記⼊ 66 名  無効 0 
 
-2 年代 
70 代以上 42% 406 名 

70% 
60 代 28% 268 名 

50 代 17% 165 名 
24% 

40 代 ７％ 66 名 

30 代 2% 20 名 
8% 

20 代以下 6% 43 名 

無記⼊ 34 名  無効４名 

 

 

 

 

 
 
 
-3 世帯⼈数（回答数が多い順） 
2 ⼈世帯  30% 294 名 

4 ⼈以上世帯 28% 265 名 

3 ⼈世帯 21% 204 名 

本⼈１⼈世帯 14% 137 名 

無記⼊ 24 名 無効 0 名 

 
-4 職業（回答数が多い順） 
無職 38% 364 名 

会社員 24% 226 名 

パート/アルバイト 12% 117 名 

⾃営業 7％ 69 名 

農業（専業） 7％ 67 名 

農業（兼業） 4% 42 名 

公務員 2% 19 名 

団体職員 1% 9 名 

学⽣ 0％ 1 名 

その他 13 名、無記⼊ 39 名 無効 12 名 

調査票での「無職」の表記は、「無職（退職者・主婦・ 

主夫等含む）」 

 

-5 お住まいの⼤字  
-6 地域活動の経験 
＞別添資料（アンケート集計結果報告書）に掲載 
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●出身地別の内訳 

集計結果を、⽣まれた県や市町でまとめ、その
割合を⾒ると、このような内訳になる。 
栃⽊県外で⽣まれた 15% 

23% 
栃⽊県内の他の市町で⽣まれた ８% 

⼩⼭市で 

⽣まれた 

他の地区 ７% 
72% 

絹地区 65% 

 
●コメント欄の記述 

 絹地区に他所から移り住んで来た⼈やUターン
した⼈には、コメント欄にその理由を記⼊しても
らった。（コメント回答 156 件） 
主な理由を表に挙げ、コメント欄の記述から⼀部
を紹介する。 

コメント要旨 回答件数 

①実家や親との関係で 55 

②結婚に関する理由で 43 

③仕事の関係で 32 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●絹地区へ UI ターンした人の記入コメントより 

①実家や親との関係で 

◎親に強く⾔われた ◎親が⾼椅に⼟地があった
為そこに家を建てた ◎親の⾯倒をみる為 ◎
両親が亡くなり実家が無⼈となってしまったため 
◎親や親類からの圧⼒ ◎親の介護のため。 
②結婚に関する理由で 
◎結婚した夫が絹地区在住だったから ◎⼩⼭市
内の職場で、結婚を機に妻の実家の隣に家を建て
絹地区に移り住んでいる ◎結婚し、⻑男だった
ため実家に戻った ◎⻑男であり、家を守ってい
くため 
⑤その他 
◎延島地区内の中古⼾建が売りに出ていて、それ
を購⼊したのがきっかけです ◎⽥園環境が良い
から ◎不動産ネット検索 ◎⼟地が安く、住み
やすい ◎中古住宅を購⼊ ◎住みやすいと考え
た ◎⾃然の多い所をさがして良い所があった為 
◎⽼後はのんびりした⽣活をと⽥舎暮らしを所望 
◎環境及び経済的理由 ◎広い敷地に住むため 

-7 絹地区との関わり〜回答が多い順（選択肢から選ぶ⽅式）    無記⼊ 47名、無効 7名      
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

絹地区で⽣まれて、⼀度も地区外で住むことなく、今に⾄る。383 名（40%） 

----------------------------------------------------------------------------------- 

絹地区で⽣まれて、就職のために地区外へ出て、戻った。   136 名（14%） 

------------------------------------------------------------------------------------ 

絹地区で⽣まれて、進学で地区外へ。のちに戻った。     66 名 （7%） 

------------------------------------------------------------------------------------ 

絹地区で⽣まれて、進学、就職で地区外へ。のちに戻った   37 名 （4%） 

------------------------------------------------------------------------------------ 

⼩⼭市の他の地区で⽣まれ育ち、絹地区に移り住んだ。    68 名 （7%） 

------------------------------------------------------------------------------------ 

栃⽊県内の他の市町で⽣まれ育ち、絹地区に移り住んだ。    81 名 （8％） 

----------------------------------------------------------------------------------- 

栃⽊県外で⽣まれ育ち、絹地区に移り住んだ。              144 名（15%） 

------------------------------------------------------------------------------------ 

 
絹地区に移り住んだ/戻った⽅の理由（コメント回答 156 件） 
①最多「実家や親との関係で：55 件」（⻑男だから・家業を継ぐから・親の⾯倒を⾒るため）など 
②次に「結婚のため：43 件」（夫の実家に⼊った・絹地区の⼈と結婚して、など） 
③その次「仕事関係の理由で：32 件」（就職先が⾃宅から通勤可能だったのでそのまま⾃宅に）など 他：
「⼟地が安くすみやすい」「中古住宅を購⼊」「⾃然の多いところを探して良いところがあった」など 
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1-2 集計結果より 
 
●主たる回答者像について 
 絹地区も含めた調査地域を、A：⽥園地帯（⾃治
会回覧を通してアンケート実施）、B：都市化が進
⾏している地域（無作為抽出の郵送アンケート調
査）に分けて、回答者の属性を⽐較すると、下の
表の通り。   
  A の地区では⾃治会からの回覧物は昼間に⾃宅
にいることも多い 60 代以上の⽅が対応すること
が多くあり、回答者の年齢層の分布に反映されて
いると推察する。 
  Bの３地区では（「北中」は⼤⾕北部・中部地区）、
回答者の属性がほぼ同じような傾向があるが、地
区との関わりを⾒た場合、県外出⾝者の割合が、
⼩⼭地区＞⼤⾕北中部＞桑地区という順になり、
⼩⼭地区と桑地区では 20％の差異がある。桑地区
は、市街化区域が⼀部にあり喜沢と⽻川の住宅地
もあるが、全体としては⼈の流⼊や動きがさほど
多くない⽥園地帯の特質も併せ持つことの現れだ
と推察できる。また、絹地区は、その桑地区と隣
接し、桑絹村、桑絹町を経て⼩⼭市に合併された
経緯があるが、簡易社会調査の結果では（絹地区
の⽅が⾼齢者の回答が多いという違いはあるが）、
絹地区の過疎化への深刻さがより浮き彫りにされ
ている。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

●地区との関わり〜地区ごとの人口ビジョン検討 
 設問【１】の問(7)では、U ターンまたは、Iタ
ーンで移り住んだ⼈に対して、「その地区に戻って
きた/移り住んだ」理由について、⾃由記述で記⼊
する欄を設けており、そこからは、前ページで書
き出しているような、地区ごとの特性がある。 
 今回の絹地区と⼤⾕南部地区は、U ターンの理
由としては「家・親」との関係性に関する理由が
多い。また、地縁や⾎縁がない中で地区ごとの特
性や、地区間での差異を整理していくことは、今
後、地区ごとの未来ビジョンを策定していく際に、
そのベースとなるはずの「地区ごとの⼈⼝ビジョ
ン」検討の⼿がかりになると考える。 
 絹地区のように、グループインタビューでも市
街化調整区域であり新しい住宅を⾃由に⽴てるこ
とができない。それでも I ターンで、売りに出さ
れた空き家を購⼊して移り住む⼈はいて、地域に
とけ込み絹地区での⽣活を楽しんでいる様⼦がア
ンケートのコメントやグループインタビューから
窺える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 A︓⽥園地帯︓⾃治会回覧 B︓都市化進⾏︓郵送 

⽣井 豊⽥ ⼤⾕南 絹 桑 北中 ⼩⼭ 

男性 

⼥性 

65% 

27% 

62% 

33％ 

66% 

27% 

62% 

31% 

38% 

55% 

46% 

50% 

45% 

52% 

60 歳以上 

30 歳以下 

75% 

 2% 

68% 

 5% 

69% 

4% 

70% 

3% 

39% 

24% 

33% 

26% 

46% 

18% 

地区出⾝ 

県外出⾝ 

66% 

11% 

60% 

10% 

62% 

13% 

65% 

15% 

19% 

36% 

14% 

50% 

17% 

58% 
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２：⽣活圏について 
 
2-1 設問【２】の集計結果 
 
選択肢から１つを選ぶ 
-１仕事や学校へ通っている地域 

-２⽇常的な買い物や⽤事で出かける地域 
 
-1 仕事や学校へ -2 ⽇常的な買い物等 

⾏先 回答数 ⾏先 回答数 

絹地区 248 茨城県結城市 654 

県内の他の市町 84 ⼩⼭市・駅⻄ 70 

茨城県結城市 78 県内の他の市町 61 

⼩⼭地区・駅⻄ 63 茨城県（結城以外） 19 

茨城県（結城以外） 48 ⼩⼭地区・駅東 17 

⼩⼭地区・駅東 30 絹地区 10 

宇都宮市 23 ⼤⾕北中部 10 

⼤⾕北中部 17 桑地区 7 

桑地区 14 宇都宮市 4 

東京都 7 東京都 2 

穂積地区・中地区 6 間々⽥地区 1 

埼⽟県 6 ⼤⾕南部 1 

間々⽥地区 4 群⾺県・千葉県 1 

豊⽥地区 3 穂積・中地区 ０ 

⼤⾕南部地区 2 埼⽟県 0 

群⾺県・千葉県 2 豊⽥地区 ０ 

寒川・⽣井地区 1 寒川・⽣井地区 ０ 

その他 16 その他 ４ 

-1 無記⼊ 314 無効 3         -2 無記⼊ 96 無効 12 

 

2-2 集計結果より 
 
 先に調査を終えた、お隣の「桑地区」では、⽇
常的な買い物や⽤事では、無記⼊と無効を除く回
答者の 50.7%が「桑地区」を挙げている。絹地区
の場合、「絹地区」を挙げているのは、わずか「1.2％」
であり、お隣の「結城市」と回答した⼈が 76.3% 

 
 
選択肢から２つを選ぶ 
-３休みの⽇に「特別な買い物」「会⾷」「イベント」 
等でよく出かける地域  

-４休みの⽇に「⾃然の中でリフレッシュ」「アウ 
トドアスポーツ」等で出かける地域 
 

-3 特別な買い物や会⾷等 -4 ⾃然の中で・・・ 

⾏先 回答数 ⾏先 回答数 

茨城県結城市 425 県内の他の市町 286 

⼩⼭市・駅⻄ 363 茨城県（結城以外） 176 

宇都宮市 209 絹地区 126 

県内の他の市町 190 茨城県結城市 122 

⼩⼭市・駅東 112 ⼩⼭市・駅⻄ 79 

茨城県（結城以外） 94 宇都宮市 78 

東京都 52 群⾺県・千葉県 49 

絹地区 25 桑地区 46 

埼⽟県 22 ⼩⼭地区・駅東 37 

⼤⾕北部中部 19 埼⽟県 18 

桑地区 18 東京都 16 

群⾺県・千葉県 12 ⼤⾕北部中部 7 

間々⽥地区 2 間々⽥地区 7 

⼤⾕南部地区 2 ⼤⾕南部地区 4 

豊⽥地区 2 穂積・中地区 2 

穂積・中地区 1 寒川・⽣井地区 1 

寒川・⽣井地区 0 豊⽥地区 0 

その他 27 その他 69 

-3 無記⼊ 141 名 無効 1 名   -4 無記⼊ 339 名  無効 0 名 

 

 

にのぼる。 
また休みの⽇などの特別な買い物や会⾷で訪れる
「県外の市町」の回答者のコメントによると、上
位は（下野市：33名、真岡市：13名、佐野市：12
名）、アウトドアの余暇の⾏先は（⽇光市：39名、
那須町：33名、下野市：28名）である。 
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3-1 設問【3】の集計結果 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３：絹地区の地域資源への認知度・関⼼度 
 

 

A認知度を把握する 
⑴地区のなりたちの歴史や、近隣に残る城跡や神社や寺の歴史、由緒、祭り等を知っていますか？ 
⑵地区にある公園、街路樹、平地林などについて知っていますか？ 
⑶地区内の農業についてどのような地域でどのような農業が⾏われているか知っていますか？ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

B関⼼度を把握する 
⑴地区のこのような歴史、祭り、伝統芸能に関⼼がありますか？ 
⑵地区に残る⾃然環境に関⼼がありますか？ 
⑶地区の農業に関⼼がありますか？ 
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●年代別の集計結果  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
3-２ 集計結果より 

⑵絹地区の公園、街路樹、平地林などについて (無記⼊、無効の数値は表に含まない) 

 
知っている 知らない  関⼼がある 関⼼がない 

よく まあ あまり 全く とても まあ あまり 全く 

 

全世代 

43% 51% 55% 38% 

6% 37% 44% 7% 10% 45% 31% 7% 

20 代 33% 17% 33% 0% 0% 33% 33% 17% 

30 代 35% 55% 10% 0% 10% 55% 25% 10% 

40 代 2% 27% 55% 17% 5% 45% 39% 11% 

50 代 4% 30% 56% ８% ７% 42% 39% 9% 

60 代 3% 43% 46% 4% 7% 46% 38% 6% 

70 代〜 10% 43% 37% 5% 14% 48% 28% 4% 

 
⑶絹地区の農業について (無記⼊、無効の数値は表に含まない)                        

 
知っている 知らない  関⼼がある 関⼼がない 

よく まあ あまり 全く とても まあ あまり 全く 

全世代 56% 39% 48% 46% 

12% 44% 33% 6% 10% 38% 38% 8% 

20 代 17% 50% 17% 0% 0% 33% 50% 0% 

30 代 ５％ 45% 30% 20% 5% 40% 40% 15% 

40 代 ３％ 45% 39% 11% ５％ 33% 48% 12% 

50 代 7% 45% 35% 11% ８％ 36% 38% 16% 

60 代 11% 42% 38% 6% 8% 38% 40% 10% 

70 代〜 18% 46% 31% 2% 14% 42% 36% 3% 

4 

⑴絹地区の歴史や寺社、城跡、祭りについて （無記⼊、無効の数値は表に含まない        

 
知っている 知らない  

 

 

 

 

 

 

 

 

関⼼がある 関⼼がない 

よく まあ あまり 全く とても まあ あまり 全く 

全世代 47% 48% 51% 42% 

６％ 41％ 42% 6% 7% 44% 36% 6% 

20 代 0% 50% 17% 17% 0% 33% 50% 0% 

30 代 32% 58% 11% 0% 5% 40% 45% 10% 

40 代 ６％ 26% 52% 17% 5% 32% 48% 15% 

50 代 ２％ 33% 53% 10% 4% 40% 42% 12% 

60 代 3% 43% 46% 4% 7% 46% 38% 5% 

70 代〜 10% 48% 35% 2% 9% 50% 31% 3% 
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●他の地区との比較 
 
  
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
各地区で回答者の年齢構成が異なる（註＊）の

で⼀概には⽐較できないが、絹地区では、歴史、
⾃然、農業のどれにおいても他地区に⽐べ、地域
のことを知り関⼼がある⽅が多い結果となってい 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
ます。また⑴の歴史的史跡について関⼼度も認知
度も⾼い結果となっていることは、後述の設問【４】
（地区で⼤切に守りたいもの）の結果とも繋がり
ます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 豊田 小山 大谷北中 大谷南 桑 絹 

⑴歴史 認知度 52 27 11 29 15 47 

関心度 50 54 33 34 38 51 

⑵自然 認知度 40 39 29 39 28 43 

関心度 45 65 48 48 57 55 

⑶農業 認知度 37 25 18 49 25 56 

関心度 57 51 34 45 43 48 

 

＊上表についての補⾜ 

・数字の単位はパーセント（%） 

・認知度は「よく知っている」と「まあまあ知っている」の合計 

・関⼼度は「とても関⼼がある」「まあまあ関⼼がある」の合計 

・⼩⼭地区の⑶農業は、⼩⼭地区ではなく市域全体の農業について尋ねている。 

・地区名欄が⽔⾊の地区は無作為抽出の郵送アンケートにより各年代が満遍なく回答しています。 

 それ以外の３地区は、⾃治会回覧により、郵送の地区に⽐べて若年層の回答は少なくなっています。 
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４：解消したい困りごと 
 
４-1 設問【４】の集計結果 

 
質問「あなたが「無くしたい」「解消したい」「解 

決したい」と考える絹地区の困りごとは、どんなこ 
とでしょう？」̶̶  事前に⾃治会⻑の皆様への説 
明時にご相談して設定した選択肢を⽤意し、その中 
から３つ選んで回答する設問とした。 
 
●回答が多い順（数字は回答⼈数・無記⼊などは不記載） 

１公共交通の不便さ・・・ ・・・・・・・・・343 
２買い物の不便さ・・・・・・・・・・・・・・322 
３⼈⼝減少・・・・・・・・・・・・・・・・・237 
４空き家・空き地の増加・・・・・・・・・・・203 
５医療機関の不⾜・・・・・・・・・・・・ 176 
６農業の担い⼿・後継者不⾜・・・・・・・・ 175 
７地域活動の担い⼿、後継者不⾜・・・・ ・169 
８昔からの⾵習・・・・・・・・・・・・・ 158 
９地域の集まりや寄り合い・・・・・・・・ 126 
10 道路（幅の狭さ・繋がり具合）状況の悪さ・・98  
11 ⼦どもが外遊びできる場所の減少・・・・・・61 
12 地域でのコミュニケーションの不⾜・・・・・  51 
13 選択肢が少ない教育環境・・・・・・・・・ 49 
 

  
 
10交通渋滞・・・・・・・・・・・・・・・85 
11路上などのゴミや⼩⾒出しマナーの悪さ・810 
12 ⼈⼝減少・・・・・・・・・・・・・・・・65 
13 選択肢が少ない教育環境・・・・・・・・・61 
14 選択肢が少ない働く場所・・・・・・・・・58 
1 

   
 

 
 
 

 
 
13 台⾵や⼤⾬による被害（道路の冠⽔など）・ 49 
14 祭りや伝統芸能の担い⼿・後継者不⾜・・・46 
15 選択肢が少ない働く場所・・・・・・・・  43 
16 路上のゴミやゴミ出しマナー・・・・・・・32 
17 治安の悪化・・・・・ ・・・・・・・・ ・25 
18 騒⾳などの住環境への影響・・・・・・・・19 
19 交通渋滞・・・・・・・・・・・・・・・・10 
その他・無記⼊・無効は記載していない 

 

●ジャンル別の割合 
その他と無記⼊を除いた選択肢を、５つの領域

に分けて全体に占める割合を⽰す。 
 

1 ⽣活環境に関すること 33.2% 
2 ⼈⼝減少担い⼿・後継者不⾜ 26.8.% 
3 交通や移動に関すること 20.9% 
4 地域コミュニティに関すること 14.3% 
5 教育環境や就労に関すること 6.5% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年代別の集計結果（選択肢の⾔葉は⼀部省略または⾔い換え。全年代で上位項⽬は⾚、年代で差があるものを⻘・他にしている） 

20 代  ６名 30 代 20 名 40 代 66 名 50 代 165 名 60 代  268 名 70 代以上 406 名 

１買い物の不便さ               

２地域の担い⼿不⾜           

２農業の後継者不⾜        

２祭りの担い⼿不⾜  

２地域の集まり          

２昔からの⾵習              

２住環境への影響        

２外遊び場の減少     

２医療機関の不⾜     

２公共交通が不便 

       

1 公共交通が不便            

2 外遊び場の減少     

2 買い物の不便さ             

3 地域の集まり          

3 昔からの⾵習              

4 地域の担い⼿不⾜    

4 限られた教育環境         

4 道路状況の悪さ 

5 空き家・治安、道路

の冠⽔など同数 

1 地域の集まり          

2 買い物の不便さ              

2 公共交通が不便                                 

3 昔からの⾵習                          

3 医療機関の不⾜                         

4 ⼈⼝減少                               

4 外遊び場の減少         

5 地域の担い⼿不⾜          

6 道路状況の悪さ   

   

１公共交通が不便                      

２買い物の不便さ                       

３⼈⼝減少                

４昔からの⾵習             

５地域の集まり               

５空き家・空き地               

６医療機関の不⾜                        

７地域の担い⼿不⾜          

７農業の後継者不⾜        

８道路状況の悪さ               

１公共交通が不便                      

２買い物の不便さ                        

３⼈⼝減少              

４空き家・空き地              

５農業の後継者不⾜             

６地域の担い⼿不⾜    

６昔からの⾵習                       

７医療機関の不⾜             

８地域の集まり        

９道路状況の悪さ 

１公共交通が不便                    

２買い物の不便さ                        

３⼈⼝減少            

４空き家・空き地          

５農業の後継者不⾜             

６地域の担い⼿不⾜     

７医療機関の不⾜             

８昔からの⾵習                          

９地域のコミュ不⾜     

９道路状況の悪さ 
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４-2 集計結果より 
 
困りごとの上位７項⽬をみても、県内の中⼭間 

地と同じような項⽬が並び「過疎地が進⾏してい
る」現実が浮き彫りになる。地域住⺠の皆さんに
とっては切実な問題ばかりである。 
 中⼭間地であれば、農業関係などでの国からの
助成や⽀援制度も少なくはないが、「栃⽊県２位の
⼈⼝の都市の中の平場の農村地帯」として、同様
の問題を抱えながらも、⻑年、さまざまな問題が
解決の⽷⼝を持たないまま来てしまっている状況
が、簡易社会調査のグループインタビューでも伺
える。 
 
以下に、設問【４】の⾃由記述に寄せられたコメ
ントの⼀部を紹介する。 
-- 
⑴ 移動の問題と⽣活の不便さ（公共交通・道路状
況・渋滞・買い物の不便さ・医療機関の不⾜） 
◎公共交通機関に関しては、将来⾃分で⾞の運転
が出来なくなった時に、このままだと買い物も病
院にも⾏かなくなってしまうのが⼼配です。デマ
ンドバスもありますが、今よりさらに気軽に簡単
に利⽤できる仕組みの公共交通機関があると安⼼
できると思います ◎（３つまで選ぶとあるので）
絞り込みに苦労しました。問題が多いかと。無医
村、交通⼿段の不⾜、⾼齢になっても免許返納は
できません ◎近所のコンビニがなくなってしま
い、⼦供達が安全に買い物に⾏ける場所がなくな
った ◎デマンドタクシーの⾏き先を⾃由にして
ほしい ◎絹地区に循環バスが来ない。結城駅ま
で⾏ければいい。そうすれば⾞を使わず⼩⼭駅ま
で⾏ける ◎⾼齢化に応じた対策をお願いしたい。
デマンドバス…いいようで良くない。前⽇予約制
というのは利⽤者からはいかがなものか 
 
⑵ ⼈⼝減少と地域コミュニティ、空き家・空き地
の増加、担い⼿不⾜、後継者不⾜ 

◎農業振興地域であることから、市街化調整区域
であり、宅地開発どころか既存の宅地にも⾃由に
家が建てられないなど、後継者の定住や新規参⼊
者が制限されて⼈⼝増加を阻害している ◎⽔道
料⾦、⾃治会費、祭費、お札費等の個別集⾦の回
数が多く、⼟・⽇にするため、休養の時間が減少
してしまう。(また、⾃治会費 18000円／年の負担
は重すぎると思っています) ◎地域に関⼼がう
すれる中⾼齢化も進み、⾃治会として苦労が多く
なっている為、役員を選抜するのがとても⼤変 
◎班が多く、年寄りしかいないので若⼿の仕事が
増える。なので班を少なくしてほしい ◎集まり
が多いと若い⼈達はこなくなってしまいます ◎
数年後には⾃治会が成り⽴たない。若い⼈が戻っ
てこない  
 
⑶ 総合的なご意⾒ 
◎農業の後継者が無く、耕作放棄地が増え、景観
も悪化していくのではないか。⾼齢化、独⾝者の
増加で近い将来に空き家になりそうな家も多い。
交通の便が無いので、⼦どもが⾼校進学すると、
親の送迎が必要になるため、フルタイムで働くこ
ともできない。進学以前に、塾の送迎などもある。
地域の⼩学校も廃校になり、⼦育て世代も地域に
居住しなくなっている。住⺠は減少しているが、
地域の⾃治会などの役割の負担が都市部に⽐べて
圧倒的に多く、地域に残るのを敬遠する理由の⼀
つになっていると思う。全てが悪循環で、環境の
悪化と⼈⼝減少はますます進みそう。⾃⾝の⽼後
を考えたとき、ここに残る選択をとるかどうかも
わからない ◎JR ⼩⾦井駅まで出るための交通
⼿段が無い、農業後継者がいない、耕作放棄地増
加、⾼齢化、役割負担の強制などムラ社会の暮ら
しにくさなど、⼦育て世代から敬遠され、未来が
無い。将来の⾷料の安全保障を考えると、この地
域で若い世代に農業をして貰えればと希望します。  
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５：⼤切に守り継ぎたい地域の宝 
 
5-1 設問【5】の集計結果 
 
 質問「あなたが「⼤切に守っていきたい」と考え 
る絹地区の⼩さな⾃慢は何でしょう？」 
設問【４】と同様に選択肢を⽤意し、その中から３ 
つ選んで回答。 
 
●回答が多い順（数字は回答⼈数） 

１地域に残る歴史ある史跡、神社やお寺・・ 444  
２地域の農業・・・・・・・・・・・・ ・・241 
３消防団や⾃治会など地域の互助活動・・・ 239 
４各地域に残る祭りや⾵習、伝統芸能・・・ 191 
５街路樹や公園、平地林などの⾃然・・・・・142 
６各地域に残る歴史ある建物や古⽊・・・・ 130 
７まちなみや景観・・・・・・・・・・・・ 112 
８交通の利便性・・・・・・・・・・・・・  94 
９買い物の利便性・・・・・・・・・・・・・86 
10公⺠館で⾏われる祭りやイベント・・・・・78 
11趣味やスポーツの地域のサークル・・・・・75 
12 地域の商業・・・・・・・・・・・・・・・23 
13 地域の⼯業・・・・・・・・・・・・・・ 11 
その他・無記⼊・無効は記載していない 

１ 
 
 
 
 
 
 
 

地域に残る歴史ある史
跡、神社やお寺・・・・
164 

２消防団や⾃治会活動など助け合い活動・・・・
122 

２街路樹や公園、平地林など然・・・・・・122   

●ジャンル別の割合 
その他と無記⼊を除いた選択肢を、６つの領域 
に分けて全体に占める割合を⽰す。 

歴史的な地域の資源     41.0% 
地域コミュニティの繋がり 21.0% 
地域の産業（農業単体で 2 位） 14.7% 
利便性が良いこと 9.6% 
地域に残る⾃然環境 7.6% 
地域の景観 6.0% 

 
●その他について 

その他を選択した回答が 31 件。コメント欄に具
体的な記載があったものを掲載する。 
◎結城紬（７件）◎⾃然豊かでのんびりした空間、
それでいながら少し⾜を延ばせば利便性を受けられ
る環境 ◎⾃然災害の少なさ ◎地域の⼈々のつな
がりの強さ。⾃然の豊かさ ◎⾃治会活動のみ ◎
地域で学校活動を⽀援◎すてきな⼦供たち ◎⼦供
達の素直さ◎直売所のイベント（絹ふれあいの郷） 
◎農産物の⾷味 
 
調査票作成者としては「結城紬」は選択肢の「地
域に残る⾵習や伝統芸能・・」に含めているつも
りであったが別に選択肢を⽴てるべきであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年代別の集計結果（選択肢の⾔葉は⼀部省略または⾔い換え。全年代で上位項⽬は⾚、年代で差があるものを⻘・他にしている） 

20 代  ６名 30 代 20 名 40 代 66 名 50 代 165 名 60 代  268 名 70 代以上 406 名 

１史跡、神社やお寺     

１歴史ある建物や⽊    

１地域の農業                 

１地域の商業                  

２助け合いの活動    

２残っている⾃然 

２地域の⼯業       

１史跡、神社やお寺     

２祭りや伝統芸能      

２まちなみや景観               

２地域の農業                 

２残っている⾃然  

３歴史ある建物や⽊       

４助け合いの活動   

５地域の商業     

１史跡、神社やお寺    

２まちなみや景観               

３残っている⾃然 

４地域の農業          

５歴史ある建物や⽊       

６祭りや、伝統芸能      

７交通の利便性               

８買い物の利便性               

９公⺠館イベント      

10 地域のサークル     

１史跡、神社やお寺     

２残っている⾃然 

３地域の農業                             

４歴史ある建物や⽊       

５まちなみや景観             

６祭りや伝統芸能      

７助け合い活動   

８買い物の利便性               

９交通の利便性               

10 地域のサークル             

１史跡、神社やお寺    

２地域の農業                 

３助け合いの活動   

４祭りや伝統芸能      

５残っている⾃然 

６歴史ある建物や⽊       

７まちなみや景観               

８公⺠館イベント     

８交通の利便性                

９買い物の利便性                  

１史跡、神社やお寺    

２助け合いの活動   

３地域の農業                 

４祭りや伝統芸能     

５交通の利便性                

５買い物の利便性             

６地域のサークル     

７歴史ある建物や⽊      

８残っている⾃然 

９まちなみや景観                      
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5-2 集計結果より 
 
  設問【４】では、絹地区の切実な状況が浮き彫
りになっているが、その⼀⽅で、地域の⽅達は、
先⼈達が残してくれた絹地区の宝を⼤切に継承し
ていこうという思いが強くあることが、この結果
から⾒えてくる。年代を問わず、上位に地域に残
る史跡や寺社、地域の農業を守っていこうという
意思が表れていることも特筆すべきことと考える。 
以下に、設問【5】などの⾃由記述に寄せられたコ
メントの⼀部を紹介する。 
- 
⑴ 歴史ある史跡、寺社、⾵習、伝統芸能など 
◎昔からの伝統を守りつつ、新たな取り組みも必
要ではないかと思います。新しいことも受け⼊れ
つつ、伝統を守る地域の取り組みを ◎結城紬関
係で絹地区をもう少しアピールしても良いと思い
ます ◎結城紬が盛んだったこと ◎結城紬の保
存はなんとしても必要 ◎寺野東遺跡が⼩さな⾃
慢 ◎⾼椅神社の歴史及び神楽 ◎⾼椅神社は地
域の宝である。どのような形になっても引き継い
でいくべきだと思う ◎選択肢（各地の祭り、伝
統芸能や⾵習）の項⽬を選択したかったが、⼈材
不⾜等でほとんど伝承されていないのが現状  
 
⑵ 地域の農業 
◎絹地区の農家の⽅もいちごや⻨などの⽣産に⼒
を⼊れていると思うので、それらの知名度がもっ
と⾼くなると嬉しいです ◎⾃慢できるのは⽥園
⾵景くらい 
 
⑶ 地域のコミュニティ〜消防団や⾃治会活動な
ど助け合いの活動 
◎年輩の⽅の優しさ ◎過去に絹地区を守り、育
んできた諸先輩⽅のご苦労を思うと⼤事にしたい
と思います ◎⼈柄の良さが保たれるといい ◎
⾃治会内での⾒守りが充実している→家族・⽼⼈
の⾒守り、⼦どもの登下校の⾒守り等に協⼒的 

◎⾼齢者世代が元気で活発なことは良いが、コミ
ュニケ―ションの場に成⼈した⼦供世代を出さな
い⾵潮が有り、壮年から下の世代のリーダー育成
が出来ていないと感じる。ゆえに、壮年から下の
⼦供世代の転出が多く、⼈⼝減少につながってい
ると思う。もう少し、世代別でのイベントが有っ
ても良いと思う。 
  
⑷ ⻑閑で、⾃然が残っていること 
◎つくば⼭がキレイに⾒える ◎⼣焼け、星空が
キレイ ◎のんびりできる 
 
⑸ その他 
◎⼩さな⾃慢に該当するものが無い ◎選んだも
のは本当に守りたいものだが、選択肢の中には地
域外への通勤者にとってみれば寧ろ負担になるの
で、やめてもらいたいものも多い ◎守るという
意識の低下 ◎50 年前と変わらず遅れている。改
⾰改善がなく進歩発展がない。農業地域で若者は
住みにくい絹地区です。⻑男夫婦は３年住んで、
今は駅前のマンションです ◎特にない、不便で
す ◎（史跡、寺社）以外は特にありません。残
念ながら ◎守っていけるように、⾏政の⽀援
等々、⼈⼝減少に対応できる諸々の公正・平等な
改善が急務 
◎上福良に住んで 26 年たちますが、⾼齢者が⾮
常に多く⼦供も少ない環境で、バスも通ってなく、
⾞を乗れない⼈たちが多く、⼀⼈世帯の家も多く、
若い⼈達は仕事でいなく、年寄りが病院も⾏けな
い、買い物も⾏けないという⼈が多く、隣近所と
協⼒しあって⽣活しています。⽥んぼも皆、でき
る⼈に貸してやってもらっている。やってくれて
いる⼈も、皆年寄りなので、いつ、やめる、と⾔
われるかわからない。⽥んぼの⼼配、⼦どもの⼼
配。年寄りも⼦どもも安⼼して暮らせる町作り。
どうか何⼗年後には蛍が来る⽥園になってほしい
ものです。⽥んぼに囲まれたここが⼤好きです。  
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６：暮らしの価値観 
 

⼤問【６】として、個⼈の暮らしの中での充⾜ 
感や豊かさをどう考えているかを問う質問を設け 
た。これは、SDG sの推進や持続可能な地域社会 
運営の構築を考える際に、⽣活者の価値観とそれ 
に基づく⾏動様式の考察も必要不可⽋であるとい 
う⾒地からの対応となる。 
⑴については、全国的な傾向と⽐較するために 

内閣府が実施している「国⺠⽣活に関する世論調 
査」（１現在の⽣活について⑷現在の⽣活の充⾜感）と選 
択肢を同じくしている。同調査では、この質問は、 
昭和 49 年（1974）から継続されているので、経 
年での国⺠意識の変容も確認することもできる。 
⑴⑵については、⽥園部・都市部の調査結果が 

出揃ってからの⽐較検討のデータとするため、こ 
こでは単純集計の結果の掲載にとどめる。 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
6-1 設問【6】の集計結果 

 
⑴ 「⽇頃の暮らしの中で「充⾜感を感じる」の 
は、どんな時ですか？」＊選択肢から３つ選んで回答 
 
●回答者が多い順（数字は回答⼈数） 

１ゆったりと休養している時・・・・・・575 
２家族だんらんの時・・・・・・・・・・515 
３趣味やスポーツに熱中している時・・・449 
４友⼈や知⼈と会合、雑談している時・・443 
５仕事に打ち込んでいる時・・・・・・・346 
６社会奉仕や社会活動をしている時・・・ 85 
７勉強や教養などに⾝を⼊れている時・・ 61 
その他 25 名、無記⼊ 70 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵「あなたにとって「豊かさを感じる幸福な暮らし」は、どのようなことでしょうか？  
豊かさや幸福の実現に「最も⼤切だと思うもの」は？」 ＊選択肢から３つ選んで回答 

 

●回答者が多い順（数字は回答⼈数） 

1⼼も体も健康でいられること・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 655 
2 ⽼後、災害、犯罪や戦争などの⼼配がなく、安⼼して安全に暮らせること・・・・・・ 390 
3好きなことをする時間のゆとりがあること ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・388 
4好きなことができるだけのお⾦や資産のゆとりがあること・・・・・・・・・・・・ 318 
5 家族や親戚、友⼈や地域の⼈たちと助け合って⽣活すること ・・・・・・・・・・・・200 
6 家庭菜園や花づくりなど、⼟に触れる時間があること・・・・・・・・・・・・・・・182 
7 ⾃然に恵まれた環境の中で、またはその近くで暮らせること ・・・・・・・・・・・・173 
8モノはあまり所有せずに、できるだけシンプルに⾝軽に暮らせること ・・・・・・・・140 
9 家電や⾞など物質的に満ち⾜りた環境で暮らせること・・・・・・・・・・・・・・・  95 
10困っている⼈の役に⽴てる活動や、地域、社会の役に⽴てること・・・・・・・・・  50 
11 住んでいる地域でつくられている農産物や商品が⼿に⼊る環境で暮らすこと・・・・  25 
11 地域の伝統や⽂化を絶やさず継承し、次の世代に引き渡す活動ができること・・・・  25 
12情報や商品が⼿に⼊りやすく⽂化芸術に触れる機会が多い都会で暮らせること・・・ 19 
13⽇本各地、世界各国の農産物や商品が⼿に⼊る環境で暮らすこと・・・・・・・・・・ 6 
14社会的な地位を築き、名が知れた存在になること・・・・・・・・・・・・・・・・ ・1 
その他９ 無記⼊ 55 無効４ 

  
その他 5 名 無記⼊ 18 名 
 
 
 
 



Ⅲ 簡易社会調査による報告   

 
 

86 

７：望ましい⼩⼭市の都市環境のあり⽅ 
 
７-1 設問【7】の集計結果 

 
質問：「最後に、⼩⼭市のこれからのまちづくり 

について、お考えやご意⾒をお聞かせください」 
⑴ 20 年後、30 年後の望ましい⼩⼭市の都市環 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「そう望む」の割合が⾼い順          

１(F)公共交通機関の整備や、徒歩や⾃転⾞で・・ 
２(B)地域の農業が⼤切にされ、地産地消が進み・・ 
３(G)⾞社会に対応して、駐⾞場やバイパスの・・ 

 

境のあり⽅について、ご意⾒をお尋ねします。 

Aから Gそれぞれについて、選択肢の中からお 
考えに合うものを選び、番号を［回答欄］にご記 
⼊ください。 (後略） 
選択肢①そう望む②どちらかといえば望む③どちらかと 

⾔えば望まない④望まない⑤わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「そう望まない」の割合が⾼い順 
１(D)空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み 
２(A)商業・⼯業が発展し、⼯業団地も増え・・・・ 
３(G)⾞社会に対応して、駐⾞場やバイパスの・・・・ 

 

●支持・共感者が多い順（「そう望む」「どちらかと⾔えば望む」の割合の合計が⾼い順。（）内は「そう望む」割合） 

７つの項⽬を⽀持・共感者が多い順（「そう望む」「どちらかと⾔えば望む」の割合の合計が⾼い順）に並べると、絹地

区の結果は以下のようになります 

１ 76% (56%） (F)公共交通機関の整備や、徒歩や⾃転⾞で安全・快適に移動できるまちづくりが進む 
２ 72% (45%) (B)地域の農業が⼤切にされ、地産地消が進み、市域内の⾷料⾃給率が上がっている 
２ 72% (41%） (E)空き家の改修や利活⽤が進み、あるものを⼤切にした住宅整備やまちづくりが進む 
３ 69% (39%） (A)商業・⼯業が発展し、⼯業団地も増え経済的な成⻑や活⼒が重んじられている    
４ 67% (42%） (G)⾞社会に対応して、駐⾞場やバイパスの整備など、⾞での移動が快適になる       
５ 66% (32%)  (C)環境保全型の農業によって⾃然環境も良好に保たれ、コウノトリも増えている 
６ 63% (41%） (D)空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い世代や移住者が増える   
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●年代別の回答結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  20 代 30代 40代 50代 60代 70～ 全体 

A 商業・⼯業が発展

し、⼯業団地も増え経

済的な成⻑や活⼒が重

んじられている  

そう望む 17% 35% 41% 39% 42% 39% 39% 
69 

どちらかと言えば望む 67% 25% 41% 34% 35% 25% 30% 
どちらかと言えば望まない 0% 25% 11% 10% 7% 3% 6% 

9 
望まない 0% 15% 5% 5% 1% 2% 3% 

B 地域の農業が⼤切

にされ、地産地消が進

み、市域内の⾷料⾃給

率が上がっている  

そう望む 33% 60% 45% 47% 47% 47% 45% 
72 

どちらかと言えば望む 33% 30% 41% 32% 34% 20% 27% 
どちらかと言えば望まない 0% 0% 6% 4% 4% 2% 3% 

5 
望まない 0% 10% 2% 4% 1% 0% 2% 

C 環境保全型の農業

によって⾃然環境も良

好に保たれ、コウノト

リも増えている 

そう望む 50% 50% 35% 34% 31% 33% 32% 
66 

どちらかと言えば望む 33% 35% 47% 38% 42% 28% 34% 
どちらかと言えば望まない 0% 0% 6% 5% 6% 3% 4% 

7 
望まない 0% 10% 3% 5% 4% 1% 3% 

D 空き地や平地林な

どに新しい宅地開発が

進み定住する若い世代

や移住者が増える 

そう望む 50% 40% 52% 43% 47% 36% 41% 
63 

どちらかと言えば望む 17% 50% 27% 28% 23% 18% 22% 
どちらかと言えば望まない 17% 10% 14% 10% 10% 10% 10% 

14 
望まない 0% 0% 5% 5% 4% 4% 4% 

E 空き家の改修や利

活⽤が進み、あるもの

を⼤切にした住宅整備

やまちづくりが進む 

そう望む 50% 50% 50% 44% 48% 36% 41% 
72 

どちらかと言えば望む 17% 35% 39% 34% 34% 29% 31% 
どちらかと言えば望まない 17% 0% 5% 6% 3% 2% 3% 

5 
望まない 0% 5% 2% 2% 2% 1% 2% 

F 公共交通機関の整

備や、徒歩や⾃転⾞で

安全・快適に移動でき

るまちづくりが進む 

そう望む 67% 70% 70% 64% 58% 51% 56% 
76 

どちらかと言えば望む 0% 25% 23% 20% 25% 17% 20% 
どちらかと言えば望まない 17% 0% 3% 2% 1% 1% 2% 

3 
望まない 0% 0% 2% 2% 1% 1% 1% 

G ⾞社会に対応し

て、駐⾞場やバイパス

の整備など、⾞での移

動が快適になる  

そう望む 67% 60% 65% 52% 45% 33% 42% 
67 

どちらかと言えば望む 0% 40% 20% 25% 27% 27% 25% 
どちらかと言えば望まない 0% 0% 8% 7% 10% 6% 7% 

10 
望まない 17% 0% 3% 5% 3% 2% 3% 
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7-２集計結果より 
 
●本設問の趣旨 
 本設問は、⽥園環境と都市環境の調和が取れた
未来の⼩⼭市のあり⽅を考えていくにあたり、そ
の基盤となる「産業、宅地開発、交通政策」につ
いて、各地区ごとに「積極的⽀持/共感」から「不
⽀持」の軸の上で、市⺠の考えを確認していくも
のである。項⽬としてあげたことは、これまでの
グループインタビューでも語られているように
「開発か⾃然環境保全か」「⼯業優先か農業優先か」 
などの「⼆者択⼀」で語るのは⾮常に難しい側⾯
がある。「未来の⼦どもたちのために⾃然環境は残
したいが、開発もして⼈を呼び込まないと地域が
廃れてしまう」など、多くの市⺠の意識には「ど
ちらか」では割り切れないある種のジレンマが存
在する。それではどうするか？という⼩⼭市の未
来へ姿と、そこへの道のりを市と市⺠で意⾒交換
を重ねながら探っていくのが、未来ビジョンの策
定であり、そのための参考資料として、本設問の
結果はディティールを読み解きながら活⽤してい
くものとしたい。 
 
●結果の概観：絹地区の特性 

上位３項⽬に「公共交通機関の整備」「農業重視」
「空き家の利活⽤」の順で並ぶのは、豊⽥・⼤⾕
南部・桑地区でも全く同じ結果となっているが、
「 (A)商業・⼯業が発展し、⼯業団地も増え経済的
な成⻑や活⼒が重んじられている」 については、他
の⽥園地帯の地区では７項⽬中６番⽬となってい
るところ、絹地区ではそれより上の位置３番⽬に
⽀持・共感が多い結果になります。これは市域の
⽥園地帯の中でも最も切実に「経済的成⻑や活⼒」
を望む意識があることの現れであるといえるので
はないか。 
 
 
 

7-3 ⾃由記述の内容について 
 
【７】では下記のように⾃由記述の欄も設けた。    
（２）最後に、お考えやご提案を⾃由にお書きく

ださい。＊例えば、上記の Aから Gであげた例
以外に、20 年後、30 年後の望ましい⼩⼭市の都
市環境のあり⽅として、お考えがありましたら
教えてください。＊また、⼩⼭駅周辺の都市環
境を持つエリアも、それを取り込む⽥園環境が
広がるエリアも、バランスと調和がとれ、より
良い関係を作りながら持続可能なまちづくりを
進めていくために、⼩⼭市が⼤切にしていくべ
きこと、具体的なご提案など、⾃由にお書きく
ださい。 

 
244 名から回答があり、別添の「アンケート集

計結果報告書」では、回答をテーマごとに掲載し
た。複数の項⽬の記述がある場合は分割して掲載
している場合もあり、また、明らかな誤りと認識
できる表記は書き換えているが、基本的には原⽂
のままの記載としている。 
 本報告書では、別添の「アンケート集計結果報
告書」にテーマごとに掲載した回答者のコメント
から「提案型」のご意⾒、未来ビジョンの考え⽅
の根本に関するご意⾒を抜粋して、紹介する。 
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７-4 ⾃由記述から⼀部を掲載 
 
A：都市環境と田園環境の調和について 

 
◎”都市部と⽥園部のより良い関係性を結び調和
のとれた姿”、これはほぼ不可能です。絹地区の現
況は、①他の地域から⼈を引き寄せる施設・会社・
⼯場・スーパー等のお店がない。②病院等の医療
機関もない。③バスも電⾞も⾛ってない。④⽣活
物資の調達は直近で結城市しかない。⑤住⺠が寛
げる公共施設もない等々。昔から発展しないで衰
えるばかりの⼩⼭市⼀番の僻地である。⼦供達は
地域から離脱、⾼齢者世帯と空き家が増加、さら
に不審者や不審⾞両が横⾏するなど安⼼して暮ら
せる環境ではない。多額の税⾦が投⼊され年々発
展し続ける⼩⼭駅周辺と寂れていく⼀⽅の我が地
域との調和とは理解に苦しむ。”先ずは地域住⺠が
安⼼して社会的な⽣活ができる環境基盤の整備と、
過疎化を如何に⾷い⽌めるかが先決である”。それ
から魅⼒的な施策を構築するなどしないと都市部
とより良い関係性を結ぶことができないのではな
いか。魅⼒的なものがあれば⾃然に⼈は集まって
きて活性・交流化するものである。根本的に順序
が逆と思われます。  

 
◎都市環境と⽥園環境との格差をなくす政策であ
ればいいと思いますが、現時点では、広がる傾向
にあると感じます。⽇本の東京⼀極と同様に⼩⼭
都市環境集中になり、⽥園環境はおざなりになる
懸念を危惧します。今回のアンケートは初めて⽥
園環境在住者の意⾒を聞いてくれる場になったが、
設問が⾜らな過ぎると思うし、20 年後はどの地区
でも限界地区になってしまうのではないかと思い
ます。それより、今、何が出来るのかを発信して
貰いたいものです。 

 
◎都市エリアも⽥園エリアも、住んでいる⼈、関 
わる⼈が各々最上級の誇りを持って⽣き抜いて⾏ 

ってほしい。誇りを持つことって難しいと思いが 
ちだけど、実は本当に簡単だと思う。 

 
◎駅周辺だけでなく、⽥園地区の活性化を並⾏し 
居住エリアを少し広げてほしい。ゆとり、ある居 
住空間の確保と利便性を保ちながら、地元での雇 
⽤拡⼤を⽬指してほしい。  
 
◎⽥園環境地域にも、若者が住みたいと思う施設
や環境が必要と考えます。  
 
◎現在は都市エリアと⽥園エリアの住環境および
労働環境に⼤きな差があり、⽥園エリアに住むこ
とを望まない若者が多い。⽥園エリアの中にも⽂
化的で魅⼒的な施設を充実し、労働環境を豊かに
して調整区域を活性化していくことを望む。 
 
◎都市環境を重点に考えているようだが、過疎地
域にもっともっと⽬を向けるべきだと思う。全体
で考え盛り上げていかなければ、統⼀感のある⼩
⼭市にならない。  
 
◎⼩⼭市でも南部が発展（間々⽥地区）等、桑・
絹は取り残されている感がある。対応してもらい
たい。  
 
提案◎年に１回くらい、都市部と⽥園部の⼤きな
交流の場があると良いと思う。例えば、筑⻄市、
結城市、古河市のように、市全体でのイベントに
市内各地の伝統芸能、産物出店ブースを集めたイ
ベントがあれば良い。 
 
提案◎休⽇などに都市部の⼈が農村部に⾜を運ん
でもらえるような施設（産直販売・温泉・ウォー
キングなど）を作って交流を図ることが⼤切。地
産地消を絡めて、農村部の活性化を。 
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B：絹地区に必要なこと 
 
地域に根ざした形での空き家の利活用 
◎農業や⾃然は⼩⼭市にとってかけがえのない資 
源だと思うのでそれは⼤切にしつつ、空家や空き 
地、利⽤されていない建物等を地域に根付いた利 
⽤⽅法で利⽤していき、若い世代もお年寄り世代 
も住みやすい⼩⼭市になっていって欲しい。 
 
市街化調整区域による弊害への対応 
◎宅地開発どころか既存の住宅の敷地内にも⾃由 
に家が建てられないなど、後継者の定住や新規参 
⼊者が制限されて⼈⼝増加を阻害している。 
◎調整区域における上下⽔道の完備と交通機関の 
整備された安⼼安全のまちづくり。 

 
C：農業政策 
 
後継者・担い手不足に先手、革命的な取組みを 
◎⼩⼭市の農業、特に⽶作りに関しては、近い将
来、担い⼿や後継者不⾜による問題が⼤きくクロ
ーズアップされてくると思う。全国でも 20 年後
には後継者が４分の１に激減すると⾔われている
今、絹地区でも、例にもれず農地所有者のほとん
どが会社員で、休⽇に耕作したり、他の⼈に耕作
してもらっている⼈が多く、最近では荒れた農地
が⽬⽴っている。理想と現実のギャップに⽬を向
け、農業問題に⾰命的な取り組みを期待する。 
 
◎⼈⼝激減時代に突⼊すると思う。⼈⼝が減ると
いうことがどういうことなのか、冷静に考え対応
していければと思う。特に農村部は後継者不⾜に
悩まされるだけでなく、割に合わない⽶作りなど
で壊滅状態と感じる。⼀⽅で⾷料⾃給率はとても
⼤切なことである。荒れすさんだ⽥畑を⾒るのだ
けは避けたいと思うので、⾏政には先⼿を打つ対
策を講じる必要があると思うし期待しています。  
 

 
 
いかにして若者に農業に関心を持ってもらうか 
提案◎農業の⾼齢化にともない、今後の農業が以
下に若者に興味を持たせ魅⼒あるものとするため
早急に取り組む必要があります。農業の学識専⾨
家を呼び、勉強会、研修会を開いて受け⼊れるこ
とが必要かと思います。また、歴史、⽂化を⼤切
にする⼩⼭市を望みます。 
 
中小・兼業農家の育成を 
◎新しい宅地開発はもう不要。空き家、空地、耕 
作不能な農地等の有効利⽤。・農業も⼤規模農家の 
みの育成補助だけの施策から。中⼩・兼業農家の 
育成も必要と考える。  
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７-５自由記述からの頻出キーワード 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        

【７】の⾃由記述欄（30 年後へのご意⾒）に寄せられたコメント全件で多⽤された⾔葉を、１つの 
参考として紹介する。 
テキストマイニングという解析ツールによるキーワードの抽出で、基本的には、⼤きく表⽰されたものほ 
ど、語られた回数が多くなっている。ただし、「⼀般的な⽂書でよく使⽤される単語（思う。考える。私、
など）は統計処理の際の重み付けを軽くし、⼀般的な⽂書ではあまり出現しないが調査対象の⽂書だけによ
く出現する特徴のある単語は重視する」という処理⽅式を⾏っている。 

【７】⾃由記述 11588 単語から抽出(※ユーザーローカル AI テキストマイニング https://textmining.userlocal.jp/ 

によるキーワード抽出）  
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参考・引用文献 
 

 本報告書を作成するにあたり引用した文献を中
心に、小山市、絹地区の地域調査・研究を行う上
で参考となると思われる文献をまとめる。文献は、
作業の中で主にどの分野の情報を得るために用い
たかに基づき、仮に項目を分けて整理した。 
 
 
1 風土の定義 
 
薗田稔編『神道』弘文堂、1988 年 
 
アルフレッド・シュッツ、トーマス・ルックマン『生活世
界の構造』那須壽監訳、筑摩書房、2015 年 
 
和辻哲郎『風土̶人間学的考察』岩波書店、1979 年 
 
オギュスタン・ベルク『風土の日本̶自然と文化の通態』
篠田勝英訳、筑摩書房、1988 年 
 
廣重剛史『意味としての自然̶防潮林づくりから考える社
会哲学』勁草書房、2018 年 
 
廣瀬俊介「風土形成の一環となる環境デザインについて: 
人文科学における研究成果の参照による風土概念検討を
通して」『景観生態学』21 (1)、日本景観生態学会、2016
年、15-21 頁 
https://doi.org/10.5738/jale.21.15 
 
 
2 地質・地形・土壌 
 
小山市史編さん専門委員会編『小山市史通史編 I 自然 原
始・古代 中世』小山市、1984 年 
 
小山市教育研究所編『小山市郷土文化研究誌 第 13 集』小
山市教育研究所、1971 年 
 
 

国土地理院｜地理院地図 
https://maps.gsi.go.jp 
 
国土地理院｜明治期の低湿地データ｜原典資料: 第一軍管
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